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表紙

テレビ会議

地_に,律j星回線を含め,通偏1田線のテ'イ

ジタル化,広城化の進展につれてネソト

ワークの儲築が盛んになりつつある。

従来の通信内容として,音声とテータ

伝送か主体となっていたが,これからは

画像伝送カリ扣力 1),トータルシステムと

して高度な箔報通信サービスの提供か可

介Eとなった。

こでは,画イ象の1白荊を中新守号化を」上幹こ

技術とするテレビ会議システムを耳又り上

げ、カラー重力画及び1争止画を用いたテレ

ビ会議の唖U二写貞を掲叔した。
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情報通信ネットワークの現状と展望

平山博朗・山崎英蔵

三菱電機技報 V0160・NO.10P.1~2

高度情報化社会ヘの期待,飛躍的な情報通信技術の発逕,訂本電信電話

公才士の民営化などにより情報通信の世界は新しい時代を迎えようとして

いる。ネ士会的二ーズの背景と,それにこたえる毒斤しい情殺通信ネットワ

ークの特長について述ベるとともに《MELINS>の名の下に当社力井是供

する情机通信ネットワークを構成する各種システム及び機器の概要を展

望する。

ネットワーク設言十支援手法

吉崎守・柴田信之・松田主税・水野笵唄小宗森純

Ξ菱電機技報 V01.60NO.10・P3~6

市弊及通信ネットワーク枇築を支援する設計支援ツールのぢぇ力について

述ベ,その伊北して通信システム仕様記述言語(SDL : specifiootion

and DeSけiptioo Languago)の編集ソフトゥエア,及びネットワーク

の回線コスト.性能の算出ソフトゥエア(NETCAD:Netwoゞk computo"

Aided Desig")を紹介する。

アブストラクト

メッセージハンドリングシステム

川口憲一・才木博之・永守誠二・鈴木洋介・杉本英行

三菱電機技報 V01.60・NO.10P.17~20

メッセージハンドリングシステム(MHS)は,広域ネットワークのメー

ルサービスとマルチメディア通信サービスを捉供するために,国際電信

電話諮問委員会(CCITT)で勧告化された新しいメッセージ通信処理シ

ステムである。本稿では,その概要を解説し, MHSの技術開発システム

とそれをべースとして構築された商用化システムの概要を紹介するとと

もに,今後の展望について述ベる。

三菱電機グループ企業内情報通信システム"MIND"の建設
森山光彦・山ψ奇英蔵・柳沢 忍

三菱電機技報 V01.60NO.10・P.フ~11

経営環境の激変が恒常化する今U,変化を吸収し変化に適応できる企業

経営の根幹となるインフラストラクチャの形成がますます重要になって

きた。当社では,企業グループ全体の事業の拡大と広域化にヌ打心し, 三

菱電機グルーフ゜Wブ限通伝、ネ、ソトワーク「八11ND」の建設を,全社の技術力

を結集し推逵している。

本稿では,入ΠNDの背呆,基オq没計恕、想などについて述ベ,企業内仙帳

通信システムの今後の方向を展望する。

パケット交換ネットワーク

谷口順・覚埜高音・松田主税・渡部重彦・岡村繁

三菱電機技報 V01.60NO.10P.21 ~25

憤報化壮会の企業活動を支える基盤のーつとしてのW芹艮通信ネットワー

クを,パケット交換網の上に構築しようとする機述がある。この論交で

は,構内から広域にわたるパケット交換網について概観し,その要素機

器として俳仔をしたパケット交換装置とゲートゥエイフ゜ロセッサの機能,

構成,噛1ミを報告する。いすれも他の機器とともに社内ネットワークで

使用して述転管理技術の確立を図り,情繊通信ネットワークの11、テ代に備

えていく予定である。

分散処理ネットワークシステム

片岡信弘・芥川哲雄・柾川泰祥・増田元一・山崎誠一

Ξ菱電機技報 V01.60NO.10P.12~16

汎用計算桜《MELCOM EXシリーズ>,<M互LCOM・COSM0シリーズ>)

を小心とした当社電子計'算桜の分散処理ネ・ソトワークシステムの基本技

術を紹介し,更にそれらの基本技術を使用した実応用システムを示す。

<MELCOM>分散処理ネットワークの基本的考えは,くMELC0入D計男嵯

各機郁において当社独自の<MELCOM>世界(MNA)を築き,システム

の効率を最大限に引き出すとともに,他社インタフェースとも容易に技

統可能にしている。

ローカルエリアネットワーク《MELNETシリーズ》
石坂充弘・Ⅲ小智・井手口哲犬

三菱電機技幸艮 V01,60NO.10・P.26~29

W片長化杜会に向けて企業内ネットワークにおけるOA化, FA化の基盤枇

造としての口ーカルエリアネットワーク(LAN)が玉要となっている。

<MELNETシリーズ>は,肝重類のLANを相亙按続して階解化すること

により,1"業所の規模に応じて小規模ネットワークから大規模ネットワ

ークまでのシステムに対応できる。本晞司では,このシリーズの高速りン

グ,小速りング, CSMA/CDバスの桜能,特長及び導入事例について述

べる。

衛星通信システム

中西道雄・青木克比古寸"渠久明

三菱電機技報 V01.60NO.10P30~33

衛星通信はそのほう御D芽から20余年を経て,国際通信システムだけで

なく,世界各国で地域/国内通信システムとして定着してきた。我が国
においても民閥企業による本格的な衞星通信事業が開始されようとして

おり,将.米,惜机通信ネットワークの重要な要素として組み込まれてい
くものと予恕される。ここでは,この動向を踏まえ,当牡が伊絲合してい

る祉々のシステムの小から,火容量TDMAシステム, KW帯小形地球局,

K0帯可搬形地球局を取り上げて扱告する。



Mitsubishi oenki Giho: V01 60, NO.10,叩.17 ~ 20 (1986)

Message-Handling systems

by Ken'10hi KawagⅡChl, Hlroyuki HayヨShi, seⅡi Nagヨ1Πoli, Yosuke suzukl
& Hideyuki sU旦imoto

Message・ha11dlingsystelns employcommunication闘d processingfunctions
to provide mail and "ne、v media" communication servjces over wide・area
networks. Recommendations for st且ndaTdizing such systelns h且Ve been
recently appToved by cclTT. A丘er introdudng these basic concepts and
teC1111010gies,the aTticle describes the development system used by the cor・
Poration to design commercial systems, and introduces representative
examples of message・handling systems deve]oped in this way

Abstracts

M託Subishi 0印ki Giho: V01、 60, NO.10,叩.21 ~ 25 (1986)

Packet・switched Networks

by Jun Ta耽lguohi. TakΞne Kakuno, chikヨrヨ Mヨtsuda, shlgehlko watahe
& shigeru okamⅡrヨ

Packet・swltchlng techn010gy is no、v avaⅡable foruse in communiC五rion net・
工νorks, promising major improvements in data services for information・
Oriented businesses' The aTticle surveys packet・switched networR tech・
n010gy for local・ a11d wide・町ea applications. A packet・switching unit and
gate、vay processor-two ilnportant elementalsubsystems-are described,
、ν北h discussion of theit functions, conflguTation, and features. Designed to
accommodate othettypes ofeqUゆment,the units providethe basic capabiH・
ties required for central operations management, and open signiflcant new
Options in data comlnunications

剛tS岫Ishi oenkl Giho: V01.印, NO.10,叩.1 ~ 2 (1986)

Present sta加S and 丁rends of lnformation Network syslems

by "ro Hirayヨmき& Eizo Yきmazakl

High consumer expectauons of infotmation・oriented equipment, rapid
development ofcommunicationtechn010gy, and theprivatlzationofNippon
Telegraph and Telephone corporation (NTr) are si即S of m勾or chmlge
Within theJaP即ese communication industry. The atticle outlines the con・
textin W11ich modern needs have developed,帥d salient chaTadeTistics of
the informationnetwoTR systems employed tomeetthem.Agai"stthisback・
ground,itgives ageneraloverview ofthe systems andequipmentcomptising
the MELINS (MitsubisN Electric Gtoup lnformation Network systems)
Product line

Mitsuhishl Denki Giho: V01.60. NO.10, PP.26 ~ 29 (19B6)

MELNET serles Local-Area Networks

by Mlchlhlro lshizakき, satoshi TヨΠヨka & Telsuo ldeguchi

工Ocal・area networks (LANS) play an impoTtant role in the automation of
information・intensive fadories and 0仟Ices. The Mitsubishi Electtic MEL・

NETseries ofLANs consist ofthree types-high・speed lings,medium・speed
Tin留S, and carrier・sense multiple・access buses withc0Ⅱision detection.These
Can be connected, a110wing usersto conflgure sma11-tolarge・scale hierarchi-
CalnetwoTksthat C釦 be eaSⅡy expanded to accommodate futureneeds.The
article introduces these three types of LANS, their features, a11d several
application examples

MitS此ishi D師kl Giho: V01,60, NO.10,叩.3 ~ 6 098の

Computer・Aided Design for Development of
Information Networks

by MヨmoTU YoshiZヨki, N0加yⅡki shi加ta, chika「ヨ Mヨt$uda. Tヨdヨnorl Mizuno
& Jun 閉Unemoli

Theteportdescribestheconceptualbasis ofsoft、varetoolsusedincomPⅡtet・
aided design of infoTmation networks, and examines two representative
Programs: SDL, aspeciflcation and descriptionlang口age editotfor commu・
nicationsystems,and NETCAD,anetwork・oriented colnputet・aideddesi即
Utility that develops cost・performa11Ce projections for neいVOTk・communica・
tlon cltcults

M託Sublshi oenki Giho: V01,60, HO.10,叩 (1g86)30~33

SateⅢte-communication systems

by Miohio Nakanlshl, Katsuhiko Aoki & Hi龍aknto

Since the beginning of sate11ite・communicaιion tecl]no]ogy more than 20
years ago,it has demonstrated Ⅱtility not only in jnternational communica・
tions but also in domestic and local ne6Vorks.1nJapan, private、sector satel・
Iite・communication services are fast 且Pproaching commercial operation,
and are envisaged as key elementsin futute communicationnet工Vorks.A丘er
acquainting the reader with these ttends,the article examines systems sup-
PHed by the corpoTation for such applications, including ]aTge・capacily
time・division mu]tip]e・access (TDMA) systems, compad KU・ba11d earth
Sιations, and mobile Ka、band earth stations

Mltsublshi 0印ki Giho: V01.60, NO.10,叩.フ- 11 (1986)

MIND: A M辻Subishi Electric Group lnformation Network

by Te「Ⅱhiko Moriyama, Eizo Yamazakl & shinobⅡ Y師ヨgi訟Wヨ

Modetn managementtequires an infrastructure thatcanrespond nexib1γ to
the unexpected changesthat chaTacterize today's economy To manage the
needs of clients spanning a broad range of flelds, the corporation has
developed MIND (MitsubiS11i Electric Group information network system
Using digit目 techn010gy), a network system incorporaung the technical
expertise of the entite Mitsubishi Electric Group. The article descTibes the
development background and basic desi即 Concepts of MIND, a11d com・
ments on futute tTends in coTporate communication systems

剛tS岫ishi oenki Giho: V01.60, NO.10,叩.12 ~ 16 (1986)

Network systems for Distributed computer systems

by N0加hiro Katookヨ,丁et$ⅡO AkⅡtヨgaWヨ, Yasuy帖hi Kalsulagawa, Motoichi
Masuda & seiiohi YamaZきki

The atticle introduces distributed processing network systems designed for
Organization aTound the corporation'S MELCOM Ex and MELCOM・
COSMo series general・purpose computers, and includes a description of
basic techno】ogies and appHcation examples. The neいνork systems were
developed to extract the maximum performance ftom these serles of
MELCOM computers and, at the same time, to provide capabilities for
Simple interfacing with other computers



ビデオテックスシステム

手塚雅之・村上正博・藤本喜代治・三沢康雄・塚越康裕

三菱電機技報 V01.60 ・NO.10・P.34~37

ビデオテックスシステムの応用分野が多様化し始めている中で,当社は,

中小規模のプライベートビデオテックスシステムに重点をおいた製品開

発を進めている。情報入力装置,情報センター,利用者端末など関迎製

品及び応用システムの概要とねらいを述ベるとともに,将来に向けての

当社の取組について触れた。

テレビ会議システム

橋本勉・鈴木秀夫・村上篤道・伊藤敦

三菱電機技報 V01.60・NO.10P38~41

近年,企業などにおいて,情報ネットワークの進展とともに,テレビ会

議システムの導入検青Mゞ活発化している。本稿では当社テレビ会議シス

テムと最棄斤のベクトル量子化方式によるコーデックについて紹介する。

圭斤形コーデックは,回線速度の64~384KbpSに対応可能であり,また64K

加Sにおいても,動き追従性の優れた良質の画像を得ており,陣'堰^感あ、1、

れる会議力新テえる。

アブストラクト

パソニン電話機

野村智・山田裕子・樋熊利康・長田光文寸菊逃定之

三菱電機技報 V01.60NO.10P.51~54

MSXパソコンをべースに,電話機,モデム及びNCU (網柳惟1装置)をー

体化した低価格で小形の通信端末であるパソコン電話機を開発した。こ

の装匙はノξソコン,電ミ舌機,通イ言卦帯末のごつの機盲忌をもっている。通イ言

ソフトゥエアを内蔵し,自動ダイヤルや自動ログォン,自動着信なども

可能で,パソコン通信を簡単な採作で行うことができる。また低価格の

端末として,本格的なVAN (付加価付心通信1勵の哲及に道を閉くものと

考えられる。

実験データ解析を支援する会話升師升究自動化システム
荻野義一・小巻隆・月館亭父子・山崎明子

三菱電機技報 V01,60NO.10P.42~45

大学及び企業の実験研究・開発部門などにおいて,データ解析を容易に

かつ短時問に行うためのツールである会話形研究自動化システムMALI

TANを紹介する。 MAUTANは実験データの試行鈷誤的処理を可能とす

るため,会話形式で入力,実行される体系化されたコマンド群を捉供し

ている。

海外向け新形自動車電話移動局装置
松島ネ峨台・吉田埀之・入野悦郎・山田伸行・竹安戀二

三菱電機技報 V01,60NO.10・P.55~59

従来,市場に提供されてきた自動小電話移動局裴匙は,技術上の問題か

ら小形化,低消費電力化が囚難なことにより,車載専用機が主流を占め

てぃたが,今回,主要回路のLS1化,ハイブリッド1C化,また,その他

の部品の小形化によって,車載及び携帯の両運用が容易な車抄父井電話機

と,ポケットやカバンに入れて抄新子できる挑帯電話機の2種類の製品を

開発した。当社の従来機との体利辻ヒで,それぞれ約1/2,1/4の小形

化を実現している。

温度調節機能付き除湿機RFHシリーズ
根来耕一・木村直樹

三菱電機技報 V01.60・NO.10・P.60~64

食品の製造工程などにおける除湿乾燥は,従来,熱風屹燥力式が多く採
用されてぃたが,近年,名エネ,安全性などの面から,冷凍サイクルを
応用した除湿機による方式に移行しっつぁる。更に最近では,商叩の.
品質化,歩詔り向上のため,温座調節機能も要求されている。今回,こ
のような二ーズに対応するため,冷却から除湿まで自動述転可能な温皮
烱節機能付き除湿機を聞発したので,その仕様,楴成,特性及び用込に
つぃて紹介する。

LCDニントローラ内蔵ワンチップマイコン

《MELPS 740シリーズ》 M50930-X X XFP
広瀬進一・三木務・山口雅史・上原俊晃

三菱電機技報 V01.60NO.10P.46~50

液晶表示素子は消費電力が少ないことに特長があり,応用システム全体

も低消費電力をねらうものが多い。今回開発したM50930- XXXFPが,

このような要求にヌ寸してどのようにこたえたかについて述ベる。またL

CDは端子の数が多いので,これと直結するマイコンは通常の入出力端子

が少な目になる。この制約の中で一般の周辺回路とのインタフェース機

能をいかにして確保しているか,このマイコンの場合について触れる。

更にこのマイコンの応用例を紹介する。



剛tS仙Ishi D印kl Giho: V01.印, NO.10,叩.51 ~ 54 (19B6)

A Telecommunication Termlnal

hy satoshi Nomura, Yuko Yamada, T05hiyヨSU Higumヨ, M託Sufumi oSヨdヨ
& Sヨdayuki Tsukヨgoshi

The article describes a n部Vly developed telecommunication terminal
Consisting of ah Msx personalcomputer,telephone, modem, and network・
ControlU11it(NCU)in asingle,compact,10W・costpacka8e that combinesthe
functions of a computer, telephone, and communication terminal. Built・in
Communication software pTovides easy・to・use autodial, auto・]ogon, and
autoans、ver capabilities. Due to the terminal's extreme]y low cost,its devel・
Opment is seen as leading to wideT use of value・added networks

Abstracts

MitS仙ishi Ⅱenki Glho V01.60, NO.10,叩.55 ~ 59 (19θ6)

New Mobile Radiotelephone Equipmentfor Overseas Markets

by JU"jl Mヨtsushimき, shigeyuki Yoshida, EtsuT0 1「ino, Nobuyuki Yamヨda
& Ke肺 YakeyヨSⅡ

Due to technicalptoblems Mnderin8reductionsin size andpo、vet consump・
ti0Π, commercial mobile tadiotelephone equipment has been latge]y
restricted to vehiculaT applications. By developing Lsls and hybrid lcs for
the principal citcuits, and by 口Ⅱniaturizing other components, Mitsubishi
ElectTiC 上as succeeded in developing both portable mobile radiotelephone
equipment that ca11 be used in a vehicle or carried, and handheld mobile
radiotelephone equipmentthat ca11be easily carlied in a pocket or in hand
Iug8age. They occupy one・halfand one・fourthrespectively ofthe volume of
the corpotation's previous Tadiote]ephones

MitSⅡbi5hi Ⅱenki Glho V01,60, NO.10. PP.34 ~ 37 (1986)

Videotex systems

by Mヨ5ヨyuki Tezukき, Mヨ卵hiro Murakヨml. Kiyojl Fujimoto, Yasuo Mi50wa
& YasuhiTO Tsukagoshl

Now that videotex systems are bein8 applied to a wider range offlelds,血e
CorpoTationhasbegⅡn deve]oping avideotexprodud group aimed at appli・
Cations in sma11・ and medium・scale infotmation neいVorks under private
0、vneTship The 町ticle oudjnesthe functions and puTposes ofinput devices,
tetminals for the user and inform且Uon center,釦d typical app】ication
Systems.1t concludes with a overview of current research activiues

MitS此ishl 0印ki Giho: V01.60, NO.10,即.60 ~ 64 (19Bの

Series RFH Dehumidifiers with Thermostatic contr01

hy Kolchi Negoro & Naoki KimⅡra

DehumidHleTs used by the food・PTocessing industry have 留eneTaⅡy
employed hot air to remove exce$s moistuTe, but demand for greater safety
and enetgy effldency has pTompted an industry・wide chan留eover to dehu・
midifler systems based on the Teftigerant cyde. To achieve higher ptodud
quality and yields,tempeTature・controlfunctions ate also requiTed.To meet
these needs, the corporation has developed dehⅡmidiflers that aTe also
Capable of fU11y automatic tempeTatⅡτe cont工01. The aTticle reports on the
Speciflcations, conflgurations, features, and applicauons of these products

MitS仙Ishi Denki Glho: V01.60, NO.10,叩.38 ~ 41 09θ6)

A Teleconferencing system

hy Tsutomu Hashimoto, Hideo suzukl, Tokumichl MⅡ「ヨkヨmi & AtsU5hi no

In addition to insta11ing conventionalinformationnetwork$,busine$se$ have
目So begnn to exploTe the possibilities of teleconfetencing systems. The
article intToduces t11e corpoTation's teleconferencing systeln and its codec
(coder/decoder). The new codec, which employs a state・of・the・aTt vect0τ
quantizing method, operates at data Tates from 64~ 384Kbps. using this
Codec, the system demonsttates exce11ent picture qⅡality and registets user
motions faithfU11y, even atthe minimum late of64Kbps, creating apowerfu】
Conference ambience

Mltsuhi$hi Denki Giho V01.印1如.10,叩.42~ 45 (1gB6)

An Automated L且boratory wilh lnteractive TO0IS
for Data Analysis

by YoshikヨZu og1Π0, TヨkヨShi Komヨki, At5Ⅱko Tsukidate & Akiko Ynmasokl

The article introduces MALITAN, t11e MitsubisM automated ]aboTatoTy
System with interactive tools for analysis. These tools permit quick a11d easy
data analysisin the teS6ng, reseaTch, and developmen日aboratories ofbusi・
nesses a11d universities. The command inteTpreter a110ws inputs ofintetac・
tive commands with immediate execution and review ofthe results,、vhich

enables successive data・processing attempts by trial and error untilthe
desired outcome is achieved

MitS仙ishi Denki Glho: V01.60, NO.10,叩.46~ 50 (198の

The MELPS 740 series M50930-XXXFp single-chlp
Microcontr011er with a Built-in LCD contr011er

hy shln'1Chi Hirose, T$utom11 Mlkl, MaSヨfuml Yamヨguchl & Toshlakl uehヨ門

Liquid・crystal displays consume vety litt]e power and aTe often used in
appHcationS工Vhere alow curTent drainis essential. The M50930・XXXFp is
asingle・chip microcontr011er withabui】t・inLCD contr011er developedespe・
CiaⅡy for such applications. one unique problem encountered dutingdeve]・
Opment wasthat an 工CD has manyinputterminals,compared withtherela・
tively fe、ν 1/o teTminals available for direct connection in conventional
microcontr0ⅡeTS. The article, which introduces the ne、v device, describes

how thisrestricuon was overcome while maint心ning the ability to inter{ace
Wjth other peripheral devices. Typical applications are also discussed



特

情幸艮通信才、ツトワークの現状と展望
集

昭和60年4月1日に,電気通信事業3法が施行され,日本電信電話

立井永電電公社)が民営化されるとともに,回線利用の法的制限の緩

和,端末機の開放が行われ,新しい情報通信時代が幕開けした。そ

して,早くも昭和飢年末には地上系ニューコモンキャリア 3社のサーeス

開始が予定されている。衛星通信系では,宇市通信(株)など2社が

昭和63年の除勘を目指して計画を進めている。第2種通信曝業で

は,特別第2種で9社,一般第2種く・2U社が届け出している。こ

れらに加え,最近では電力会社系による第1種参入,国際第1種ヘ

の新会社設立などが報道され,通信事業は正に多様化と競合の時代

を迎えたと言ってよい。

また,企業にお仏ては,ノ＼・物・金という経営資源に加え,情報

資源の重要性ヘの認識が急速に高まっている。情報の有効な活用と

効率的な運営が組織体の命運を左右するという認識である。それは,

現在企業の存続をかけて進行しつつぁる銀行・証券会社の第3次オ

ンライン,あるいは中小企業{てまで広がりつつある電算機のネリトワーク

化に端的に表れている。個人・家庭の社会生活においても,生活の

利便性と多様化を求めて,ものから情報ヘの大きな流れは,最近の

情報誌のはん濫,ニューメディア指向にその一端を見ることができる。

一方,これらの社会的二ーズに対応し,それらを現実のシステムと

して実現する「新し込情様通信システ△」の特長は何であろうか。い

わゆる「情都通信の高度化」とは何を目指すものであろうか。情報

通信の歴史は言うまでもなく,音声の伝送・交換を中心に発達して

きたが,近午,電算機システム, CAD システムの発達に伴い,高速デ

ータ伝送の必要性とそれらシステムのネットワーク化が必す杉動となっ

てきた。また,テレビ会議・テレピ電話・ OA システ△に象徴されるよ

うに,イメーリ情報・映像情報を高速に伝送したいと込う強い要詰が

ある。すなわち,従来の音声忙加え,データ・イメージ・映像1青譲を統

合的に通信する「マルチメディア化」が今後のネ、ワトワークの特長のーつ

である。また,新しい情報通信ネヅトワークはこれら多様な情報を単

に伝送・交換するだけでなく,ネットワークの中で情報の蓄積・交換・

処理・加工を行うととにより,利用者に高い付加価値サーピスを提供

する方向を目指している。竃子メール,音声メール, FAXメールなど

のメール機能,あるいはメディア変換・づロトコル変換・情報処理など

の機能である。すなわち,情報通信システムの高度化とは,「マルチメデ

イア化」と「高付加価値化」の2而から特長づけられよう(図 1

参照)。

とれらの新しい情報通信システムを,現実的に,経済的に実現可能

とした技術面での飛躍的発展、見逃すことができない。技術面では

LS1化技術,コンeユータ技術,光通信・衛星通信技術とその基盤とす

るところは広範であるが,従来の音声主体のアナログ技術からディづ

タル化技術ヘの転換が最も重要なキーである。ディジタル化により始め

て,情報通信システ△の高速化,マルチメディア統合化高付加価値化の経

済的な実現が可能となった。特に時分割多重技術,音声・映像の符

新しい情報通信の動向

平山博朗

2.才、ツトワーク構成システム

高度情報通信サービス

山崎英蔵
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度

化

号化,帯域圧縮技術,通信づロトコルを実現するファー△・ソフトゥエア技

術はその核となるものである。最近の日本電信電話(株)(NTr)に

よる高速ディジタル回線サービスは,日本における広範なディジタル通信

時代の始まりを象徴するものである。大企業は一斉にこの導入を副

映像を統合し画し,時分割多重装置を設置,電話・FAX,

た,より安価な伝送路と付加価値の高いネ,,トワークを構築しつつぁ

る。

当社においても,昭和60年からこの高速ディジタル回線の導入を

図り,関連企業を含めた企業内ディジタル統合ネットワークの構築を

rMIND(Mitsu、ishlElectTlc lnfotmation system by Digital Te・

Chn010gy)づロジェクト」と名付けて進めている。

音声 データ

図 1.マルチメディア化

マルチメディア化

画像 複合化

*本社**情帳篭子研究所(工博)

情都通信ネヅトワークは,伝送サーピスから情報処理サーピスに至るまで

各種サーピスを提供する巨大システムであるが,当社は《MELINS》

(MitsublshiElectric ln{OTmation Ne武VOTk system)の名の下に

企業情報通信ネットワークを構成する多くのシステ△並びに機器を用意

してぃる。《MELINS》のコンセづ卜は,図 2.に示すように情報通信

ネットワークを「伝送サービス」「交換サービス」「通信処理サービス」「情報

処理サーピス」の4階層と把え,単なる伝送・交換サーピスでなく付加

価値の高い通信処理・情報処理まで含めたマルチメ手イアの情報通信

ネットワークの構築を目指したものである。

伝送サーピス層に対しては,今後の高度情報化社会の大動脈となる

衛星通信,光歪信,マイクロ通信の各システムを用意しているが特に衛

星通信につ仏ては,衛星本体を始め,各国忙地球局を納入しりーディ

ンづカンパニーの位置忙ある。交換サーEス層に対しては,米国 0ルム社

と提携,最新鋭の手イリタ1レ交換機を提供するほか,パケ四卜交換シス

テム, LAN システ△を用意している。通信処理サービス眉は,文書メー

高
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テレビ会議

システム

ファクシミリ

ビデオテックス

高能車符号化
画像伝送装置

テ'イジタノレ
竜子交,奥機

ル,ワアクシミリメール,ポイスメール、ゲートゥエイづロセッサなど各種の通信処理

システ△がある。情報処理サーeス層は従来の電算機システム, OA シス

テムのネットワーク化と分散処理システムが中心となるが,新しく登場

したピデオ予,クスシステムもこの中K含めてよいであろう。

多機能電話

ホイス

メール

通イ言処王里

プロセッサ

高速ディジタル

バソコン

""'、、、、ホスト

ファクシミリ
メール

三菱情報通信ネットワークを構成する製品群は図2.で示され,これら

の製品群をコンeユータシステムや各石ゑ端末と有機的に結合して各種ユー

ザーシステムを提供して仏る。

次忙主な製品の概要を紹介する。

(1)高速ゞイジタル多重化装置

との装置は,高速ディジタル回線(NTT力珀召和59年秋サービスを開

始)などの高速伝送路を通るマルチメディア情報(音声,データ,画像な

ど)を時分割多重化し,高速・大容量の通信ネットワークを構成する

装置で,企業内情報通信ネットワークの事業所問などの多地点を結ぶ

手イジタルネットワーク化に適している。

NSP によるネ.,トワーク監視,装置の障害管理機能などで高信頼シ

ステムが構築できる。

(2)ゞイジタル電子交換機

との装置は,マルチメディア情報を統合的に交換処理する装置であり,

ACD(着イ副順に分配)などの 400 を越えるサーピス機能でオフィスコミュ

ニケーシ,ンを円滑にする。また,最適ルート選択やサテライト運用など

のネットワーク機能, X.25インタフェースや IBM 計算機インタフェースなど

のゲートゥエイ機能,装置の肖動珍断機能や回線自動監視機能などの

高信頼化機能をもってぃる。

(3) LAN (Local Ateo NetWψk)

OA化, FA化の基盤構造となる構内ネ,,トワークであり,小規模か

ら大規模まで,用途や規模に応じたシステム構築が可能なマルチメディ

ア対応の LAN である。りンづ形(32Mb郡及び 12Mbps)とパス

形(10MbP幻を階層化構成にでき,特にりング形は回線交換とパケ

ツト交換の複合交換により,最大8,192台までの端末を収容できる。

(4)パケット交換装置

との装置は,自営のパケット交換ネットワーク構築上の中核装置であり,

回線の集約による回線コストの削減,回線障害時のう(迂)回ルートの

自動設定,ふくそう(幅婆)時の最適径路選択などの機能を込ってお

リ,経済的で高信頼度のネットワークが構築できる。

また,構内ネットワークの LAN と,このパケット交換ネットワークと

の接続にはゲートゥエイづロセッサが,小規模事業所用にはりモートコミュニ

バケット

交換装置

女轡メ

ネット勺ーク

コンヒュータ

伝送サービス

3

高遵ディジタル
多重化装置

制御装置

ル

才いソトワークの主要構成機器

交換サービス

オフコン

通信処理サービス

図 2.《MELINS》を構成するシステム

三菱電機技報. V01.60. NO.10.1986

情報処理サービス

テレビ電話

高能率符号化パソコン
画像伝送嚢置

ディジタル電子交換機

'＼ゲート会イ突＼OAワ_ク
スフーーション

パケット多重化装置

ホスト
コンビュータ

オフコン

ノ'
オ'フコン

ホストコンビュータ

ケーシ,ンづロセッサ及びパケット多重化装置が用意されているので,規

模に応じてフレキシづルなシステム構成がとれる。なお,網の全体管理

はネ,,トワーク制御装置が行う。

(5)高能率符号化画像伝送装置

との装置は,テレe 会議システムなどに適用する音声・データ・画像の

伝送奘置であり,会議の雰囲気や人物の表情などの動画像用と黒板

や図面,写真などの静止画用がある。

通常,動画テ比'信号をディづタル伝送する忙は,10OMb郡程度の

情報レートを必要とするが,テレピ会議システムでは動きが少ないこと

を利用して,符号化技術により数100分の1に情報量を圧縮して伝

送し,伝送コストの低減を図っている。

当社の装置は,との符号化技術にベクトル量子化方式を世界忙先邸

けて実用化した、のである。特忙動きのあったととろでの前画面と

の差を送るのに,動きの予測技術を適用して超圧縮しており,64

K、PS の情報レートでも一般の会議には十分な画質と追従性を込つ

装羅である。また,この装置は高解像度の静止画伝送機能を、つて

おり,使い勝手の良込会議システ△の構築ができる。

ファクシミリ

LAN

電話は従来簡便さが買われ,データは正確さを,そして画像は視覚で

理解しやすい特長を持っている。マルチメディア化は,との三つを上手

に使っていこうとするものである。

一方,ネリトワークは従来の電話系,ブータ系と独立して込た時代は

糸冬わり,ディづタル通イ言技郁iをべースとした手イジタルネ,ワトワーク,更には

各種サービスを統合して実現できる ISDN σntegrated s.tvk郎 Di・

gital NetwoH0 の時代になりつつある。

ディジタルネットワーク化により,音声・データ更忙は広帯域を必要とす

る画像情報や映像情報も一元的に扱えるマルチメディア¥イリタルネリトワー

クが容易に構築できるようになった。また,企業情報通信ネ,,トワー

クでは, NTr の高速ディジタル回線を使って企業ネ,,トワークを再構築

する動きが活発であり,通信コストの大幅削減が図られているが,

更にテレビ会議サーピス,高速データ伝送サービス,マルチメディア通信サー

ビス,通信処理サービス,情報処理サービスなど高付加価値化の新サービ

スが導入されて高度情報サービス時代を迎えつつある。

このよ5なマルチメディア化や新サービスに代表される新しい情報通

信時代に向けて,当社情報通信ネットワーク関連の各種カステ△,関連

技術の最近の成果を以下の各論で紹介する。
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特集

ネットワーク設言十支援手法

情報化社会ヘの二ーズの増大は,通信・情報処理分野におけるシステ

ム統合化の進展を加速し,近年我が国においても情報通信ネットワー

クの本格的な建設・展開が開始されつつぁるが,高度化・大規模化

する情報通信ネットワークの楢築に当たって設副'を短期問で行い,か

つ低コストの構成を尖現するには,効率的なネヅトワーク設計支援ツー

ルを準備しとれを効果的忙使用することが非常に重要である。

以下忙ネットワーク設計支援の考え方について述ベ(2章),更に例

として通信システム用言語の編集ソフト(3 章),及びネットワークの回

線コスト算出ソフト(4章)を紹介する。

ま 力ぐ美

吉崎守、・柴田信之、・松田主税、、.水野忠則"

情報通信ネ,,トワークの建設は,企画,構築,運用の 3ステッづでとら

えられる。更に,構築ステッづについては,方式設計,開発,テスト

の各ステッづに細分化される。これらの各ステッづで,伝送系,交換

系,ネットワークィンタフェース系の各々忙おける通信機器の配置,回線の

容量割当てなどを行うとともに,データ,音声,画像から成るマルチメ

手イア通信のサーピス提供が円滑に行われるよう配慮する必要がある。

との枇築ステッづで基本となる概念はネットワークァーキテクチャであり,

ISO, CCITTあるいは JIS で標準化されたづ0トコルの規格などであ

る。また,複雑化した通信システムのネットワーク設計においては,設

計者に最適設計,性能・信頼性評価のツールを提供することが必要

忙なってきている(表 1.参照)。

この報告では,これらの設副'支援ツール・のうち特に通信システム仕

2.ネットワーク設計支援につぃて

様記述言言吾(SDL : specification and DescTiption Language)エデ

イタと,ネヅトワーク拙築bミュレーションソフトゥエア(NETCAD : Netwo,k

ComputerAided D.sign)について次章以下に詳述する。 SDL工ゞ

イタは通信づロトユル等の記述,及び論理的なシミュレーシ,ンを計算機

上で行い,づロトコルに誤りが有るか否かなどをチェックするものであ

る。したがって,通信みステムの複雑な論理的亘朔乍を設計段階で確認

するツールとして有用なものである。

他方, NETCAD は,経済的なネットワークを枇成するために,回

線種別,回線容量の推奨値などを算出するものであり,システム設計

者に代わって膨大な計算を行い設計期問の短縮,ネヅトワーク構成の

最適化を図っていくものである。

とれらのネットワーク設割'支援技術は体系化して,通イ言ネ,,トワークの

企画ステッづから運用ステヅづまで一貫した支援システ△にする必要が

ある。それによりトラヒックデータ,網構成装置データなどのデータベース

の一元化,性能・信頼性・安定性などの評価基準の統一,更には運

用時点で収集したデータを設計にフィードバリクできるなどの効果が期

待できる。また,最近の待行列ネリトワークを用いた通イ言ネットワークの

評価手法など新しい技術を活用するととにより,一層精密な評価が

可能になると思われる。

表 1.情報通信ネットワーク描築ステ,づにおける課題と設計支援技術

純***

システム要件

(桜能,性能,信頼性)

システム実現方式

(ネットワーク,,、ード,ソフト)

接絖仕様

(プロトコル,オソタフェース)

丁ドレス体系

ネプトワーク管理方式

"

方式設計

題

Ⅲ」

設計支援技術

伝送系

交換系

(回認交換,パケソト交換)

ネソトワークイソタフニース系

ネソトリーナアーキテクチ十

仕様記述召語(SDL)

ネットワーク楴築ソフト

(NETCAD)

キューイγグネットリーク(QN訊1)

CC11Tが開発Lた通信システム仕様記述言語(SDL)の攝要をまず

3.1節で述ベ,次にその SDL の効率的な編集用ツールとして当社

が開発した通信システム仕様記述言語エディタを紹介する(3.2 節)。

3.1 SDL

SDL は通信システム用の仕様記述言語であり, Z.100から Z.104 の

五つの勧告書から構成されている御。 SDL はその遭用範囲として,

①呼処理,②汎用的な実時問処理における保守/誤り制御,③汎用

的な実時間処理におけるシステム制御,及び④データ通信づロトコルが

あげられている。

SDL の言語仕様は,セマンティ,,クス,グラフィック言語及びづログラム 言

語の3部分から構成されている。

(1)セマンティックス

記述の対象となるシステムは図 1.に示すように,機能酌にづ0,,クと

仏う単位に分けられ,づ口,,ク相互,又はシステ△の外葡1環境とチャネ

3.通信システム仕様記述言語エディタ

試験・評価

桜能試験

性能試験

RAS献験

=ストノ:フォーマソス瓢!個i

拡張性詐価

*本社**情報電子研究所

(機噐の開発には,ネフトリーク設

計と捻別の設計支援技術が使われる)

冨ソフォー「フソステスト

トラヒソク負荷試験談訟

、1.d.、.』
.T、.Υ、.,、 同研究所(工博)

環境(ENVIRONMENT)

システム

チャ才、ル

チャ才、ル

チャ才、ル ..
ブロック

図 1, SDLモデル
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ルを通じて結ばれている。各づ口,,クの耐H乍は幾つかのづロセス忙よ

つて記述され,各づロセスはコネクションの設定,解放などに応じて動

的に生成,消滅する。づロックやづ0セスは更に細かく分割するととが

できるので,複雑なシステムも表示可能巴なっている。

(2)グうフィ,,ク言語(SDL/GR)

SDL/GR は,づ0セスの動きを拡張状態遷移機械のモ釣レの観点か

らグラフ的に記述する酒のである。表現したモデルをづロセス図式と呼

びその図形シンポルを図 2.忙示す。

(3)づψ'ラム言語(SDL/PR)

SDL/PRは計算機での取扱いが容易で,づ0づラ△の入力を可能と

したもので,基本的にはSDL/GR と意味的忙等価である。この形

式は次の目的のため忙使用される。

(司 SDL/'GR を計算機により白動的K生成する。

(b)枇文忙誤りがないかチェックする。

(つ

Eヨ

正ヨ
テイ

ど了

ステートシンボル

(C)論理的なシミュレーションを行う。

(d)補助債報(状態図概要,シグナルリスト,クロスリワアレンスなど)

を提供する。

3.2 通信システム仕様記述言語エディタ

3.2.1 概要

通信システム仕様記述言語エディタ(SDLエディタ)は同期/並列処理把

握の容易化,テキスト表現の SDL (SDL/PR)の習得の不要化,及

び図形表現の SDL (SDL/GR)の修正の容易化を目的とする。

SDLエディタの特長には以下のものがある。

(1)マルチウィンドゥ表示とマウス及びアイコンを用いたユーザーフレンドリ

なインタフェースを持ち, i高機能ワークステーション上て、圧州乍する0

(2)初心者用づりづロセッサを設け, SDL 忙関する非鼎味東者忙も作

図が容易に可能である。

(3)同期/並列処理記述のため,複数のづロセスを同時に表示し,

それらのづロセス問の信号のやりとりが記述できる。

タスクシンボル

フ'ロセゾヤコールシンボJレ

X

シジョンシンホJレ

セーフシンボル

ストッフシンボル

インフットシンボル

アウトプソトシンポル

⑧

図 2、 SDL/GRシンポルの例
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紙集画面

リターンシンボル

最上段
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3.2.2 構成

SDLエディタは SDLグラフィック言語SDL/GR の編集処理部,初心

者用ナjづロセッサ, SDLづログラム言語SDL/PR との変換部(パーサ,

アンバーサ),ハードコビー部及び終了処理部から構成されてぃる(図 3,)。
3.2,3 機能

SDLエディタは次の機能からなってぃる。

(1) SDL/GRづロセスダイヤグラ△編集機能

通信ソフトゥエア向けインタフェースをもっ編集機能を提供する。

(2) SDL/GRづ0,,クィンタラクションダイヤグラ△編集機能

通信ソフトゥエア向けインタフェースをもっ編架機能を捉供する。

(3)づ0セスッリー編集機能

づ0セスの包含関係を木柚造で表示,編架する。

(4)パーサ機能

SDL/GR記述を SDL/PR記述に変換する。

(5)アンパーサ機能

SDL/PR記述を SDL/GR記述忙変換する。

(6)印刷機能

づ0もスダイヤクラ△,づ0ヅクィンタラクションダイヤグラ△,づロセスッリーをEI」刷す
る。

3.3 適用事例

局機能ワークステーシ,ン上に実装した SDL1ディタの画面例を図 4.に

示す0 この例は,国際標準トランスボートづロトコル/サービスのクラス0 の

仕様を記述してφる御御。

4

交換ノート

4.1 NETCAD の目的

NETCADは,情報通信ネットワークの設計・検討作業を効率化して経

済的なネ,,トワークの構築設計を短時間で突行するととを可能にする

ために開発したネットワーク拙築シミュレーションソフトゥエアである。

4.2 概要と特長

NETCAD は,ネリトワーク(回線交換で電話を,パケット交換でデータを

取り扱う)を柚築するのに必要な条件(交換ノード位澀,拠点ノード

開トラヒック)を入力すると,とれ忙基づいてネットワーク内の各回線

(交換ノード冏など)ごとにそのトラヒヅクを計算し,回線容量の推

奨値を衷示してオペレータに選択・設定させ,との設定が終るとネッ

トワークの回線コスト(第1種電気通信事業者からの回線惜用料)及び

ネットワーク性能(回線交換の呼損率,パケット交換の網内遅延時問)を

算出して出力する設計支援ソフトゥエアであり(図 5.,図 6.参照),

パソコン《MULT116》上で正捌乍させるととができ,また特忙簡単な

燥作で取り扱うととができるよう忙配慮されてぃる。

NEICAD は下記の特長を持っている。

(1)ノード位置を電話番号により入力すると地名を自動衷示する

ので,効率良くノード位置を入力できる。

(2)入力されたノード位置(電話番号)忙対する方形座標ファイル

をデータベースとして持っており,2/ード問の距籬を自詞川りに計算す

る。

(3)回線設定時にガ'イド表示を行仏,会話形式による設定が可能

である。

(の推奨回線容量の計算・衷示

(b)設定段階に応じた回線種類,品_旧のメニュー表示

(0) HELP 画両忙よる也味鳥私目の一括表示

(4)シミュレーション実行K必要な計算パラメータはデフォルト値として登

ネットワーク構築シミュレーションソフトウェア

集子泉ノート

0 拠点ノート

0

0 0

図 5.ネットワーク 1""剣列

ン

「
ミュレーション機能

ファイル操作機能

ネソトワーク情報入力機能

ネソトワーク性能Ξ十算機能

回線設定ガイダンス機能

^^^^^^^^^^^^^^^^

呼損車計算機"

ンステム定数設定機能

阿内遅延計算機能

1-6-1 <<

ま掛一隙

図 6、ソフトゥエアの機お蹄誓成

匝氏早設定人力(交換ノード問りンク)>>

電括恒輯泉六婁三
総合回線容金言

ネットワークコストΞ十算機能

01

侭

品目番号

ネットワーク設計支援手法・吉1崎・柴田・松田・水坐卜宗森

東京
大阪

^^ー^^ー^-1

品目名称

刀期費用計算機能

32er l
0.8kb/S

月額賢用計算機

0.020
0.700

高速ディジタル

64K

F3:次塞六ノード(A)

_ F5:回線頬.品目表表示
推奨値FI0:終フハ

2

192K

3

B12. okb/S
1.1kb/S
1345.1kb/S

384K

品目

4

5

768K

1.5M

5

録されており,設定を変更して使用できる。

(5)設定したネヅトワークに対する設備料(初期費用),回線使用料

(月額),装置使用料網額)を計算し,表示出力する。

(6)設定したネリトワーク情報をフレキbづルディスクへ格納し,再使用

することができる。

4.3 ソフトゥエアの機首酎董成

NETCAD のソフトゥエアは,下記の機能によ垪苗成される。

(1)ネットワーク情報入力部

ネットワークの接続形態,通信トラヒリクに基づく回線容量及び各種計算

に必要な定数の入力を行わせる(図 7.参照)。

属,良数

1.5M

41Ch

(ト幻X用3劉くb/Sを含む)

6

訊

図 7.ネットワーク情報入力(回線設定)例

本

本
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回線使用料金/月2-6-3 <<

通番

0001

0002

交換ノード

01::、牙{

>>

<ーーー>

001'六<ーーー>
002:<阪<ーーー>

拠点ノート

n 巡頁 F9 姿出力F8:"U出力 FI0:,冬了"

1巨留荏
(KM)

(2)シミュレーシ,ン実行部

入力されたネットワーク情報に基づφて,ネットワーク性能計算,設定回

線りスト出力及び回線使用料の計算を実行し,表示出力する(図 8.

参照)。

(3)ファイル操作部

入力されたネヅトワーク情報を格納(ファイル登録)し,格納したネ,,ト

ワーク情報を呼び出したり(ファイル呼出し),不要なネリトワーク情報の

削除(ファイル削除)を実行する。

4.4 システム規模

NETCAD で取り扱うシステ△は,通信 1、ラヒヅクの発芯点となる拠点

ノード,通信トラヒヅクを集線する集線ノード,及びノード問を接続する

リンクにより構成される三層構造の情報通信ネットワークであり,取り

扱うことのできる最大規模は次のとおりである。

(1)拠点ノード数 100

(2)集線ノード数 40

(3)交換ノード数 20

4.5 処理方式

(1)ルーティング

発信拠点ノードを収容する交換ノードと店信拠点ノードを収容する交

換ノード問のルーティンづは,最短経路を通る、のとして処理している。

それに必要な最短経路検出アルゴリズ△をソフトゥエア上で実現し,交換

ノード問りンク上のトラヒックは,このルーティンづテーづルに従って計算し

ている。

(2)トラヒック計算法

拠点ノードの発生トラヒ,,クは,1日当たりの篭話回数・保留時冏・e

ーク時集中率から訓・算する電話トラヒヅクと,1日当たりの手一夕伝送

量・ピーク時集中率から創・算する手ータトラヒリクの2種類からなってい

る。

(3)推奨回線容量の計算・衷示

電話回線,データ回線を各々単独に設定するケースと,電話回線容量,

データ回線容量を統合した回線を設定するケースの2種類の回線容量

推奨値忙ついて,呼損率,データ伝送効率をパラメータとし発生 1、ラヒ,,

クを、とに算出し表示する。

使用料金(千円)
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回線

図 8.ショユレーション実行例
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装置

52

52

(C) NETcnD

開力。

システム疋圭女

の確認・変更

N0

ネットワーク

情報入力

ネソトワーク情報

壹登金ネ、斉

YES

登録ファイル

を口ード

シミュレーシヨン

実行・出力

4.6 ネットワーク性首露十算

「(1)呼損率

各りンクの呼損率(区冏呼損率)をアーランB式を用いて計算し,更

に区間呼損率を用いて拠点ノード冏の呼損率を算出する。

(2)網内遅延

矧言拠点ノードを収容する交換ノードにパケヅト到濳後,蒄信拠点ノー

ドを収容する交換ノードへのパケット到蔚までの時問を,待ち行列モ

デルを用いて算出する。

4.フシミュレーション実1〒

NETCAD を用いてネットワーク情報を入力した後に,シミュレーションを

笑行するととができる(図 9.参照)。

ファイル登録

又は廃棄

図 9.ネリトワークシミュレーション実行手順

終了
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5.むすび

情報通信ネットワークの大蜆模化に伴い,その構築に関する共通的な

設計支援ツールは,ネ四トワーク設計業務及びこれに携わる多くの人々

忙とってますます重要かつ不可欠の、のとなってくるであろう。今

後、そのメニューと内容の充実・整備を図っていく次第である。

( 1 ) CCITT: Functional speC追Cation and Description Lan・

guoge (SDL), Recommendations z.100-Z.104

ISO . T松nsp0此 Serゞice De(inition,1S08072 (1984)

ISO 、 Transp0此 PNtocol specHiC雄ion,1S08073 a98の

( 2 )

( 3 )
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特集

三菱電機グ)レーフ企業内情幸艮通信システ"MIND"の建設

1,まえがき

経営環境の激変が恒常化する今日,樹木における根幹と枝葉のよう

に,変化を吸収し,変化{て柔軟に適応できる経営の根幹となるイン

フラストラクチャ(共通下部雛造)の形成が今ほど求められる1時期はな

い。

特に,企業における亊業の多様化・規模の拡大・広域化が進む1-1.

で,宿社内はもちろん,関連会社・代理店・協力会社など企業グルー

づ全体として,研究開発から製造・販売・物流・サービスに至る一貫

性のある情靴通信システムを確立し,グルーづ全体の総合生産性と顕

客サービスの向上を図るととは,各企業にとって極めて重要な経営課

題である。

一方,情報通イ言システ△を支える LSI,コンビュータ,ディジタル通イ言な

どの技術開発の飛躍的進展は,ディジタル統合ネヅトワーク忙よる高度情

報通信システムの構築を可能にしつつぁる。加えて,昭和60年4河

1日電気通信事業3法の施行忙より,従来の通信回線の共同使用や

他人使用などの法的制限が緩和され,企業は自らの情報通信システ△

をおおむね自由忙拙築できるよう忙なった。

これらのシステム構築環境の条件が整うにつれ,従来,概念先行形

であった情報化社会の実現はより現実的なものとなり,ここに来て,

情報通信は二ーズがシーズの発堀を促し,シーズが二ーズを喚起する本

物の成長的輪環過程に入ったといえる。各企業にとっては絶好のビ

ジネスチャンスの到来である。

しかしながら,各企業は永年のシステム構築と改善努力の糸古果とし

て,データ通信網,確話交換網など多種多様のアナログ技術忙よる個

別ネ,,トワークを保有しており,これらとの継続性の砕症保と既存資産

の有効羽リ打を図りつつ,ディづタル統合ネリトワークとして再編統合して

φく{Cは,新技術の特長を生かしたネットワーク設計技術,ネヅトワーク

運用管理技術,既存システムからの移行技術など,多くのシステム構

築技術・ノウハウが必要である。

三焚篭機企業グルーづの高度情報通信システ△"MIND"(MitsuMSN

Electric Group ln(orma60n Networlく by Digit且I Tecl〕n010gy)は,

以上の基本認識の下での企業内情報通信システム枇築に対する当社の

フィ0ソフィの具現であり,社内での実践である。また,当社が各企

業に提供する情報通信関連製品の検証と改善の場である。本稿では

MIND構築の背景,基本設計思想などについて述ベ,企業内情報

通信システムの今後の方向を展望する。

2.現行通信システムにおける課題認識

当社の現行通信しステムは,データ通信ネヅトワーク,電話交換ネットワー

ク,ファクシミリ(以下, FAX と言己す)交換ネ,りトワークカ、ら成り,各ネ

ツトワークは専用回線の一部を共用するが,本質的にはメディア対応の

個別ネットワークである。ネットワークの統合化忙よる経済化が全体の課

題であるが,個別には下記の課題がある。

2.1 データ通信ネットワーク

現状のデータ通信ネヅトワークは,開発当時としては最遭の技術選択を

行ってきたとはいえ,個々のアづりケーションあるいはホストコンビュータ

対応に雛築してきたため,業務横断的視点あるいは全社的視点でみ
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九興
コノヒューク

センター

PBX

PBX

F

M

PBX

PBX

山陽
コンヒユータ

センター

CES

思凡i竪

コン七]ータ

センター

大阪

中継。

T

PBX PBX

*本社**情報電子研究所(工博)

MOLOIS

センクー

""逐

コノι二ータ

センター

T

宇.

コンビユー

センター

夕

FDM

真京

名古屋

中継局

中継局

F

fAX
む1旦交!
ンスコ、ム

MELFANET一Ⅱ

M

PBX

図 1.社内総合通信網のM成図

FDM

CES

CES

PBX

FDM

PBX

コンビユータ

コノ〔ニーク

PBX

PBX

P日X

FDM

TDM

PBX

CES

周波数分割多亜化裴迅

時分割多重イヒ装置

構内軍話交,奥磯

ビル電話交1奥毅

フ(669)

*
忍

F
D
M

M
 
F

D
M

M
 
F
D

M

F
D
MF

D
M



れぱ次のよらな課題を抱えている。

(1)ネットワークの共用1てよる経済化

現状データ通信ネットワークは, tンターのホストコンビュータとコンビュータ'

端末とを専用回線で結ぶ階層形/スター形ネットワークが中心である。

十数台のホストコンビュータ対応の個別ネヅトワークの共仟ⅡヒKよる経済性

の高いネヅトワーク構築が必要である。

(2) ono DisP仏y Multi-OPPⅡCation/Multi-HOST の実現

利用者からみれば,目的コンピュータの設置場所,機種あるいはネヅト

ワークの経路を意識するととなく,ーつの端末機から,統一的な手順

と1判乍方法で複数の業務を処理できるととが重要である。ホスト小

心の階層形/スター形ネ,,トワークではこれを経済的に実現するのは難

しく,データ交換の概念を遵入した水平形ネットワーク忙移行する必要

がある。

(3)商速データ通信など新二ーズへの対応

CAE, OA などの進展忙伴い, CAD データやイメージ情報のように

伴N弔量の多いメディアのi高速通イ言の二ーズは高い。現状のアナロづ伝送

技術での経済的対応は難しいため,ディジタル伝送技術の遵入が待た

れる。また, OA 化の一層の推進のため,スタンドアローンのパソコンの

ネットワーク化、大きな課題て、ある。

2.2 電話交換ネットワーク

電話交換ネ,,トワークは,昭和54年に繊築した社内総合通信網により

運用している。とれは,従来日本電信電話(株)(NIT)の公衆加入

電話網に依存していた社内事業所相互間の電話交換を図 1.に示す

専用ネ,,トワークに切り換えたもので,

(1)通信費用の大幅節波

(2)俺話援続の迅速化(交換手を経由せず内線電話機相互で直接

ダイヤル接続)

(3) FAX交換の効率化・利便牲向上(後述)

(4)前述のデータ通信ネ,,トワークへの専用線の提供Kよる也蹄泉賀用

の節減

などを実現した。

総合通信網、稼働後7年を経過し,その問,拠点の拡大忙伴う追

加投資と改善を続けてきたが,通信技術の進歩、あり,次のような

課題解決を迫られている。

(1)電話交換呼量の増加(10%/イ1りに伴い,基幹回線並びに中

継交換機の能力限界K近づいている。現状のアナ0グ技術の延長線上

でこれらの増強又は更新を行うのは得策でない。

(2)総合通信網は社内瑪業所冏の通信に限られているが,迦気通

信票業3法の施行により,関連会社など企業づルーづとしての共同利

用が可能になった現在,総合通信網の杉え方をづルーづ全体忙適用し,

通信費用の大幅節減を図る必要がある。

(3)現状のアナログ技術の中で,今以上の付加価値を網に持たせ

ることは難しい。ディジタル技術を導入し,テレビ会議サービスやボイス

メ→レなどの高度付加価値通信サーピスを経済的に笑現する必要があ

る。

2.3 FAX 通信ネットワーク

社内FAX通信は,総合通信網に FAX蓄積交換システム《MELFA

NET》を付加し,運用している。 FAX通信は,手書文書などコー

ド化できない記録画像の通信ができる特質により,日常業務に欠く

ことのできな込通信手段として磁実に普及拡大してきた。今後も機
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器の高機能化・小形低価格化により分散設隈化が進み,通信品、飛

躍的に伸びるものと予想される。

とれ忙伴い, FAX 交換ネットワークの再紲j築に当たっては,

(1)送達確認などの付加機能の強化

(2) GⅣ FAX の導入による通信時問の短縮と通信品質の向上

(3) GⅢ一GⅣの変換や,日本語文書メールなどとの相互接続

などの課題解決が重要である。

2.4 ニューメディアなど情報通信の新二ーズ

企業内情報通信システ△の"立築に当たっては,現状通信システムの分

析忙加え,基幹ネヅトワークの容呈に与える影縛を杉1恵し,今後需要

が予想されるニューメ手イアの二ーズを把握するととが大苛〒である。

(1)テレビ会議システム

テレビ会議は,人の移動に費やされる時問とコストを削減し,高密度

の情報伝達(各種メディアの統合利用)による会議時問の短縮,討議

内容の充実が図れるなど,効果が大きく実現の二ーズは非常に高い。

一方,当社の「ベクトル量子化方式」に代衷される通信画像の高能

率符号化技術の進歩忙より,音声回線レベルの通信回線で込十分,

実用に供するテレビ会議システムが開発され,これの普及は一層進む

ものと予想される。大企業忙おいては,多くの事業所問での任意の

2者又は3者の会議ができる交換形テレビ会議システ△の遵入が必す

(須)となる。

(2)電子メール他のニューメ手イア

電子メールは,会議案内,各種通知などの,現在の社内私送便に代

わる迅速な文書通信手段として二ーズが高い。スタンドア0ーンで導入し

たパソコン,ワ一づ口を結ぶ統合OAシステ△の目玉としての発展普及が

期待できる。

この抵か,手ータベース提供サービスなど,今後の普及が子想される

サーピスは多い。

ネヅトワーク設計に当たっては,とれらのニューメディアの優先}順位付

けを含めた総合検討が重要である。

3. MIND構築の基本設計思想

データ通信,電話, FAX の各ネヅトワークの現状忙おける課題認識並

びにニューメディアの新二ーメを踏主え, MIND構築の1'木理念と基本

設計思想を次のとおり設定した。

3.1 基本理念

次により,当社企業グルーづの事業の拡大と広域化に対し,経僻のイ

ンフラストラクチャを硫立する。

(1)メディア対応,又はアナ竹ーシ,ン対応のネ.,トワーク楴築をやめ,

情様通信システムとしての最適化を指向する。

(2)社内最適化にとどまらず,海外を含む三菱電機企業グルーづ金

休のネ,ワトワーク最適化を択向する。

3.2 基本設計思想

次の1占本設計思想に基づき,ディジタル統合ネットワークによる高度情帳

通イ言システ△を"i築する。

(1) OSI(open systom lntorconn.ction)を基調とした当社のネ

,,トワークァーキテクチャ MNA を MIND の標準アーキテクチャとして"any

terminalto any terminal communication"を実現する。なお,デ

ータ通信系につ゛ては, CAE など超大形コンビュータを必要とするア

づりケーシ.ンサボートのため, SNA を併用するが,当社コンビュータ・端

MⅧDの加入=社(利用箸
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゛

その他

末機と超大形ホストとの Dステムインテグレーションを進

め,"any termin且lto any computer"を実現す

る。

(2)各種アナ竹ーシ.ンシステムの共通下部松造を

形成するネ四トワークレイヤ以下を分籬・独立させ,

バケリト交換と同線交換による基枠ネットワークを拙

築する。

(3)異種メディアの複合通信,嶌速・高品質通信

並びに高度通信サービスを経済的に実現するため基

幹ネットワークの伝送・交換系はディジタル技術で統

合する。

(4)各経営拠点には,拠点内の統合ディジタル交

換ネットワークとして,当社口ーカルエリアネットワーク《M

ELNET シリーズ》並びに《MELSTAR》を導入す

る。これらを基幹ネリトワークを通して相互接続し,

"且ny place to any place communication"を実

現する。

以上の基本設計'思想に基づく MIND ネリトワーク

概念図を図 2,に示す。

4. MIND のサービス体系と特長

MIND のサービス体系を図 3.に示す。主なサーピ

スについてその特長を以下に記す。

(1)基本交換サービス

パケリト交換サーピス(MIND-P)と回線交換サービス

(MIND-C)から成り, MIND が提供するすべて

のサービスのべースである。 84年版 X.25 を除き,

三斐電機グルーづ企業内朧様通信システム"MIND"の建設・森山・山崎・柳沢
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図 3. MIND のサービス体系
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OS1巻照モデル

フ.応用層

応用プログラムを実行し、

利用者間の通信を可能に

する

6 ブレゼンテーシヨン層

構造を持つデータの入力

1受受、制御を行い,応用プ

ログラムに共通の恬報表

王見形式を1是イ共

5、セッション層

会話を構成L,同期をとり,

データ交換を管理するた

めの手段を提供

情柘処理

サービス

4トランスボート層

熱瑞ンステム相互間での

透過的両方向同時転送を

可能にする

才、ソトワーク

サ・ーヒス

3 ネ y トワーク屡

システム問のデータ転送,

伝送誤り制御,経路選択

を行う

揣末メニュー選択サービス

2 データリンク層

隣接ソステム問のデータ

転送,伝送誤リ制御を行

う

電子メール(文書)

1物理層

ビット伝送のための物理

的,電気的制御を行う

D/B提供

CCITT勧告の標準インタフェースを提供する計画で

ある。

(2)通信処理サーピス

基本通信サーピスの付加サービスであり,コンeユー

タ・端末問のづロトコル変換,速度変換,コード変換

などのサーピスを提供するととkより,異機種問の

接続並びに既存の非パケット端末の収容を可能と

する。

(3)基本通信サービス

構内交換機(PBX,白レ電話など)に接続する内

線電話器, FAX の直通ダイヤル接続サーピスを低料

金で提供する。

(4)高度通信サーEス

電子メール(FAX メール,日本語文書メール,英文電

子メール),ポイスメール,データベース提供サービス,テレビ

会議サービスなど多種・多様のサービスを提供する

計画である。 CCITT勧告のMHS準拠の電子メ

ール,三菱動画テレピ会議システムの回線交換サーピ

スなど,安くて使込やすい特長あるサービスを提供

する。

(5)ネ四トワークサーピス

情報システ△の開発・運用部門に対しては,専用線

又は電話網を介して,コンビュータ及び端末を最寄り

のアクセスノードに接続すれば,白前のデータ通信ネ

,ゞトワークを手軽K構築できるサービスを提供する。

計画・運用者は情報処理設備の増設・変更に当た

つて,ネ,,トワークの存在を何ら意識する必要はな

し、。

また,端末利用者は適用業務(各種情報処理ア

高度通信サービス

才ノトワーク実内

凖拠

電子メール(FAX) テレビ会議

MIND-P

(MINDバケソ

音声メール

凖拠

MIND-C

皎鄭y川0一御

独自

フロトコル

図 4. MIND の論理ネットワーク構成

MIND-L(MIND伝送系ネットワーク)

才ツトワークインタフェース層

ノコンCRTノノノ'

_ EPBX
交換層

山
＼

FAX(G 111/

(ΞΞ亙亙)ぐ、み地上局

、、r,'、モ亘.W,お__,/ーデψ"
TS

1 ・゛才、ツトワ、ーク

・1PSコントロール

＼
GWP

9 ＼センター

ソコン

CRT 口

くΞめ

HOST

ノノーノ10

テレビ会議装置

10 (672)

付加価値通信装置

オフコン

FEP

MUX

TS :中継交換1幾
PS :ノゞケソト父,奥機

MUX :高速ディジタル多重イヒ装綴

G、NP : Gate way proce$sor
FEP : Front End proces$or

RCP : Rernote cornmu"1Catlon proce5Sor

EPBX:構内電話電子交換設備

CRT : cathode Ray 丁Ube
DDX : Dlgltal Dヨta Exchヨngeの略でNT丁の捉イ共寸るディジタル交1美サービス
VENUS : Vヨ1Uヨble ヨ"d Efflclent Network ut111ty servlceの口各でKDDのキ呈イ共する国際パケソト交,奥サービス
DTE : Dヨtヨ Termln己I Equlprnent

＼

則

図 5. MIND の物理ネ,,トワークとコンボーネント

＼~＼
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づりケーbヨンや電子メールなど)のメニュー選択により,目的コンビュー

タへの接続,端末側アづりケーシ,ンソフト/エミュレータの 0ーディングなと

を自動的に実行するサービスを提供することにより,利用者からみた

コンピュータと?りトワークの仮想化を実現する。

5.才、、ソトワーク構成

MIND ネットワークの概念的構成は前掲の図 2.のとおりであるが,

とれの論理的,物理的,地理的断面について述ベる。

(1)論理ネットワーク構造

論理ネットワーク構造は,サーピス体系とこれを実現するネ.,トワークァーキ

テクチャの関係拙造で表現できる。図 4.から知れるとおり,下位レ

イヤに行くほど,ネットワークの共用化が図られており,情報通信シス

テムの経済化を求める当社の設計思想を具現して仏る。

(2)物理ネットワーク構造

MIND の物理ネヅトワークは図 5.に示すとおり,

伝送路層,交換層,ネットワークィンタフェース層, DTE

(D0ね Taminol EqUゆment)層の 4層から構成

される。との階層概念は, MIND のサービスを実

現するために必要なネットワークァーキテクチャの層化さ

れた機能のコンボーネント機器ヘの経済的分配を示す

、のであり,各機器問でのアーキテクチャの整合性を

保証するものである。

(3)地理的ネットワーク構造

全国を七つの地域忙分割し,各地域K1箇所の通

イ言センター(RCC : Remote communlcation cen・

te力を置き,ことに交換又は集線ノードを設羅,

火分類 小分顎

'

表 1. NCC の機能

RCC問を高速ディジタル専用線及び衛星通信回線で接続する。各地

域内の主要拠点忙は,アクセスノードとして PBX と LAN又はRCP

(Remote communication processot)を置き,とれと RCC とを高

速ディジタル専用線で接続する。とれにより,任意の拠点問の情報通

信を可能とする。

般

御

祝
1可線状立E,共置状娃,環境状建,

ト'ヱラー

斯

制

回紳試験,メケットレベル試験,装識自己砂断指示,装紐

状熊情報収染

内

御

回線閉室, DTE 閉塞,りモート 1PL (PTogram,力Π入

岩データ),伝送プライオリテ'制御,付帯設備制御,ネ

ツトワーク機噐捌御,回線切換(MUX/TDMA,口轡

網/DDX, MUX-CH 切挨)

股備管廻

6.ネットワーク管理

MINDは当社はもちろん,関連会社・協力会社など他社にまたがり,

多数の利用者にサービスを提供すること,多様なサーeスを共通の韮

幹ネヅトワークで提イ共すること,並びにネヅトワークが大規模で全国にま

たがることから,ネリトワークの高信頼性と効率的運用が重要である。

このため,表 1.に示す機能をもつ NCC(Netw0永 Con比0IC.n・

te0 を構築し, MIND全体の運転制御と運用管理を遂行する。 NC

C は系全体の信頼性・柔軟性・拡張性を老慮し,表 2.忙示すよう

に運転制御系と運用管理系を分けた階層形分散システム構成として

しへる。

稼動続 11

卯

名

NCC のサブシステム

ネソトワーク

捻合・f'幻!システム

MIND直営険器の設冊場所,

履雁,障山履歴

埜;

トラフHヅク状態, Eツ

ノ1

加入者管理

回線亥換系

運転制御システム

金

トラフィソク,隊害履歴/統計,試験記金玉

基本料金,通信料(畔冊,距継,通信桁知是)計算,敬求

俳の発行,問い合せサービスなど

パケット交換系

運転制御システム

表 2. NCC のサづシステム構成

副

NCP-M

(NetwoTR contT01

Prcce蛤0τ一Ma北e')

窒録/変更/廃止

番号,所属,氏名,端末属牲,課金駈別なぞ

伝送系

運転制御システム

称

取得日,価怖,償却,転用

NCP-C

(NCP-circuit)

NCP-P

(NCP-packet)

・ NCP-C, NCP-P, NCP-L の銑括と鯰合職祝

・総合監規には三菱超大形ビデオブロジェクタを託則

・課金たど運用管那全般

NCP-L

(NCP-Line)

主

MIND 回鞍交換網の職視・診断・制御

・課金,トラフH ツク情報の収染と NCP-M ヘの伝送

た

・ MIND パケット交換網の吐視・謬断・制御

・課金,トラフォソウ惰雑の収渠と NCP-M ヘの伝送

フ.むすび

当社の企業内情報通信システム枇築のコンセづ卜の実践としての MIN

Dの背景,設計思想などについて述ベ,今後の企業内情報通信シス

テ△を展望してきた。

昭和59年以来,高速ディジタル伝送利用技術,パケ,,ト交換利用技

術,テレビ会議利用技術などの実用化パイロ,"システムの遵入により,

MINDの橘築に必要な基盤技術の評価・改善を積み重ねてきた。こ

の結果,昭和能年度からサービスを開始し,大幅な通信費用の節減

など,効果実現の目途を得た。

各企業共,利用者二ーズに立脚した経済的で使いやすい情報通信

システムの構築の要詰は大きい。当社は, MINDでの実践と継続的

改善を通してシステム拙築技術・ノウハウを積み重ね,各企業のネ町ト

ワーク榊築の要請にこたえていくとともに,広く顧客の皆様にも MI

ND のサーピスを利用込ただきお役に立つことを願うものである。

桜

MIND 共逓の高速デH ジタル回線,多重化装置など伝送系

の賦視・砂断・制御

能
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特集

分散処ま里才いソトワークシステム

計算機と端末の接続から始まった計算機ネリトワークは,計算機技術,

通信技術の発展により計算機開及び端末を含んだ階層形ネ四トワークシ

ステムを経て水平分散ネリトワークシステ△ヘと進化してきた。その中で

の顕著な変化は,通信においては DDXパケット網の普及, LANの

発展,引'算機においてはマイク0づロセッサの発達によるパソコン,ワーク

ステーシ.ンの高機1断ヒである。とれらにより,ユーザーに対し,より

フレ牛シづルな,より自由な,より効率的な分散処理ネットワークシステム

を捉供するととが可能となった。

この論文では,当社計算機システ△の分散処卵ネットワークシステムの

づ'本技術及び応用例を紹介する。

1. ま がき

片岡信弘、・芥川哲雄、・桂川泰祥、・増田元一、・山崎誠一"

MNAネットワークは,《MELCOM EXシリーズ》(以下, EXシリーズと

記す)を中心に当社計算機(EX カリーズ/COSMO/MXシリーズ/M

80/MWS(Multi W吋kstaゼ0n)/M5000/M500OEV)問で,統

ーした思想で構築されている。

2.1 MNAネットワークの特長

EXシリーズを中心にしたMNAネットワークの特長は次のとおりである。

(1)「Any TO Any」の実現

当社計算機問通信は,づロトコルをパケ,,ト(X.25)に統一し,場所及

び計算機を意識せず業務を遂行できる。

(2)ゲートゥエイ機能

他社剤'算機との接続忙おいて, MNF-EX(MultiNetW仭k F弐Ⅱity・

EX)及び NVT (Notw0永 V辻tU址 Tennin址)とい 5 2種類のゲー

トゥエイ機能を開発し,づロトコルレベルのみならず,業務レベルまで含

めた相互接続機能を実現して仏る。

(3)分散機能

TSS, RJE,分散トランザクション及びファイル転送などが相互に利用で

2. MNA 才、、ソトワーク

きる。とれにより EXシリーズは,分散計算機として、有効K利用で

きる。

(4)高速転送

当社製高速バス形LANに,計算機をチャネル直結し,ファイル転送,

イメージ,グラフィ,,クなどの大量データ転送に威力を発抑する。

2.2 ネットワーク接続形態

当社計算機は,パケ四卜網はもちろん,専用回線,回線接続LAN,

チャネル直結LAN に至るまで,づ0トコルを X.25 に統一している。

従来の端末及び他社計算機の各種づロトコルに対応できるよら豊富な

メニューを用意している。図 1.は EXシリーズを中心にしたネ四トワーク

接続形態を示している。

2.3 ネットワークシステム

経路が開通しても,言葉(業務)が通じなけれぱ利用価値がな込。

このため当社計算機問で利用できるネリトワーク製品及び機能として,

TSS, RJE,1SCL, CIMS Ⅱ,《DIATALK》などをそろえている。

他社計算機との接続は,ゲートゥエイ機能を通して行うが, MNAネリ

トワークと仏う立場から,業務の遂行をよりスムーズにするため,他社

計算機上で動作する製品,例えば,1SCL-EX 、用意している。図

2.は以上を主とめた、のである。

豊富なメニュー

他社計算機

.× 25

3

. HDLC

. SDLC

. BSCポーリング

. BSC3270

. BSC4374

. BSCコンテンション

. HASP

.2780

.3780

3.1分散トランザクション

EXシリーズでは,オンライントランザクシ,ンパ,,ケーづとして分散情擢管理

システムCIMS Ⅱを提供している。この CIMS Ⅱのも巴では, MNA

ネ.,トワークを用いて様々なオンライントランザクシ.ン処理システムを構築す

ることが可能である。図 3.に MNA を用いた CIMS Ⅱの楢成に

ついて万くす。

この CIMS Ⅱは分散トランザクションシステ△構築のため,次のような

機能を提供している。

(1)分散トランザクシ,ン起動識能(図 4.)

汎用機における才、ツトワークァプリケーション

EXシリーズ

12(674)*計算機製作所

.フリーラン

r--1-

プロトコルをX.25に統一

パケット網

、」'U.
四..'、 コンビュータシステム製作所

回線接続

「ーー「

LAN

チャ才りレ直結LAN

図 1.ネ',トワーク接続形態

専用回線

L__」

M80(DPS IV)

MXシリーズ

EXシリーズ

COSMO

M80(DPS1の

M500OEV

M5000

MWS
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旧M社汎用計算機

IMS

CICS

TSO

RJE

ISCL-・EX(当社製品)

MNF-EX

ゲートウェイ

フロセンサ

(当社製品)

他社計算機

TSS

RJε

各種業務ブログラム

一方のCIMSⅡから他方のCIMSⅡにトランザクb

,ンを送ることにより,業務づログう△の処理のー

部を他のCIMSⅡで行うことが可能である。

(2)業務づ0づラム間通信

一方のCIMSⅡ上の業務づ0づラムと,他のCIMS

EXシリーズ

ネットワーク製品

DIATALK

NVT

ISCL

'ートウーノ

Ⅱ上の業務づログラムが相互に通信する。

(3)分散ファイルアクセス機能

一方のCIMSⅡ上の業務づ0グラムが,他のCIMS

Ⅱ上のファイルをアクセスする。

これらの機能は,いずれ、 CIMSⅡの標準機

能として用意されている。また,(1),(2)項の

ケースでは業務づログラムは,一般の端末アクセスと

同じインタフェースで,トランザクb.ンの起動,あるい

は他の業務づ口づラムと通信することが可能である。

(3)項のケースでは業務づログラ△のファイルアクセスは,

自系の CIMS Ⅱのファイルのアクセスと全く同じで

あり,他系上のファイルであることをなんら意識す

る必要はない。

とのよう忙,分散トランザクションに関して様々な

機能を、つているが,今後更忙拡張すべき機能と

して次のものを予定している。

(4)トランザクションのパススルー

一方のCIMSⅡに接続されている端末から投入したトランザクシ.ンが,

必要に応じて自動的に他のCIMSⅡへパススルーされ,他系のCIMS

Ⅱで処理される機能。またこのときCIMSⅡ問でのデータ転送量を

減少させるため,端末に対するデータストリームの作成は,トランザクシ.

ンを処理する側の CIMSⅡではなく,端末が接続されている側の

CIMSⅡで行う機能が必要である。

(5)分散ファイルアクセスでの同期更新機能

一方の CIMSⅡ上の業務づψ3△が,他方のCIMSⅡ上のファイル

の更新を行う場合,業務づψ'ラムの異常終了などが発生したとき,

この業務づ0グラムからの更新結果を無効にするなどの同期処理機能

である。

これらの分散卜うンザクシ.ン忙関する機能向上を行うことにより,

より簡単に分散トランザクシ.ンシステムが楢築可能なよう忙して行く予

定である。

CIMS Ⅱ

RJE

TSS

フロセノサ

当社計算機群

図 2.ネリトワークシステム

EXシリーズ

M80(DPSI0)

M80(DPS IV)

MXシリース

COSMO

EXシリーズ

閲・・ロ

M500OEV

CIMSⅡ

M5000

VTAM

MVVS

NCP

IMS/CICS/TSO :1BM社の製品

DIATALK :エンドユーザー支援システム

CIMSⅡ:分散トランザクシヨン

EXシリーズ

特定回線

交換回線

DDX綱

g
.日本語ワークステーシヨン

.オフィスターミナル

CIMSⅡ

VTAM

MELNET( R32, R12. BI0)

回線交換

ノくケット交;奥

NCP

分散処理ネ、,1、ワークシステム・片岡・芥川・桂川.増田'山崎

図 3. MNAネ四トワークによる CIMS Ⅱシステム構成

す而末

COSM0シリーズ

他社

システム

TIMS/CIMS

CIMS Ⅱ

3.2 マイクロメインフレームリンケージ

の高機能化.低価略化と各種OAソフトゥエアの発展は,ワークステーション

OA の急速な普及をもたらしたが,同時忙ホストコンビュータの基斡デ

ータペースから検索.抽出したデータをワークステーションに転送し,直接

で利用したいといら要求が強くなってきた。この要ワークステーbヨン

求にこたえ,ホストコンピュータとワークステーションとの問の垂直形分散処

理を実現するのが,マイクロメインフレー△りンケージである0

APP

図 4.分散トランザクシ,ンの機能

業務フログラム問通信

CIMSⅡ

APP
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「一

品名数量単価

冷蔵庫 5 200000

データペース

↓・ーー・・ー・・・「
データベース検索言語

↓
ファイル転送機能

(EUNK)

EMA]L により,オフィスターヨナル M5000 シリーズやパソコン《MULTI

16》などのワークステーションとのマイクロメインフレームリンケージを屯実現

している(図 5.)。

《ELINK》のファイル交換機能は,一般ファイル転送と《DIATALK》

ファイル転送の2種類に大別される。前者は,ファイル全体が単一の手

ータタイづで構成されている場合に使用し,データの種類忙応じて,英

数カナ・データ転送,日本語ゞータ転送,バイナリ転送の3種類の転送

モードを選択するととができる。また,後者は《DIATALK》のコン

ボーネントである EQF, RQLなどにより基幹データベースから検索.抽

出されたデータを《DIATALK》スペース又は《DIATALK》ファイル

という共通データ形式で受け取り, MELファイルの形式に変換して転

送する。 MELファイルは,ワークステーシ,ン側の共通ファイル形式であり,

データ形式とデータ本体とで構成される。これらのファイル交換機能に

より,ホストコンeユータのデータをワークステーションの豊富な OA ソフトゥエ

アで利用,'るととが可能となる。

マイクロメインフレームリンケーリにおけるワークステーション側の管理は,リ

ンケージ管理づログラ△《MELLINK》が行う。《MELLINK》は,《EL、

INK》によってワークステーションに送られてきた入促Lファイル及びスづ

レッドシート処理,ピジネスづうフ処理,文書処理などの各種 OA ソフトゥエ

アやユーザーの業務づログラムが扱う個別のファイル形式を,相互忙形

式変換する。《MELLINK》には,更に MELワアイル形式のデータの

編集.加工,メニュー選択による OAソフトゥエアの起動,定型処理の

カタログによる自動実行などの機能がある。

ECAB の電子キャビネヅト機能は,ワークステーションでは実現できな仏

大規模なワアイル管理をワークステーシ,ンユーザーに提供する。ファイルは,

キャピネット,ハ'インダ,ファイルとい 5 3 階層で管理され,キャピネットごと

に設定された使用権によって保護される。ユーザーは,ワークステーション

側の任意のファイルを牛ヤピネットに格納し,強力な検索機能によって

容易に取り出すととが可能である。また, E入仏IL の電子メール機

能は,ワークステーシ.ン.ユーザー間でのワアイルの送受信を可能にする機

能であり,ワークステーシ.ン又はキャビネット内の任意のファイルを相手の

MELファイル

↓

品名

冷蔵庫

スフレッドシート

数図Ξ

5

単価

200000

MELLINK

厶額

1000000

EXシリーズて、は,1ンドユーザー支援システム《DIATALK》により,

データベースの検索結果をグラフやレポートにして出力するホストコンビュータ

での OA 機能を提供しているが,更に加えて,対話形ファイjレ交

換づログラム《EUNK》と,対話形キャビネット/メールづログラム ECAB/

三菱電機技報・ V01.60. NO.10.1986

日本語女害

営樂部長殿

販売会議開催の件

図 5.《DIATALK》の概念
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FAXコントローラ

(オフィスコンヒュータ)

BSC-C

ホストコンヒュータ

旧M汎用大形機

五}1無種]寺泉

FAX手瓶

FAX

SNAギ緬

960obps

構内回線

MELCOM EX850 (16Mバイト)

FAX

メールポヅクスに送信できる。受信者は,白分のメールポックスからワーク

ステーション忙ファイルを取り出したり,キャビネヅトに格納することが可

能である。電子キャピネヅト/メール機能でこのようにして扱われるワ

アイルは,ワークステーションの各種 OAパッケーづでそのまま利用可能と

なり,ホストとワークステーシ,ンの分散処理が行われる(図 6・)。

4.実施例

EXシリーズを使用した分散処理ネリトワークの一仞ルして,某杜のネッ

トワークシステムの事例を紹介する。

4.1 システムの概要

このシステムのネリトワーク構成図を図 7.忙示す。ホストコンビュータとし

て IBM汎用大形機があり,データベース,業務処理づψ'ラ△,運転管

理のためのマスタファイルはすべてホストコンピュータ側で管理している0

EX850 はフ0ントエンドづ0セ四サとしての位置付けであり,公衆回線を

利用して全国に展開されている関連会社に設置された各種端末(主

にパソコン,汎用コンビュータ,オフィスコンビュータなどがある)とのデータ

通信を担当している。

4.2 才、ツトワークにおける EX850 の役割

RJE

1440obps

公衆回線

D/B

SNA手順

240obp

M/YVS

(ハソコン)

M/VVS

,・1ーユ^

(TFAM)

公衆回線

MELCOM

COSM0シリース

全国端末群

図 7.ネリトワーク構成図

BSC-C手順240obps

..

(2)づロトコル変換

各端末とは異なったづロトコjレで,データの送受信を行い(主に SNA
と BSC-C)ホストコンビュータに対しては,同一のづロトヨル(SNA)に

変換して,手一夕の送受信を行っている。すなわちホストコンピュータは,

端末とのデータをすべて同一の手ータストリームで処理することが可能
となっている。

(3)運転管理

このシステムの接続対象端末のチェ,,クσD などのチェヅク),セキュリティ

のチェ四ク,処理対象手一夕のチェックなどの手一夕通信の管理と,運

転時問などの運用面の管理を行ってφる。

4.3 データ通信の基本処理方式

各デ_夕通信処理は,すべてSNA及びBSC-Cの上に行'築されたユ

_ザーリカパリー機能を持っ独白の上位づロトコルを使用したづロクラム問

通信によって処理されてぃる。 EXシリーズ側は CIMS Ⅱ下のオンライ
ンアづりケーションづログラムて、作成されている。また,とのシステムは

FAX夕の処理結果をFAX端末ヘ出力する機能を備えているが,

手順ヘのづロトコ」レ変換はFAXコントローラが担当している0 更に接続

対象端末が全銀手順をサボートする機種であれば,全銀手1順によるフ

表 1. EX850接続対象機種と通信制御手順EX850の主な役割は,ホストコンピュ

ータ/各種端末問のデータのキューイ

ング処理とづロトコル変換及び運転

管理である。

(1)データのキューイング処理

各種端末から受信したデータのーー

時的蓄積と,ホストコンeユータで処理

された処理結果データの一時的蓄

積を行っている。とのキューはEX

シリーズのデータベースのーつく、ある

TFAM の上に構築している。

旧M

オフィスコンヒユータ

全訊手頴サホート

コンヒュータ

按統先

分散処理ネットワークシステ△・片岡・芥川.桂川.増田'山崎

木ストコγ

ビュータ

逐信回線

榊内回鞍

'、

ホスト=ソピ昌ータ

(1BM汎用大形桜)

按統対象機種

一ゞ

FAXゴソトローラ

菱電機

コソビュータ

公衆回線
IBM

ゴγピュータ

COSM0 シリーズ

(M/WS)ノ{ソコソ

M80シリーズ

差本手順

全銀手願サ飛ートコソピュータ

SNA

(3270/、LU I・ LU 2)

汎用=ソビュータ

オプ'スコソビ1ータ

BSC-C

位上
フロトコノレ

独自に開発

IBM標塗

BSC-C

独自に開発

SNA
(3270/'LU 2)

適用業務プログラムとのプログ
ラム問通信

伽

RJE

独白に開発

BSC-C

FAX送信に使用

CIMS/APP とのプログラム
問通信
DPS一Ⅳ/APP とのプログラ
ム闇通信

独自に開発

全銀手頴準拠

5370]S/、APP とのプログラム
問通信(LU 2)
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区ニニニ{> テータの流れ

ーーーーーー^ 制御のための参照ノ更新

EX850

端末群

M/WS

COSM0シリーズ

M80シリーズ

BM汎用機

BMオフコン

ほか

オペレート

ターミナル

CIMSⅡ
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運転管理システム

FAX く1^

コントローラ

CSAテーブル

(システムテーブル)

キユー

アイル伝送が可能になっている。接続対象端末の通信制御手順は表
1 のとおりて・ある。

4.4 デ】夕通信処理の処理タイプ

処理タイづは約10種類あるが,代表的な、のは以下のとおりである。
(1)データエントリ形

EX シリーズ内に受信データを蓄積しておいて,ホストコンビュータには,

MT'又は RJE経由のバッチ処理でデータを受け渡す。ホストコンeユ_タ
はとのデータをバッチ処理する。

(2)照会形

照会データはEX内を経由してホストコンビュータに送信され,ホストコンe

ユータでりアル処理された照会結采を, EX を経由して端末に送り返
す。

(3)蓄積応答形

処理要求データは, EX内を経由してホストコンeユータに送信され,ホス

トコンビュータて、りアル処理された処理結果は,再びEXシリーズ内に蓄

積される0 との処理結果は端末側から取り出し要求があったときに

端末忙送り返す。

(4)ファイル取り出し形

ホストコンeユータでパ,,チ処理された処理結果を, MT又は RJE経由

でEX忙蓄積し,端末から取り出し要求があったときに端末ヘ送信
コーる。

運転管理

マスタ

ホストコンビュータ

UBM汎用大形機)

図 8, EX内のシステム構成

LOAD/
UNLOAD

4.5 EX 内システム構成

EX内のシステム構成は図 8.に示すが,データキューである TFAMを

介在して,対端末とのインタフェースを担当してぃるづログラムと,対ホ

ストコンビュータとのインタフェースを担当しているづ0グラムとの問でづロト

コル変換を行っている。対端末との運転環境の管理は,ホストコンeユー

夕から送られてくる運転管理マスタに基づいて,運転管理システムが

担当している。との内には,りカパリー用のチェックポイントレコード,処理

対象データテーづル,接続対象IDテーづルなどが含まれ,きめ細かな管
理が行われている。

4.6 システムの目標性能

とのシステムの月標とする性能は,ビーク時問帯の処理巴して,

(1)約 2,000 接続ノ'時

(2)約8,000伝票/時

であり,かなり高いトラヒリクが要求されてぃる。

^^^^^

^^^

RJE

,図

適用業務

フログラム

手渡し

DB

16(678)

以上当社の汎用機を中心.した分散処理ネットワークの概要を示した。

通信技術,マイクロづ0セッサを中心.した情報処理製品の急速な進歩

は今後、急速に進む。その中で分散処理ネリトワークの発展は質.量

ともに大いに期待されているところであり,その期待にとたえるよ

う今後の充実を図りたい。

5 む す び
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特集

メッセージノ、ンドリングシステム

近年,通信用端末としてファクシミリやパソコンが広く利用され姑め,

更にはテレテ,,クスなどの新し仏端末も出現し,メッセージ通信{C汗]いら

れる端末は多様化しっつぁるといえる。一方,これらの端末を収容

し各種の通信サーピスを提供するメ,,セージ通信処理システ△は,公衆デ

ータ通信網の拡大と整備を背景にして,公衆化,国際化の方向K進

もうとしている。この結果,異種端末問の交信やネ・介ワーク冏の相互

通信という,当然ともいえる要求が生まれてきた。この要求にこた

え,国際電信竃話諮問委員会(CCITT)では,新しいメ,,セーリ通信

サービスを提供するメッセーづハンドリングシステム(MHS)の標準化を行い,

1984年に X.400シリーズ勧告(メヅセーリ通信システ△に関する勧告)

として発表した。

MHS は,メ,北ージ通信処理システ△問の相互接続に,標準的なイ

ンタフェースを用いることによって,広域ネ,介ワークのメールサービスを可

育Ξとし,マルチメディア通イ言サーピスを提イ共することによって多様な端末

を,そのネ.ワトワーク忙収容するととができる。オ新司では,国際電信

電話(株)(KDD)が企画,設計し,三斐電機(株)が開発を担当した

MHS の技術開発システ△と,これをべースとして構築された商用化

システ△について紹介する。

まえがき

川口憲一、・林博之

に従って他システムの MTAへメヅセーづを転送する。これを受け取

つた側の MTA は,メ,,セージをあて先のUAヘ受け渡す(この動作

を配信という)。酉酎言「侍忙,メ,,セージとあて先 UA のタイづが一致し

ない場合には, MTA で,あて先UA の端末に出力可能なメディア

に変換する。

ナk守i成一

2. MHS のメッセージ通信処理

MHS におけるメッセージの通信処理を, X.400シリーズ勧告の機能モ

デルに物理的なシステ△を対応させて解説する。

図 1.に示すように,通常, MHS はーつの MTA(Me鉛ogo T松Ⅱ・

.fer Agent)と多数の UA (user Ag.nりから惜成される。 UA は,

ユーザーが端末を介して MHS とメッセーリの送受信などを行う際に,

システム側の窓口(代理人)となるもので,ユーザーと 1対1に対応し

て存在する。 UA は,ユーザーの端末の種類に応じた属性(例えば,

ファクシミリ用 UA)を持っている。

MTA は,この UA問でユーザーの要求に従ってメッセーづの送受

信を行う際に,あて先のUAヘの中継処理を担当する。例えぱ,あ

て先の UA が自システム内に存在しない場合には,・一定のヰ味佳ルール

金令オく1羊子ト

3.1 概要

MHS の技術開発システムは,198211UC1刑発に倍乎し,1985年3打

に完成したもので,次の端末を収容している。

仏)テレづりンタ端末(TTY)

(b)テレテ,クス端末(Tfx)

(C)グルーづ 3 ファクシミリ端末(G3 FAX)

とのシステムは, X.400シリーズ勧告のづロトコ1レを用いた世界最初の

相互接統試験を,カナ互のナ庁イシュコロンピア大学の EAN システ△との

問で行い,成功を収めて仏る。

3.2 ネットワーク構成

技術開発におけるネ.介ワーク村切戍を図2.に永す。これを枇成する主

な装置は,次のハードゥエアが用いられている。

(1)メヅセーづ通信処理裴置(MHS)

《MELCOM-COSM080OS》の二重化構成で,火容量ディスクを裴

備した MHS の本体システムである。

(2)ファクショリ集線装羅(FPAD)

《MELCOM 70/釦》で楢成され, G3FAX をパケ四卜網に接島'す

るためのパケ,,ト集線装置である。

(3)ファクシミリ変換処理装置(FCP)

《MELCOM 70/4ので織成され,キャラクタ手一夕からファクシミリテータ

へのメディア変換処理を行う。

3.3 機能

(1)メッセーリ通信機能

このシステ△が提供するメヅセージ通信機能は, X.400シリーズ勧告に

準拠して込るが,一部拡張した機能がある。このシステ△の主な機能

を表 1.に示す。

杉本英行

3 技術開発システム

ユーザー

昧巨ヨ

、立ヨ
ユーザー

ユーザー

ノ

矣

^^^^^^

*国際電信電話(株)

、

、

'、^^ー.^ーー^^^、ー^ー

メノセージ通信処理システムメッセージ通信処理システム

図 1, MHSモデルと物理システムの対応

ユーザー

呈
ま岩末

MTA

MHSの範囲

、.゛、1
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MTA
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(2)メディア変換機能

ITY, TTX及び G3FAX の各端

末冏で交信が行えるよう,表 2・に

示す範囲のメディア変換処理を行って

いる。

(3)コマンド処理機能

システムの提供するサービスを受けるた

めに,ユーザーが端末から投入するコ

マンドを利用コマンドと呼び,表 3・に

示すものがある。

3.4 プロトコル

とのシヌテムでは,通信づロトコルの階
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層モデルとして,図 3.に示す国際標

準化機構(1SO)の OSI(open sys、

tems lntetconnection) 7 階層モブル

を採用しており,ソフトゥエア構造も基

本的にこれに従ってぃる。この7階

層モデル上のネットワーク層以下は, C

CITr x.25勧告のづ叶コルを採用

し,トランスボート層以上に位置するづ

ロトコルには,次に示すものがある。

(勾 TfY づロトコル(X,28, X

29)

(b) TTX づロトコル(T.62. T

7の

(C) G3 FAX づロトコル(T.4,

T.3の

(d ) MHS 問づロトコjレ(X、 400 シ

リーズ)

なお,()内は関連する勧告を示

している。

3,5 ファイル

メッセージ通信
処理装置

(MHS)

口区

X.25

X25

テレテックス端末

多様なメ,,セージ通信サーピスを提供するために,このシステムは次の

ファイルを装備している。

(1)メ,,セージファイル

MTA から酉酎言されたメッセージを格納するメールポックスファイルで,メ

ツセージファイル受信コマンドによって読み出すことができる。

(2)再送ファイル

端末に出力されたメッセージを蓄積するファイルで,再送コマンドによ

つて再読み出しが可能である。

(3)ユーザーファイル

ユーザー固有のメッセーづを蓄積するファイルて、,そのユーザー専打Jのメ

ツセーづと他ユーザーが参照可能なメ,,セージ(掲示板)の両者の登録が

フフクシミリ

変換処理装遣
{FCP〕

X25
PSE

X25

キャラクタ

隻線裴置

{CPAD}

X25

[ヨ冊'

[ヨ1.1.

他MHS

ファクノミリ

集艘裴置

{FPAの

分

テレプリンタ端末

G3FAX端末

類

電話網

1ヨ 1,1,

01,1,

[ヨ 1'1,

表 1.主なメッセージ通信機能

MTA

サービス

図 2.ネヅトワーク構成

メソセージ転送,メプセージ議別,優先度,多あて先指定,発信時刻

去示,配信時刻去示,配信不能通知,配信不能通知禁止,遅証配信,

強制中継許可,配逵りスト,閉域接続,受信者指定代善,配信通知,

他あて先公開,=ソテソツ返送,オリジナル冨ソテソッタイプ衷示,

=γテソツタイプ変換表示,コソテγツタイプ窒録,受信可能=ンテ

γツタ'プ通知,白動変換,変換粲止,打診,ローカル手丁診,りソー

ス壮況通知

行える。

(4)遅延酉酎言ファイル

酉酎言される時刻を指定されたメッセージを格納するためのファイルであ

る。

3.6 処理方式

システム内のメッセーづを端末忙出力するブj法には,コマンドを使ってユ

ーザーがメッセージファイルから取り出す場合と,メヅセージファイルを経由せ

ず直接出力される(この動作を強制受信という)場合がある。どち

らの方法によるかは,その UA の属性によって決められる。との

システム内のメッセージの流れ巴コマンド及びファイルの関係を図 4.に示

す。

.,.

...

..'

」凄

...

UA

サービス

電話網

受信通知,受信不能通知,コビーあて先,サブジ.クト指定,転置,

返信,掲示板,強制受信禁止,端末代苔,再送,メッセージフ丁寸ル,

ユーザーフ丁イル細集,通番対照表,端末ホーノレド,被配信通知

受信タイプ

送信タオプ

fl,

...

.,.

TTY

...

...

TTX

表 2.メディア変換の範囲

G3FAX

注 0:通岱可(亥換無し),△:通伝可(女換オiり), X

TTY

分

送受僧サービス

18(68の

0

△

メソセージ作成

サービス

類

X

TTX

表 3,利用コマンド

メッ→きージプブーノレサ
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△
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ログォソ,ログォフ,メソセージ送信,送信遡番対照去珍
照,受信通番ヌ心樂表参煕,打診

編集

ユーザーフ7寸ルサー

ヒス

0

メソセージ作成,案内,返送メッセージ作成,ヘンダ紐換,
ヘゞグ表示,行表示,行番号振り直し,行削除,行複写,

行移動,文字列変史,行挿入

G3FAX

X

冉送フ丁イノレサーEス

利用

△

メソセージフ丁イル走査,メソセージフプイル受信

^

通信不可

气'

△

ユーザーフγイノレ走査,ユーザーフ丁イル受信,柘納,ユ

ーザーフブイル生成,ユーザーフ丁バル削除,掲示板受悟,

ニーザーフフイル送信

:ノ

△

ド

再送フブイノレ受信,再送フブイノレ複写.転送

第7層

第6層

アプリケーション層

第5屠

プレゼンテーション層

第4層

セソシヨン暦

第3層

第2層

トフンスポート層

ネツトワーク層

第1層

データリンク層

図 3. OS1 71砦層モ手ル

物理層
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戸エイ言

ユーザー(端末)

返信

メソセージ

ファイル

再送

UA

迭信

格納

再送

ファイル

^

^

配信

複写

^
ノ

ユーザーファイル

受信

MTA

転電

メヅセージの送信は,竃話機のづヅシュポタンから,発信者番号,出力時

の優先度などを指定するコマンド及びあて先アドレスを,システムから

の音声づロンづ卜に従って入力するととによって行える0 商用化シス
テ△では,コマンド構造を単純化するとともに,使用頻度の高いコマン

ドの簡略化を行った。更にシステ△からの音声づ0ンづ卜も種類を限定

し,可能な範囲で単純化して,マンマシンインタフェースの改善を図った0

(2)アドレスニーモニリク

出カメッセーづ上に表示される送信者及び受信者名は,入力機器がづ

ツシュポタンであるため,数字夙K番号)となってしまう0 このため,

発信者あるいは受信者ビとに(すなわち UA ごとに),あらかじめ

登録された二ーモニ,,ク言己号を,送受信者番号とともに表示し,メ・,セ

ージの受信者の便宜を図っている。

(3)インタセづ卜機能

世界各地に設置されたファクシミリ端末と通信を行う場合,あて先の

ファクシミリ端末や経由する電話網の状況によっては,通信に失敗する

ケ_スがある。このような場合,そのメ,りセーづはあらかじめ指定され

た端末(例えぱ近傍の端末)に出力されるようになっている0

4.4 蓄積形ファクシミリ集線処理装置

このシステムでは,蓄積形のファクシミリ集線処理装置を新たに開発す

ることにより,高い経済性を実現している。データ量の多いファクシミ

リメヅセージを送受信する場合,次の点に考慮する必要がある0

(a) SFPAD-G3FAX問の電話回線の使用時問

化) FMS-SFPAD問のパケ'介回線の使用効率

電話回線の使用時問を短くし,パケ,,ト回線の使用効率を高めるた
め忙は,メッセーリの伝送において互いに影縛を与え合わないように

することが重要である。例えぱ,通常のファクシミリ端末の通信能力

は 9,60obpS であるが,パケ,,ト回線の通信速度が 4βoobp.の場合に

は,実際の通信速度は 9,60obpS の半分以下となり,電話回線の使

用時冏は倍以上の長さになる。

一方, SFPAD を用いた場合Kは,電話回線とパケ,"回線の通信

速度は,互いに独立に設定することができる。特に,国際問のメ,,

セーづ通信忙おいては時差を利用することにより,パケット回線を比較

的低速なものにすることができるという経済性がある0 なお,りアル

タイム性を要求されるコマンドやその応答などは蓄積を行わず,サーピ

ス性を維持している。

ユーザー

ファイル

^

^

遅延配信

ファイル

ー゛.

ユーザーファイル

送信

4.1 概要

近年のファクシミリ端末の著しい普及により,国内はもとより国際問

のファクショリ通信は増加する傾向にある。このため,ファクシミリ端末

問の通信だけでなく,より高度な付加サーピスを提供する通信サーピス

の二ーズが高まってきた。このような背景のもとで, MHS の技術

開発システ△をべースとした最ネ刃の商用化システムは,ファクシミリメッセー

づ通信処理システムとして 1985年忙サービスを開始した0

このシステムは,ファクシミリメ,ワセージの通信において,

(司蓄積形FPAD を採用するととによる経済性

(b)同報機能などの通信サービスの提供忙よる利便性

(C)伝送路にパケ.,ト回線を使用したことによる伝送品質の向上

を尖現している。

4.2 才、ツトワーク構成

このシステムのネットワーク構成を図 5.に示す。これを構成する主な

装置は,狄のハードゥエアが用込られている。

(1)ファクシミリメ四セージ通信処理装置(FMS)

《MELCOM-COSM080OS》の一重化構成で,二重書きの大容埜

ディスクを装併ξしている。

(2)蓄積形ファクシミリ集線処理装羅(SFPAD)

《MELCOM 70/30C》て・織成され,商用化に際し,技術開発システ

△のファクシミリ集線処理装置をべースに,メ,,セージ蓄積機能を付加し

たものである。

(3)クァクシミリ変換処理装置(FCP)

《MELCOM 70/30C》で構成されるメチイア変換処理装置である。

なお,テレづりンタ端末は, FMS の制御を速隔地から行うためのも

ので,トラフィヅク制御や各端末ごとのメッセージの入出力状況に関する

レボートなどを取得することができる。

4.3 機能

ファクシミリメッセーづ通信処理システムとしての商用化に際し,改善した

サービス機能について説明する。

(1)メ.,セージ入力手順の簡略化

4

図 4.メヅセーづの流れ

ファクシミリメッセージ通信処理システム

^
^

転送

メ',セーリハンドリングシステム・川口・林.永守.鈴木.杉本

5.今後の展望

新しいメ,,セーリ通信サーピスを提供するために,現在運用中のメ,,セ

ーづ通信処理システムは,今後, MHS化が進んでいくと思われる0

また, MHS 自体もその商用化システムが増加するにつれて,大きく

発展してぃくと考えられる。以下に,その発展の方向と課題にっい

て説明する。

(1)収容端末の多様化

現在,グルーづ4ファクシミリの標準化が進められているが,このような

ミックスモード端末(キャラクタデータとイメーリデータから成るメリセージを扱
CC1アr のう端末)が,近い将来MHS に収容されてⅥくことは,

標準化の動向をみても明らかである。また,ポイスメールに関しても,

その処理技術の発達に呼応してMHSに取り込まれていくであろう

ことは想像に難くない。

更に,商用化システムの場合には,技術的な問題とは別忙,既設の

端末併をシステムに収容するために,一定のづロトコルをサボートして

いく必要があろう。
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ファクシミリ

変換処理斐置

(FCP)

ファクシミリメッセージ

通信処理装置

(FMS)

蓄猿形

ファクシミリ

集線髪置

{SFPAD}

X 25

X.25

ハケット票司

X.25

...

...

蓄積形

ファクシミリ

集線蓑置

イSFPAD )

電話網

X.25

X.25

'..
.,.

キやラクタ

茎綜萇霞

(CPAD)

(2)既存システ△の MHS 化

運用中のメッセージ通信処理システムを MHS化する場合には,一定

の既設端末群を収容するとともに,既存のシステムが提供してぃたサ

ーピス巴 MHS の提供するサービスの問で,整合性をとってⅥく必要

がある0 また,あて先名として使用される"ネーム"の形式忙っいて

も,既存システムから MHS ヘ移行するに際し,融和性を保っこ巴が

重要である。との"ネーム"は, UA を一意に識別するためのもので,

相互接続においてメッセーづ交換時の接点となる重要な要素である。
(3)運用形態の確立

メワセージ通信処理システムを利用した場合の課金は,提供を受けたサ

ービスに対するものと伝送路の使用に対するものとがある。 MHS の

商用化システムが雌院,相互接続が拡大してぃくにっれて,複数のシ

ステムを経由して転送されたメッセージに対する課金力法の標準化とい

テレフりンタ端末

蓄積形

フフクシミリ

隻峡共鐙
(SFPAD)

電話網

:::

01'1,

X.25

01,1,

...

.::
冒,.

糎;i貢牙3
ファクシミリ

集線共置

(SFPAD)

図 5・ファクシミリメッセージ通信処理システムのネ,ゞトワーク枇成

電話網

G3FAX」謝末

電話網
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:"

う、のが,重要な問題となってくる。サーピスと運用面からの MHS

の倹討が, CCITTの標準化の課題として取り上げられており,ム

後の動向が注目される。

..:

現在,欧米諸国にお込てMHSの構築の動きが活発化しており, M

HS は商用化の時代に入りっつぁるといえる。本稿では,これまで

に開発を完了した MHS の技術開発システムと,これをべースとした

商用化システム忙っ仏て紹介してきたが,新たな商用化システムの開

発が,現在進められていることを報告してむすびとする。

最後に,これらのシステ△の開発に際し,多大な御指導をいただい

た国際電信電話(株)の関係者各位に深い感謝の意を表する屯のであ
る。
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特

ノぐケット交換才いソトワーク

集

通信回線の自由化が昭和60年4月に行われて,企業内はもちろん

のこと企業問の回線利用が活発化してきている。ピづネスのOA化を

進め,企業活動における情報の流れを関連企業を含めて再構築して

いこうとする動き,あるいは,情報通信関連のサービスを提供する

VAN (付加価値通信ネヅトワーク)業者の出現など,通信回線を新し

い Eジネス分野ヘの展開に有効利用すること力り躬待されて込る。

この展開を促進している情報通信ネットワークを階層朧成で整理す

ると,図 1.に示すように情報処理サーピスあるいは電子メールなど

のサービスを行う情報処理・通信サービス層,手一夕通信ネヅトワーク,

FAX ネットワークなどの情想メディア対応の論理ネットワーク層,パケット

交換網などの交換層,及び伝送路層から構成される。

この論文では,この情報通信ネットワーク構成要素の5 ち,パケット

交換網について述ベる。

まえがき

谷口順、・覚埜高音、・松田主税、・渡部重彦一・岡村

電子〆ール

交書メール
FAXメール

昌戸メール

込たが,パケ,り卜交換網の上述のような特長に注目して NTI'の

DDX-Pの利用が急速忙高まって込る。更に,通信量が多い企業は

冑営のネットワークとして,また情報通信サーピスを業とする VAN業

者は,そのサービスネヅトワークとして白営のパケ,,ト交換網を構築し始

めている。その際に企業が自営のパケ,汁交換網に期待する項目の主

なものは,

(1)データ通信機能の拡充

(2)ネヅトワーク規模の拡大が容易

(3)通信コストの削減

である。

ネリトワークの機ミ聨怖成からみるとパケット交換網は,端末・ HOST

系,集線系,交換系及び網運転管理系に階層分けされ,各々の機能

は以下のとおりである。

(1)端末・ HOST系

ネットワークの利用側であり,アづりケーションを実行する。

(2)集線系

枇内ある込は市内に散在する端末からのメッセージの集信・配信を行

う。集信したメッセージをづ口,,クに分割してあて先情報を付けてパケ

ツトとし交換系ヘ送る。あるいは,その逆にパケットをメッセージに組

み立てて端末ヘ配信する(PAD機能)。このため,構内用のLAN

があり,後述のゲートゥエイづロセッサ GWP 経由で交換系ヘ接続される。

また,小規模事業所用にはりモートコミュニケーシ.ンづ0セリサ RCP,又

はパケット多重化装置PMXが設置される。

(3)交換系

端末, HOST,あるいは GWP, RCP から受信したパケットを,ネッ

トワーク内のふくそう(暢陵)して仏ない経路を選択して転送する。と

の機能は,後述のパケット交換装置PSE を設置して,相互をディづ夕

ル専用線などの高速の中継回線で接続して実現される。

(4)網運転管理系

ネットワーク全体の監視,制御,試験,統計収集などを行う。とのた

め網制御装置NCP-P が用いられる。

図 2.にパケヅト交換網の構成概念図を示す。この論文ではパケ,"

交換装置PSE300 と, LAN《MELNET》をパケット交換網を経由し

て接続しているゲートゥエイづBセッサ GWP について,その機能,構成,

特長を報告する。

データ通信
才、ツトワーク

テータベース

交字データベ{ス

図形データベース

画像データペース

ノゞケット父,条1司

F

ネット

AX

ワーク

音声通信会議

グラフィック通信会議

画像通信会議

通信会護

図 1.情報通信ネ"ワークの階層構成

電話

パケヅト交換網は米国の ARPA (AdV如C.d Rese紅Ch P如j.ct Age・

ncy)ネヅトワークにより実用性力珂征認され,我が国においても日本電

信電話(株)(NTT)が19距年からサービスを開始している。

バケヅト交換では,送信したいメッセーづを約 200文字のづ口,ゞクに分

告町して,あて先情報を付けてパケ,,トとし,混雑していない中継路を

選択して転送する。受信した側では,パケ,外を元のメ,"セージに組み

立てて受け取る。その特長は,

(1)中継するごとに誤り検出・訂正を行うので,伝送品質が高い。

(2)パケ,汁は障害箇所を自耐旧りにう(迂)回するので,信頼性が高

し、。

(3)送るべきメ,,セージがあるときにのみ回線上にパケヅトが転送さ

れ,他のメ,,セーづのパケ、汁と相乗りするので,回線利用率力町高い。

(4)標準化されたづロトコルに準拠した製品があり,相互接続が容

易である。

などである。

従来,企業内における情報通信は専用線あるいは公衆通信網を利

用して,コンビュータと端末群を接続する形態でネ,トワークを構成して

イエ^系

回線交換網

ヒデオ通信
ネソトワーク

广一ーーー

H青報処理・通信

繁*"

2,パケット交換網の概要

1サービス層

←一ーーーー・

1Ξ厶理

1 ネツトワーク層
L____

交換層

トーーーーーーー

伝送路層
L____

*情報電子研究所林本社 制御製作所***

パケット交換剖琳薄築の中核となるバケット交換装置 PSE300 (以下,

PSE300と記す)は,国内外て中靴鴛化されている X.25インタフェース

条件でHOST計算機などを収容し,かつ,他の PSE300群とネヅ

トワークを構成してパケットを中継交換する。これにより利用者は接続

相手を任意に指定して,信頼性の高いデータ通信を行うことができ

る。

PSE の仕様を表 1.に,またその外観を図 3.に示す。

3 パケット交換装置 PSE300
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リング

管理装置

MELNET R32

LAN

リングアクセス

装置

旦品呈

'=;ミ

アダフタ

.^^

ゲートウェイブロセソサ

^

.
口

HOST計算機

アタフタ

(GWP)

"

瑞末

国

国

オベレータコンソール

ハケット交;象奘置

(PSBO0)

綱制御装置

(NCP-P)

====^

PSE300

表 1. PSE300 の基本仕様

端末

回紳、

回

中継,泉(ディジタル専用IRなと)

通

'察

オγ夕フェース

^

中継

回線

フ'ロ

度

通信速度及ぴ回繚

数

卜

?.4~48 K bps

=才

'64

図 2,パケ汁交換網の構成

性能

V.24, V.35, X.21

/1/

リモート

(RCP)

パケット処理能力

X.25

(CCITT.'76,'80年版準拠)

呼処浬能力

目

コミュニケーションフロセソサ

同時按統呼数

サ

9,6 Kbps X 16

又は

48 KbpsX8

3.1 機能

PSE300 は次のような機能を持っている。

・交換機能

・中継機能

・網制御・管理機能

・保守機能(ローカル/りモート)

(1)交換機能

PSE の中枢機能であり,ダイヤ」レ指定による相手選択接続(VC),あ

22(684)

ピ

300パケソト/S

=====^

PSE300

ス 桜力Ξ

5 呼/'5

相手選択接続

相手固定按続

各麺課金サーEス

国
^ー'

500

GVVP 経田

LANヘ

るいは登録した相手との固定接続(PVC)による通信が可能である。

付加サービス機能として,現在はグルーづ形閉域接続(登録した端末

群以外からの通信を禁止),芯信課金ある込はグルーづ内の代表端末

に課金する一括課金などの課金サービス機能をもってφる。

(2)中継機能

凱
"・11鞠鞠湘棚繊擬膝鞠

図 3. PSE300 の外観
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端末回線

CIOP-T

MMU

CIOP-R :回,泉伶噺却部(中継側)EMUP:装置管理制御部

CIOP-T:回線制御部(端末倭吟MMU :主メモリ部

OCS:オペレータコンソール装置ROUP :中継制御部

DMP:表示・操作パネルPSWP:交換制御部

*PSWP及び端末回線対応部は規模に応じて1又は2ユニツト実装する

図 4. PSE300 のハードゥエア惜成

CIOP一丁

PSWP

CIOP-T

(予備)

PSE300 群を接続したネットワーク内で,パケットをあて先局まで転送

する機能である。 PSE300 は手ータグラム方式により,パケリトごとに

障害の無い,かつ幅候して仏ない最適な経路を選択する。これによ

リ,高信頼度でかつ回線利用効率の良い通信ができる。

(3)網制御・管理

網内でパケットが特定の交換局{C集中して幅帳が発生したときに通信

規制を行って速やかな幅帳冉碕肖を図るなど,パケ,,ト交換サーピスの円

滑な提供を維持する。また,自局の装羅状態を定期的にあるφは障

*

r-ー、「*

→ PSWP トー

端末回線対応部、

EMUP

」."

ROUP

制御部・中継回線対応部 A系

CIOP-R

害検出時は直ちに他局と NCP-P に通知

し,異常な箇所ヘの無効パケット送信を停

止するなどの各局における適応制御を可

台Ξにしている 0

(4)保守機能

網艇成の変更,あるいは端末の増設・変

更・廃止及びPVC の登録・解除などの

加入者サーピスを行う。操作は, PSE300

に接続されているオペレータコンソール 0CS

あるいは NCP-P から速隔制御により行

われる。

3.2 構成

PSE300 は,マルチマイク0づロセ,,サカ式によ

り各機能ユニ,ワトビとにソフトゥエアを酉己羅

して機能分散構成とし,更に同一機能ユ

ニットを装置規模に応じて複数酉歌置する

負荷分散構成と Lている。図 4.,図 5

に各たハードゥエア,ソフトゥエア備成を示す。

OCS

DMP

CIOP-R

BフR

23 (685)

中継回線

又は OCS からの保守制御である。

(2)交換制御部(PSWP)

端末回線X.25インタフェースのパケ,,ト制御及び網内発話信局問論理リ

ンク制御により,相手選択接続,相手固定接続のサービスを行う。す

なわち,端末からの要求{て従い,あて先端末との接続,パケット通信

及び復旧からなる一連の交換制御を行う。との制御部は装置規模に

応じて 1又は 2ユニット実装される。

(3)中継制御部(ROUP)

(1)装置管理制御部(EMUP)

装置全体の管理,通信状態の監視制御を

行う。その主要な機能は,装置の起動・

二重系切換・停止制御,装置状態の監視,

網状態.通信状態の監視制御, NCP-P

パケヅト交換ネリトワーク・谷口・覚埜・松田・渡部・岡村

0S

会置管理・炉L

保守

賜制楜・管理

転区制御

EMUP

0S

CIOP-T

'゛: 1ビ」'・气,j';J

0S

PSVVP

うC子又1赤"1き;

壷Ξ1云牛畴卸

0S

ROUP

中恕制櫛

図 5. PSE300 のソフトゥエア橘成

転送制櫛
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他局から受信した中継パケットの白局あて/純中継の識別,及び他局

への中継パケットの最適経路選択処理などを行う。

(4)端末回線制御部(CIOP-T)

端末回線X.25インタフェースのりンク制御手順及び端末回線監視を行

う。との制御部は[N+U 予備構成となっており,障害忙なった

CIOP-Tは自動的に予備系に切り換えられ,障害状態は短時間で解

消される。

(5)中継回線制御部(CIOP-R)

中継回線のりンク制御手順及び回線監視を行う。との制御部が障害

になった場合, ROUPは縮退モードとして中継制御を継続し,縮退

ではトラヒヅクを処理できなくなった場合系切換を行う。これにより

不要なサービス瞬断を無くしている。

(の主メモリ部(MMU)

各制御部から共通的忙アクセスされる共有メモリであり,網構成テー

づル,端末回線属性テーづル,各制御部ヘの IPLデータなどが格納され

る。このメモリはバヅテリパックァ,,づがなされており,電源断からの再

起動は速かに自動的に行われる。

(フ)転送制御部

前述の各制御部相互間のパケリト及び装置内メ,,セージの転送を制御す

る。特に高速性の要求される交換制御部と中継制御部では独立した

づ0セ,,サを配置している。

3.3 特長

以上述ベた機能・構成のPSE は次の特長を持って込る。

(1)マルチマイクロづロセヅサによる機能分散・負荷分散構成としてお

リ,高い処理能力を得ている。

(2)主要制御部分は完全二重化構成とし,端末回線制御部分は

[N十U 予備構成とすること忙より高い信頼度を持たせている。

(3)障害発生時の自動切換,自動IPL,また,網制御装置からの

速隔監視制御,遠隔IPLなどの機能により無人運転が可能である。

(4)網構成,端末回線描成の変更を口ーカjレ又はりモートにでき保

守性K富んで込る。

(5)各種の網内トラヒック異常に対して,きめ細かい網制御により

異常の拡大を防ぐ。また,各種網状態の制御・管理を速隔の NCPヂ

から集中的に行える。更に,小規模な網村4成の場合忙は, NCP-P

を設置せず口ーカルに OCS から運転制御できる。

誕'ミ器二^'^心

X25L2

LAN側:MELNET パケット交換サービスバソタフェース

広域網倶仁 X.25(76), X.25(8の

寺、岫鄭駕洲契

＼

巨、

,ムノ

1

ぢぐ

項

JJ

亀縛

図 6. LAN用ゲートゥエイづロセッサの外観

4. LAN用ゲートウェイプロセッサ

LAN用ゲートゥエイづロセヅサ(以下, GWP と記す)は,当

社のLAN 《MELNET R32》をパケ,,ト交換網に接統す

るための通信制御装置である。 GWP は LAN とパケット

交換網の各たのネットワークに固有のアドレス,パケット形式

などの通信づロトコルを相互変煥する機能を持ち,各ネッ

トワーク問の按続術噺卸,データ転送制御を行う。これにより,

誹れた地域忙存在するLANの相互通信及びLAN上の

端末とパケット交換網上の端末との通信が可能となる。

表 2.に GWP の基本仕様を,また図 6.に GWP の

外観を示す。

4.1 機能

GWP は次の機能を実行する。図7.にその機能構成を

示す。

・変換・中継処理

・ LANメディアアクセス・論理りンク制御処理

・ LANパケヅト中&幽刷御・呼処理

回
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表 2. LAN用ゲートゥエイづ0セッサの基本仕様

ノ,,,ノ人工

ノづ/

゛ノノ、、 1t¥

MeN氏

高速りンク

回鞍イソタフェース
2.4~64Kbps

V、 24/'V' 28, V.35

^

目

1泉

ノー、,ノニkメ

ノ1 ノゞ4yξ

'ノノノ.>、十.イイ Xt轟J
,ー、<コY;トノ゛i
~、ε、写

,ン'

能

LAN

注* PT: packet Type TeTmin且1

岫 NPT : Non.packet 丁ype TeTm1力al

適

セ

端末

相手選択接続(VC)/相手固定按続(PVC)

X25L3

数

MELNET 土の PT-, NPT無(ブリーラソ, BSC, HDLC)

広域網上の PT-, X.28NPT加

回線状態監視機能

課金機能ほか

用

と

24(68の

NCF

図 7. LAN用ゲートゥエイづ0セ,ゞサの機能構成
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光インタフエース
ユニット

LANアクセスユニット

変換告N却ユニソト

テ'イスク

1-ーー'、
1」___,
Ξ弍験
コンソール

シス

ノ、

テ厶
二ミ

r 「

テストユニット
^^^^^

主メモリユニット

・ X.25 フレームレベル処理

・ X.25 パケットレベル処理

・管理制御処理

(1)変換・中継処理

GWPの中枢機能く・ネ,,トワーク相互接続を維持するために,アドレス変

換,論理チャネル変換,パケ,ワト形式変換などのづロトコル変換,ルーティ

ンづ制御,課金計数処理,システムを保護するための発誇信資格検査

などを行う。

(2) LANメディアアクセス・論理りンク制御処理

LANに対して媒体アクセス制御(入仏C)と論理りンク制御(LLC)

を行ら機能である。 尋

(3) LANパケ四卜処理

CCITI'勧告X.25パリケトインタフェース相当のづロトコルでLAN 内ノード

とパケ,,トの授受を行う機能である。

(4) X.25 フレー△レペ}レ処理

LAPBに従いパケヅト交換網の加入者線若しくは専用回線を介して

フレームの送受信を行う機能である。

(5) X.25 パケットレペ}レ処理

CCITr勧告 X,25パケ,りトレベルインタフェースに従い,他の GWP ある

いはパケット交換網上の端末とパケットの送受信を行う機能である。

(の管理制御処理

装置管理,アドレス変換手一夕や LAN加入者情報などのデータ管理,

障害処理などの装置及びデータ管理と,保守コンソール制御,統計処

理などの保守運用及び回線試験,疑似試験呼の窕生などの試験を行

う装置維持のための機能である。

この装置では,これらの機能を後述する各ハードゥエアユニ."が分散

制御する方式をとっている。

4.2 構成

図 8,にハードゥエア構成を示す。光インタフェースユニリトと主メモリユニッ

トを除く各ユニ,ト 1て,各々マイクロづロセ四サを配置したマルチマイク0づ

0セ,ワサ楢成である。

(1)光インタフェースユニットは,光スィヅチ,光送受信器を持ち,光電

変換やハ'イパス機能などを行う。

(2) LANアクセスユニ汁は, LANメチイアアクセス制御と論理りンク制

御を行う。

図 8, LAN用ゲートゥエイづロセッサのハードゥエア構成

主制郷ユニソト

通信青噺卸ユニット

光ファイバ
ケーフル

r^^^^^^^^,
L一通信朱新卸ユニット

^^^^^^^^^.^

文献

保守コンソール

25 (687)

Cつ

(3)変換制御ユニ,汁は, LANパケット処理と変換・中継処理を行

ら。

(4)通信制御ユニ、寸は,パケット交換網若しくは専用回線と接続さ

れ, X.25インタフェースに従仏パケヅト多重伝送を行う。

(5)ファイル管理ユニットは,イニシャルづログラムロード,統計情報の言己録

のためにディスクとの入出力制御を行う。

(6)テストユニヅトは,広域網との籾期接続試験や故障回復後の診断

試験などのための付加ユニヅトである。

(フ)主メモリュニ."は,各ユニ汁に共通の制御情報,アドレス変換

情報などが格納され,バヅテリにより停電対策がなされてⅥる。

(8)主制御]ニ"は, GWP全体の管理制御を行い,運転制御,

アドレス変換情報などのシステム情報の設定・更新及び装置のハードゥエ

ア異常の監視などの機能を持っている。

4.3 特長

(1)マルチマイクロづロセッサ構造による分散制御方式を採用して,機

能分散及び負荷分散を図るととも忙,、LANに直結する装置構成に

設計してぃるため,伝送遅延が少なくスルーづツト特性忙優れている0

(2) LAN相互通信機能だけでなく,パケット交換網上の端末とも

通信て・き,また相手遜択接続(VC)と相手固定接続(PVC)の両

接続サービスを提供するので,種々の通信形態に柔軟に対応できる。

(3)パケット交換網接続と専用回線接続,あるいは複数の異なるパ

ケヅト交換網に同時忙接続できる。このため,例えば企業内のパケット

交換網と通信事業者の提供するパケリト交換網の両力に接続し,前者

を通常使用に,後者をパックァ,,づ用にするシステム構築も可能である。

(4)パケット交換網の閉域接続サーピスの利用機能及び発着信資格検

査機能を持っため,無効呼による妨害や悪意呼からの保護が図れ,

システムの保全性が高い。

ー^^ーノ、ノーーー
ν

情報化社会の企業活動を支える通信ネットワークをパケヅト交換網の上

忙構築しようとする気運が高まっている。この論文では,描内から

広域にわたるパケ,"交換網の描成につ仏て概観し,その要素機器と

して開発したパケット交換装置,ゲートゥエイづロセッサの機能,構成,特

長を述ベた。網制御装置,りモートDミュニケーシ.ンづロセッサに関しては,

稿を改めて報告する予定である。現在,とれらの機器は社内の総合

通信網に適用されっつぁり,パケヅト交換網全体の運転管理技術の蓄

積を図って,今後の情報通信ネットワークの時代に備える計画である。

5.

パケ,,ト交換ネリトワーク・谷口・覚埜・松田・渡部・岡村
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特集

ローカルエリア才いソトワーク《MELNETシリーズ>

1.まえがき

0ーカルエリアネリトワーク(LAN)は,との 2 ~ 3年の問{て実フィールドヘ

の導入や評価が活発忙行われ,その効果が実証されてくるとともに,

OA化, FA 化のインフラストうクチャ巴して必要不可欠なものとなって

きた。

当社では,社内のオフィス及び製造現場における活耐ル情報処理の

現状と将来を分析し,更に先に述ベた動向と技術の進展を踏まえて,

今後のOA化, FA化推進に治ける基盤構造となり得るLANを検

討し,小規模ネリトワークから階層能成の大規模ネットワークまで,用途,

規模に応じたシステム構築が可能な《MELNETシリーズ》を開発した。

本稿では,《MELNETシリーズ》開発のねらい,構成と方式忙っ仏

て説明し,高速りング形LAN,中速りング形LAN,バス形LANの

機能,特長について述ベる。

2.開発のねらい

企業内のオンライン情報処理化にお込ては, OAやFAの実現を月指

して,事務部門や設計部門における定型的業務の効率化,意,思決定

あるいは創造的業務の支援,若しくは製造部門{ておける生産ライン

の FMS (フレ牛シづルマニュファクチャリングシステム)化などによる総合生産

性の向上が重要な課題となってⅥる。

そのため,構内電話回線を用いた従来の構内ネットワークの延長で

システムの拡大を図るとネ,,トワークの複雑化と拡張性の欠除を招き通

信設備コストが増大する。また,各種のメディアを含む新しい情報通

信二ーズに対応できなφことから,炊の要件を満足する LANが必

要とされる。

(1)任意の各種情報機器問で双方向の通信が可能である。

(2)各種メディア端末(データ, FAX,画像,電話)が同一伝送路

上で通信が可能である。

(3)情報量の増加に対応でき,高速・大容量伝送が可能である。

(4)柔軟性,拡張性に富み,かっ経済性・運用性に優れてぃる。

くMELNETシリーズ》は,以上のよらな問題点を解決し,要求を満

足するため忙,ディづタル通信技術及び交換技術k基づ込た交換形の

情報ネ,,トワークにより, OA, FAにおける情報の多様化,通信処理

の高度化に対応できる通信機能を提供する。この《MELNETシ←

ズ》は,高速りング《MELNET R32》,中速りング《MELNET R12》

及び CS入IA/'CD (catrjer sence Multiple Access with c0Ⅱision

DeteC60n)バス《MELNET B I0》からなり,システムの規模に応じ

て任意に組み合わせることができ,大規模システ△では図 1、のよう

忙階層泌成のLANを惜築する。

3,くMELNET シリーズ》のシステム構成

高速りングは,光ファイパにより最大艇台までのりンづアクセス装睡

(RAE3)を接続して回線交換とパケ,,ト交換の複合交換により最大

8,192台の端末が収容でき,大規模システ△とすることができる。

中速りングは,りンづ結合装置(RCE)により高速りングに接続し

石坂充剥け・田中 智** 井手口哲夫、
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^
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TA

゛ト'、、

RAE3

^

RAE3
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ホスト計算機
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^
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オフィス
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図 1.《MELNETシリーズ》のシステム枇成
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て 16km程度のサナJンづを構成し,

RAE2 忙より散在した端末の収

容を行う。また,との巾速りンづ

は中小規模LAN として独立した

スタンドアロンシステ△を構成すること

ができる。

CSMA/CDバスは,同一フロア

又は同一建物内で多数のワークステ

ーションやファイルサーバを接続し,

OAシステ△を構成する場合に適し

ており,中速りングと同様に独立

したシステムとしても利用できる。

既存端末は,端末インタフェースアダづ

タ(TIA)により収容し,当社主

伝

力機種(EX シリーズ, M80 シリーズ, M70/八I×3000,マルチワークステー

カヨンなど)では TIA を介さず直接バスに結合して,高速転送が可

能である。

また,これらの LAN はゲートゥエイづ0セッサ(GWP)により広域パ

ケ汁網ΦDXなど)を経由して速隔地のLAN と相互接続し企業

内ネヅトワークを朧成できる。

表 1.に《MELNETシリーズ》の基本仕様を示す。

3.1 高速りングの構成機器

(1)高速りンづ管理奘擬侭ME3)

RME3 は,ネ,,トワークの運転管理と保守機能及びRAE3 相万.問の

中継交換処理機能をもっており,高速りングのみならず階層化した

《MELNETシリーズ》を集中管理する《八促LNET R32》の巾央装置

て、める。

(2)りングァクセス装置(RAE3)

RAE3 は,96 台までの端末を LAN 忙接続することができ,回線

交換及びパケット交換によりLAN内の端末相互の交換接続を行う。

図 2.に RAE3 の外観を示す。

(3)端末アダづ夕(TA)

端末とりングァクセス装羅問に設けられるアダづ夕であり,ダイヤル機能,

白動荊信機能をもっている。自卿J夕'イヤル機能のない端末のために,

テンキーによる手動ダイヤルやワンヌ,チダイヤル機能を備えている。

'^ 速

1、

トラフHツク種別

路

度(Mbps)

ノ

ノ

ド数

光フブイハ

式

高

表1

ド当たり端末数(台)

収

32064

(最大)

ウ'气'

距離(ノード間,全長)住m)

回般交換

パケット交換

《MELNETシリーズ》の仕様

端

リ

侶頼性の向上

データ,音声,静止画

ソ

"(RAE3)

数

DA-TDMA

変形トーウソノくプシソグ

(台)

96 (内パケット端末 32)

グ

回線交換収客

パケット交換収箸

2, 128

光フフ'ノぐ

中述

ーーー1-,

6,】 44

2ρ48

:ノ

データ,音声,都止画

グ

】6 (RAE 2)

4/8/16

リソグの二重化

縮遅,数陣位儷検出

週転状況丘グ機能

光/同軸

階眉形

スタソドブロソ

3.2 中速りングの構成機器

(1)中速りング管理奘置(RME2)

中速りンづの同期保持機能,集中交換機能,運転管理機能をもって

いる。中速りングには 128台までの端末を収容できるが, RME2相

互を接続して LANカステ△を拡張するととができる。

(2)りング結合装羅(RCE)

階層システムに使われ,高速りングと中速りングの結合を行い,中速

リングの集中交換機能をもっている。

(3)りングァクセス装羅(RAE2)

中速りンづに最大16台のRAE2 を設置でき,端末からの加入者回

線を多重化する機能を、つてぃる。 RAE2 当たり最大16台の端末

を収容できる。端末インタフェースとして,端末を TA に接続し TA

と RAE2 の問を延伸できる TA 接続方式と, TA機能を RAE2

に内蔵して端末をRAE2 忙直結する端末直結方式巴を用意してφ

ノ、

1,】6

」え

96

128,/256

データ,静止画

100(TIA),1ρ24(直姑形)

]8

1,000 (TIA)

25 (全長)

3.3 CSMA/CD バスの構成機器

CSMA/CDバス《MELNET BI0》のシステム構成例を図 3.に示す。

(1)端末インタフェースアダづ夕(TIA)

既存手順端末を収容するための装置で,18台までの端末に対して

バスへのアクセス機能を提供する。 TIA の機能仕様を表 2.に示す。

(2)ハ'スネリトワーク管理装登(BNM)

,ハ

MELNET

R32

醗欝秘難峯鞭磁撫、
波挺幾拠1鯱戴'1,壱爽^1鞠、

図 2.りングァクセス装置RAE3 の外観
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端木インタフェースアタフタ

リングインタンエースユニツト

リングァクセス装置

バス才ツトワーク管理装置
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図 3.《MELNET BI0》のシステム構成例
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項

T I A

土窒
斤冒仁、 卦1 末

収容端末数

目

表 2. TIAの機能仕様

数

数

端末インタフェース

最大】00台

諸

最大 1,000 台

最大 18台

物鰹寸ソタフェース

接続制鄭

電

環

代行ダイヤノレ,キ十ラクタダバ十ル

PVC (相手固定接綬)

代表番号接続

通信速度 10obP3~48Kb那

境

同期方式調歩同期,独立同期,フレーム同期

V.24/V.28, X.20/、X.2】

外

伝送手順

消

形

件

費

機能,構造的には 11A を包含し,加えて各種手順づ口づラムを格納

する 5インチFDD と,オペレータとのインタフェースをもっ《MULT116-

Ⅱ,Ⅲ》が接続される。

(3) LAN接続コントローラ(LANU)

《MELNET BI0》と各機種のチャネルパスを接続するための装置で,

ポード1~2枚でコンeユータや端末に内蔵される。

(4)りングィンタフェースユニ,,ト(RIU)

ハ'ス形LAN とりング形LAN とを結合する装置である。

(5)同軸ケーづル伝送機器

同軸ケーづル,同軸終端,トランシーパ,トランシーバケーづル,りビータから構

成される。トうンシーバは同側けーづルに直接取り付けられる。リEータ

は同軸ケーづル長が50om を超える場合に使用される。また,スターカ

づラや光トランシーパなどによる光ワアイパケーづル伝送方式も用意Lて込

る。

AC I00土10V,50,/60HZ

30OVA以下 ACケープル平行3極プラグ付き

(mm)

無乎順,

X.28,

めのGWPとの通信に使用される。

4.3.1 メディアアクセス制御

(1)変形トークンパッシングカ'王北

高速りングパケ四卜交換では,4ρ08ビヅトで描成された多重化伝送フレー

ムのうち,パケット交換に割り付けられたチャネルを使って,効率の良

V、変形トークンパ'りシンづ方式による高速パケ,ワト伝送を行っている。こ

の方式は,パケヅト交換用チャネルを 16パイト単位のパケットスロヅトに分

割し,りング上の各ノード(RAE3 など)にお込て平等かっ冶論E率な

伝送を提供する。

通常のパケ',ト交換では,6Mb郡相当のチャネルーつを当てるが,

更に複数のチャネルを割り付けるととによりトラヒ,,クの増大に対応す

るととができる。

(2) CSMA/CD方式

パス形LANのメディアアクセス制御は,1EEE802.3で規定されたCSMA

/CD方式に準拠して込る。 CS入IA/CD とは伝送路が空いてぃる

ときは,任意のタイミングでフレームを送信できるが,信号・が衝突した

ら直ちに送信を中止し,一定のパリクォフ時間後再び送信を試行する

方式である。

との方式忙は,次のような機能があり,トランシーパ及びコントローラ

内の LS1により実行される。

・キャリアの有無の検知

・艇ビ,ワトのナbンづル信号の生成,除去

.伝送フレームのパラレル/カリアル変換

・ 4バイトの巡回冗長検査値(CRC)の生成,除去

・衝突検出時のバックォフ時間後の再試行(16 回まで)

・自局あてフレームの検出とりこみ

図 5.(a)に伝送フレー△形式を示す。

4.3.2 パケット中継制御

パケット中ミ淵別御(PRC)は,メディアアクセス制御の上位IC位置し,バス

形とりング形 LAN共通の網内パケヅトづロトコルとして動作する。図

6.に PRC の機能の位置付けを示す。図 5.(b)に PRC のパケット

形式を示す。とのPRCの機能には次のものがある。

温度 5~35゜C

BSC, SDLC, HDLC,

X.25

力

湿度 20~80%

工入T 480XH 150XD 425

30OVA以下(最大実装擶成時)

4.1 多重化方式

高速りングでは,データ,静止画,音声などメディアの異なる通信を統

合化するために,32'064M、郡の光伝送系を用V、,この上に図4

に示す64Kb那を基本とする通信スロットにより各種端末問の情報

を多重化している。

4.2 回線交換方式

高速りングと中速りングで提伊建れる回線交換機能は,相手加入者番

号をダイヤルすることにより,エンドッウェンドに物理りンクとしての手

イジタル伝送路を設定する、のである。その接続完了後は,情鞍の内

容及び形式に制約されることのないトランスペアレントな通信を端末間

で行うことができるため,メディアの異なる情報の多元接続が可能で

ある。既に構内電話回線を用いたシステ△をLAN忙移行する場合忙

は,各種の伝送制御手順,符号形式が存在するためとの回線交換機

能が必す(須)である。

4.3 パケット交換

TSS端末など,平均トラヒック量は少ないが保留時問の長い端末や,

ーつの通信回線上に複数の論邸的通話路を設定して通信を行うこと

ができるパケット形態端末の収容,あるいは広域網との接続を行うた

4 多重化と交換方式

28(69の

3バイト

通信用スロ

接続制御用スロット

96バイト

紀

ヒノト

CHI

792 ビット

回線交換用チャ才、ル

同期語/伝送路管理用チャ才、ル

卜列

CH2

792 ビッ

125μS(4008 ビット)

スヘア K

卜

CH3

792 ビット

3ハイト
16バイト、.+、・16バイト・、1"-16バイト・.{-16パイト・.ーー16ハ'イト・.ーー16バイト

K

アクセスキー

情報

CH4

792 ビット

CH5

792ビノ

図 4.高速りングの多重化信号形式
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・ダイヤルされた相手加入者番号の物理アドレスへの変

換

・ X.25CALL手順IC準じた接続制御

・物理アドレス{C基づくルーティング制御

・論理りンクの多重化

・パケヅトの送達似蘭忍と再送処理

5.導入事例

《MELNETシリーズ》の導入事例のーつとして,三つの

研究所とーつの製作所,ーつの工場が存在する大船地

区(神奈川県鎌倉市)の織内ネットワークにつⅥて述ベる。

5.1 背景と目的

多彩な活動がなさている大規模事業所では,とれまで

目的別に設置されていたコンビュータ,データ端末, OA

機器などの資源を右効に利用して生産効率を上げるた

めの通信環境を実現するために,1"A入が導入されつ

つある。この大船地区の LAN は,情祝電子研究所の

ビル建設を契機として,研究開発の効率化,

生産管理及び経理業務忙おけるOA化など

の実現に向けて《MELNETカリーズ》によっ

て構築されてφる。

5.2 システム構成

との LAN は,高速りンづ(32Mb郡)を幹

線系として,とれに中速りング(12Mbp.)

と CSMA/CDハ'ス aoMbP今を支線系と
TC

して桃成した階層形の榊内ネットワークbステム
PRC

である。また,当社の高速ディジタル多重化

装置《MELMUX》を介して関東事務計算

センターや東部CAEセンターと接続されてい

る。下記に現在のシステム識成要素を示す。

・伝送路の総延長.5.4km

《MELNET R32》 1式・交換装置

《MELNET R12》 3式

ぐMELNET B I0》 1式

＼

( a )

MACへッタ

DA

(b)

SA

LLC

ノ、、ツタ

L

^
^
'ノ
一ノ

C

一ノ
ノ一
ノ一
.ノ
J'゛
ノ一
.ノ

DRA

一ノ

DA

SA

DSAP

SSAP

FCS

PRCへッタ

Destlnヨtlor】 Addre5S

Source Addre5S

Len底th
Destlnヨtlon seYvlce Acce55 Pomt

$ource servlce Access polnt

Contr01

Inforr"atl0Π

Frarne check sequence

図 5,網内づロトコルへりダ形式

SRA

端末

T
Y

P

RAE

MAC

トレーラ

謝算機12台(《MELCOM-COSM0900 Ⅱ》,・接続機器

M80/卯, M70/MX3000 など)

端末機200台以上

なお, GWPによる広域網(DDX-P)との接続や端末の増加に列ι

う巾速りングの増設を予定している。

6.むすび

本稿では,《MELNETシリーズ》の製品である高速りンづ,中速りング

及びCSMA/CDバスの機能,特長とその導入例につ仏て述ベてき

た。LAN に対する期待と要求が急激に高まりつつぁる環境の中で,

当社の《MELNETシリーズ》は,当初の設計思想に基づき中小規模

システムから大規模階層形システ△に対応できる製品のラインナッづを行

い,要求忙応じて柔軟にシステ△構築が司能となっている。

《MELNETシリーズ》は,当社では既に東京(本社),尼崎(伊丹

製作所,中央研究所など),神戸(神戸製作所,制御製作所)など

TC

(の

ユーザーデータ

PRC

FCS

LLC

MAC

29(691)

_ノ、_ノ、^ノ、」ノ'、^

DRA : De5tlnatlon Rout1Πg Address
SRA : source Rout1Π宮 Addre5S
Cornm日Πd contr01C

NLCN : Network LOElcal chヨnnel Nurnber
LCGN : LoglCヨ1 Channel Group Number
Logjcal chヨnnel NumberLCN

TypeTYP

揣末制御

パケット中継帯H卸

^

RAE

^

TC

PRC

ーーーー「ー
LLC

MAC I

リンク影

LLC

MAC

VF

L0倉ICヨ1 Llnk contr01

Medla Access contr01

1Πterface

図 6.パケット中継制御の位置付け

RIU

11LLC
,ノトーー

FIMAC

TIA

6地域に展開され,事務・設引部門の生産性の向上に寄与している。

これら LAN は,更に高速ディジタル専用線や DDXパケリト交換網に

より相亙接続して,当社の企業内情報ネットワークMIND に発展すべ

く拡張中である。

丁C

PRC

LLC

MAC

バス形

端末
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特集

律i星通f言システム

1.まえがき

衛星通信システムは,昭和卯年にアーリバードを利用したインテルサリト

の国際商用衛星通信システ△が豫勘して以来,この20年問に急速な

成長を遂げ,国際問の主要通信手段としての地歩を確立してぃる。

更に,ユーテルサ,,トなどの地域衛星通信システ△や国内通信システムヘ

と利用範囲が拡大され,カナダ,米国,オーストラリアたどで著しい発展

を遂げつつある。

国際回線の大容量化や回線の効率化及びディづタル化に対応するた

め,通信システムを従来の(FD入仏/FM)方式から(TD入仏/PSK)

方式や(FDMA/PSK)方式ヘと移行しっつぁる。一方,近年,国

際ビづネス通信サーEスや各国における通信事業の民問開放の風潮に

のったづライベート衛星通信サーピスが発展しっつぁり,従来の大容量,

音声伝送から小容量,データ・画像伝送ヘとそのサービス内容、多様化

してきている。

我が国においても,昭和58年の実用通信衛星さくら2・弓の打上

げ成功や,昭和釦年4月の電気通信事業法などの関連法令の整備

k伴って衛星通信事業ヘの民問企業の進出が可能となり,本格的な

衛星通信時代が到来しつつぁる。本荊では,以上の動向を踏まえ,

当社が供給している種々のシステムの中から,大容量TDMAシステム,

KU帯小形地球局, Ka帯可搬形地球局の技術動向を取り上げて靴

告する。

中西這鮒が・デi木兇比古、・伊藤久明、

9,600、郡以上の高速データでは回島曳の使用効率を上げる手段を適用

しにくい。

(3)各国において,地上回線のディジタル化が進み,衛星回線を

イジタル化にする方が便利になってきた。

とのため,衛星中継器を 1波の高速PSK変調波に占有させ,上

記(1)の問題を匁礁肖し,更に1チャネルを 64Kb那のPCM音声又は

データに統一してディジタル化し,音声に対しては音声検出を行うこと

によって,肩声チャネルのみを衛星回線にダイナミ,,クに割り当てる

DSI (Digitol speech lnte,polation)方式をとり入れるととく・,上

記(2),(3)の問題を解決することをねらった時分割多元接続

(TDMA)システ△の仕様が制定された。 1984年から 1985年にかけ

て,主要先進国で相次いでその地」二局設備が完成し,1986年から

商用運用に入って゛る。この結果,通常の FDM/FM方式に比ベ

て,3~4佶の周波数利用効率が得られるとととなった。

三菱電機技報・ V01.60. NO.10.1986

2,1 歴史と背景

インテルサ,,トの国際商用通信は,そ

の初期からべースバンド多重化力式

として周波数分割多重(FDM),

搬送波変調方式として周波数変調

(FM),そして衛星との多元接続

方式として周波数分割多元接続

(FDMA)を基礎として発展し,

世界各国を少なくとも3個の衛星

によるグローバルビームでカバーしなが

ら,音声中心の網状ネ,,トワークを

構築してきた。これは,4kHが帯

域単位の信号の伝送には適したも

のであったが,近年になって,次

の理由からその見直しが必要とさ

れるようになった。

(1) FDMA方式は衛星中継器

内で発生する混変調雑斉のため,

衛星中継器の出力冠力をフルに使

用できない。

(2)アナログ伝送であるため,

2 国際商用通信用TDMAシステム

表 1.インテルサットTDMAシステムの仕様

項

厶長フ レ

々ルチフレーム長

伝送ビットレート

変謂方式

、奨 り訂正

パースト同翔/制御

トラフィック局の数

送信可能バース 1、数

受信可能バース 1、数

目

ク局

29

21ns

321ns

120.832 Mbps

4相 CPSK

(】27,】12) BCH

莖準局制御によるフィードバック方式

景大29局

最大16(】トラブ'ツク局当たり)

最大32(]トラフ'ツク局当たり)

阿

30 (692)

西半珠ビーム

* 通信機製作所

2048Mbps
最大32X8本

主基凖局 Y、

小
フィック局

インテルサソト衛星

丁DMA/DS1トラフィノク局

、＼ 0釦地上: DNI

DSリ

DNI

インタフ1ース

＼

CTTE

従基革局

t,

ラフン^ナ'

図 1.インテルサ四卜TDMAシステムの構成
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2.2 システムの概要①

表 1.にこのシステムの主要仕様を,図 1、にシステ△構成例を示す0

現在,1DMAが遵入されているのは,大西洋,インド洋衛星で,通
TDNIA信容呈の大きい東.西半球ピー△問の通信に供されている0

フレームの時間軸の基準を与える基準バーストは,その各半球 1リアに

2局ずっ設置された基準局から送出される。この基準局は,各半球

最大29局のトラフィ.,ク局から送出されるトラフィ,,クパーストが,互いに

同期関係を保っよう,各トラフィヅク局に対して制御を行う0 各トラフ

イック局は,最大16個のバーストを送出でき,最大32個のバーストを

受信することができる。

また,将来のトラフィ,,ク増に対処するため,8個の異なる中継器

にホッビングすることができる。バースト内のチャネルは,64Kbp.単位

の情報を運ぶことができ, DS1もこの単位で行われる。音声以外の

情報にっいては,地上側チャネルとパースト上の衛星チャネ}レを 1対1

に固定的に部ゆ当てる DNI(Digit田 Non'1nte中01肌ion)モードも用

意されて込る。地上側インタフェースは標準化されており, CCITf

Rec. G7船, G704, G732 に規定される 2.048Mbps pcM 一次群

が最小単位となってⅥる。これを 8群まとめて 240地上チャネルに対

してDS1を施す装置としてDSI/DN1装置があり,各トラフィヅク局

は,このような DSI/DN1装置を最大能台設置できる0

2.3 TDMA/DS1トラフィック局設備の概要

図 2.に典型的な TDMA/DS1トラフィ,,ク局設備の外観を示y0 各
装置は幅570X奥行710X高さ 2,000 の 19インチ架に実装されている0
TD入仏共通端局装置(CTfE架)は,1DMA網の同期制御,バー

ストの送受信をっかさどる中枢部であり,この中には, PSK変復調
器,送受信バ_ストデ_夕の多重,分部制御部,TDMA同期制御部など
を含んでぃる。サづバースト合成・分配奘置(SB MUX/DUX架)は,
CTfE と DSI/DN1奘置のインタフェース及び冗長系切換スィヅチを収

容してぃる。運用監視装置(MC架)には, CTTE架の機能試験を
行うための試験装羅,及び保守,運用者とのインタフェースを容易くす
るためのコンビュータが収容されてぃる。 DSI/DN1装置は,日声検

出による衛星チャネルの割当てと,相手地球局からの同割当メ,セージ
の解読によるダイナニヅクな DS1動作を行うもので,1ユニ,,ト当たり
240の地上チャネルを取り扱゛,衛星チャネル数として 120以下に圧

縮することを可能としてぃる。 1架には,このような DSI/DN1ユ
ニリトが 2 ユニ.ワト収容される0

CTTE架

図 2. TDMA/DS1トラフィ,,ク局設備の外観

3.1 概要

世界的な通信事業の民問開放の潮流の中で,衛星通信が従来のイン
テルサ,,ト系などコモン千ヤリアの公衆網ヘの利用にとどまらず,民問の

づライベートネ,,トワークでの利用として,米国を中心に音声情報,

情様,画像情祁などの各種サーピスに供されており,衛星中継器の総
需要に対して1七める割合は,1985年現在で20%以上に達し,今1女
も増火の一途をたどる、のと予想されている。このようなづライベー

トネットワ_ク{ては, C帯やKU帯が用いられ,一般的にはスター形の

網擶成(STAR-COM)で,ハづ(HUB)局と呼ぱれる比較的大形
のアンテ寸を持っ中央局を中心に,多数の事業所用小形地球局(OPT)
が配隈され,ボイントッウマルチボイント(point to Multi・polnりゃボイン

トッウポイン1、(polnt to point)の通信が行われる0

ここではそのシステムの一例として, POS の衛星版ともいうべき

企業内手一夕配送システ△にっいて概説する0

3 KU帯小形地球局システム

HOST/
FEP

HUB

戸^^^^ 1

31(693)

MODEM

L

BBE

情報レート

UP :56Kbps

6Kbps

NCP

ANT

RFE

ANT :アンテナ

RFE :送受信部

MODEM :変復調部

BBE :ベースバンド部

NCP :才ツトワーク監視

制御部

HOS乃午EP:中央データ処理部

SIP :衛星回線インタフエース部

衛星通信システム・中西・青木・伊藤

図 3. KU帯小形地球局システム(STAR-COM)

小形局(OPT)

OPT

「ーーーーーーーー「
ODU IDU I

3'2 システムの構成

STAR-COMのシステ△構成を図 3,に示

す。中央局から OPT に対しτDM (時

分割多玉)の連続モードデータを送信し,

OPTは白局向けデータのみ選択受信する。

一方,受信手一夕に含まれる TDMA タイ

ムス0ヅト情報を基準にして,ランダムな夕

イミングで中央局に向けてバーストモードでパ

ケ,,ト化されたデータを送信する。これは

簡単な装置でできるだけ多数のOPTが

中央局にアクセスできるように, RA/

TDMA (R釦dom ACN部/TDMA)方

式を利用した接続方式である。更にトラ

ヒ四ク量・特性を杉慮しネヅトワークの所要

スルーづツト率を確保すべく,中央局→

OPT局とOPT局一"や央局の各力向に最

適な伝送速度を選定している。

この例では,中央局→OPT局では伝
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送速度512KbpS のPSK による TDMデ

ータを, OPT局→中央局では 112Kbps

の PSK による RA/TDMA手_夕を送

受信する。 OPT は ODU (out DO0τ

Un1りとしてアンテナ・送受信部,また,

IDU (1Dd0吋 Uniりとして変復調.衛星

回線インタフェース部から1苛成され,中央局

は HUB局のアンテナ・送受信部.変復調

部'ベースバンド部とネットワーク監視制御用

の NCP (Network control processor),

更には Host/FEP (Host/F如nt End

Ptocessor)の機能を持っホストコンビュータシ

ステムから構成されている。

3・3 小形地球局(OPT)の構成

OPTに使用される小形地球局は,直径 1.8m 又は 1.2mのオフセット

パラポラアンテナを採用し,隣接する衛星との干渉低減を考慮した米国

FCC の規則を満足するよう設計されてφる。

図 4,にづロック図を,表 2.に主要性能・諸元を示す。送信機は

当社製FET (MGF-K託M)を採用した IW,又は2W出力の

SSPA (S0Ⅱd state poW剖 AmP1迅a)であり,受信機は低雑音増
幅器と周波数変換器と一体化した 230KのLNC (LOWNolsec。n_

Vate力である。更には送信周波数変換器kは50OMH.帯域を可変
とするシンセサイザ内蔵の2重周波数変換方式を採用してぃる。

また,1DUは誤り訂正にビタービ復号を用いた2相PSK変復調器
と,データ端末とのインタフェースをっかさどる SIU(S址0Ⅱ丘.1nt.H印.

Unit)から構成されて仇る。

4. Ka帯地球局システム御御

イ
フケ:ノテ・づー

屋外RFユニソト(ODU)

凡印

SSPA

L

LNC

UP-CON

SYNTH

248MHZ IF

43MHZ基凖信号

固体化電力増幅器

低雑音周波数変換器

送信周波数変換器

電原ユニント

図 4. KU帯小形地球局のづ口,,ク図

4.1 概要

我が国の実用通信衛星CS-20/2b は昭和58年忙打ち上げられ,
以来,日本電信電話(株),警察庁,建設省,消防庁,日本国有鉄道,

電力各社及び郵政省によって雛島通信・災害対策用通信.臨時通信

などの運用,及び「衛星利用パイ0,,ト計画」の運用実験など多種多
様な利用がなされている。

建設省においては,衛星通信が災害の影縛を受け難く,回線の枇

SSPA

LNC

UP-CON

PSU

屋内ユニット(1DU)

1847MH

モニタ

1F

MODEM
&
CODEC

OPTION

成及び設定に柔軟性があるなど建設無線

に適していると結論され,昭和認年以

降全国規模で導入されてぃる。また消防

庁においても,国と地方公共団体との問

の非常災害時通信の多ルート回線として,

徐々に全国各都道府県に衛星通信が導入

されはじめて仏る。通信方式として,

SCPC-FM方式が使われ,衛星電力の有

効活用の観点から有声時のみ搬送波を送

出するポイスアクティベーションを採用したり,

呼のあるときのみ回線接続する DAMA

(DemandAssignmentMulti、Access)機"

能を付加するなどの工夫をとらしてぃる。

図 5・に建設省衛星通信システムを,図 6

に白治省消防庁衛星通信システムを示す。

とこでは建設省向けに設計・製作した車

載の可搬形地球局のシステム・機器構成な

32(69り

PSU

表 2. KU帯小形地球局の主要性能.諸元

SIP

周波数幣域

アンテナ径

端末

機器

受信 G/T

EIRP

移動多重回線

1.8m/1,2m

14~14.5 GHZ

1】.フ~12,2 GHZ

46.6 dBW / 46.5 dBW

(】 W SSPA)(2W SSPA)

亥復調方式

19.2 dBIK/、】6.o dB/1<

信: BPSK,ノぐースト又仕連続

トレート:56KもPS (情報)

112Kbps (伝送速度)

レートν2畳込み符号化

信: BPSK,迎続TDM

トレート:256 Kbps (情報)

512Kbps (伝送速度)

レートν2畳込み特号化

環境条件

どを述ベる。

4・2 建設省向け可搬形地球局システム

とのシステ△は,建設省の衛星通信回線整備の一環として,関東地方

建設局忙配備されたものであり,非常災害時に現場ヘ移動し,復旧

イノF業が円滑に行えるよう災害現場の状況を把握するためのもので,

衛星通信システムの特長である広域性・高品質.広帯域.多元接続.

同報性立どをいかんなく発揮できる、のである。製作したK0帯司

搬形地球局のづ口りク図を図 7.に,外観を図 8.に,また総合性能

受

ビウ

-30~+50゜C,踊問最大風速 32m/S

3~5mφ

卵
CS-2

"゛、e 、、
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ノ
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地方建設局
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地上多重無線通信回線
建設本省 地方建設局
(同定形地球局) (固定形地球局)

図 5.建設省衛星通信システムの構成
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を表 3.に示す。

このシステムは,対向する地球局との問で最大8回線の音声電話回

線を構築することが可能で,音声電話信号以外に 2.4~9.6K、PS の

ファクシミリ信号や低速静止画像などの伝送に用いることができる。

また,将来は伝送速度1.5M、PSのTV帯域圧縮伝送装羅を増設す

ることなどにより動画伝送も可能となる。

地球局は,アンテナ,送受信装置,端局装置及び発動発電機などか

ら備成されており,トラ,,ク又はへりコづ夕による輸送が可能である。

アンテナは,その両翼が折り畳み可能な直径3nq目当のだ円開ロカセ

づレンアンテナである。送受信装置は,30Glb帯 20W 出力の進行波

管(1WT)を用込た確力増幅部,20GH.帯常温動作のGOA.FET

素子を用いた低雑音増幅部,二重変換方式による送受信周波数変換

部などにより構成され,これらは一体化しアンテナ背面のシェルタに

収容してⅥる。端局装置は,周波数問1覇 45kH.の SCPCチャネルスロ

ヅトに対処できる FN1変復調器とべースバンド接続部によ辧蒜成され

ている。

このシステ△の特長は,次のとおりである。

(D 電源を含む1地球局システムを普通免許で運転できる車両に搭

載しているとと。

(2) 3mφ相当の 4.2mX2.2m の横長だ円開ロアンテナを用V、,車

両との機械的整合を図り,かつ衛星捕そくが一蝉霧E動で可能である

iノ

凄!1言局,虞数
変換部

アンテ'ナ

カセクレンアンテナ

墾電部

霧

図 7、 Ka帯可搬形地別子Jのづロック図

低雑音

増幅部

( 3 )
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図 8. K.帯可搬形地球局の外観

油一η

表 3. Ka帯可搬形地球局の総合性能・諸元

.雫竺_1

1, 周波数純囲

弓

.゛.、ノ.、ーー、ー.^^

実効幅射電力(EIRP)

受信G/T (仰角 35゜)

ブγテナ駆動鞄囲

. AZ

. E二

ブγテナ追尾方式

通信方式

標準音声&N

消費電力

耐風速性能

・運用風速

・非破壊風速

'

4

商用入力

33 (695)

28.64~29.0] GHZ

18.84~19.21 GHZ

68.o dBW

26.5 dB爪

ように酉歌愚している。

初期設定角度土90゜以上

初期設定角皮土10゜以上

手動追尾

SCPC-FM方式

30dB以上(ロソパγグなし)

3kvA以下

5.むすび

以上当社が最近の衛星通信の動向に合わせて開発,製品化を行って

きた代表的な衛星通信システ△に関して概説した。衛星通信は衛星の

本体が打上げロケットの能力向上に伴って飛躍的に大形化するととも

に,身近な通信手段として利用されつつぁる。特に小形化された通

信用地球局や,高速ディジタル通信を採用したシステム,更には移動体

通信用として地上網を補完するための通信網にその特色が生かされ

るものと吉えている。これらいずれの利用形態においてもその経済

性が課題であり,今後これらの二ーズに合わせたカステ△や製品を早

期忙市場忙供給してゆく予定である。

衛星通信システム・中西・青木・伊藤

30m15以下(睡問)

60mlS以下(,)
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特集

ビテオテックスシステム

1.まえがき

昭和59年11月商用サービスを開始した我が国のキャづテンシステ△(ピ手

オテ,クス通信網サービス)は,ようやくサービス地域が全国K広がり始

めて込るが,一般家庭ヘの普及は,当初の期待に反して足踏み状態

にある。しかし,情報化社会の中忙あって,一般の人に分かりやす

仏文字図形情報を扱う新しいメディア"ビデオ予ゞクス"の持つ可能性.

重要性はますます広がって行くと思われる。

既存の電話線とテレビの活用というヲ管想、から始まった"ピデオテヅク

ス"は,通信ネヅトワークの多様化,情報に対する二ーズの多様化,様

様なメディアの開発と実用化,メディア統合と標準化の活動などと関連

して多様な展開をみせ始めている。このような状況の中で,当社が

進めようとしているピデオテ,,クスの現状と今後の方向につ仏て,本稿

では述ベるものとする。

2.ビデオテックスシステムの広か'りと当社の取組

ビデオ予ψスは,電話回線での伝送を可能とする情報の帯域圧縮方式

が技術の根底にある。この方式として,我が国の CAPTAIN方式

(charactor And patern Teleph0丑e Access lnformation NeいVor1ζ),

ゴヒ米の NAPLPS 方式(NOTtb AmeTican pTesenta60n Level pTO・

tocol syntax),欧州の CEPT方式(con{6rence EuroPξene des

Postes et Ta6Communications)が世界の標準と豆忍められ,'世界各

地で3方式のいずれかにより,様々な実用化の試みが行われている。

我が国でも, CAPTAIN方式による全国規模のシステムを目指して

ビデオチ,クス通信網サーピスが始主った。

当社では,ビ手オテ,クス通信網サービスの開始に対応して,まず一般

家庭向け利用者端末の製品化を行゛,ビデオ予,クスを,我が国の標準で

あるキャづテン方式によるシステム事業として展開する目標のもとに以

後の開発を進めてきた。現在までに,ビデオテ,,クスシステムを構築する

の忙必要となるものとして,利用者端末のみならず,情報入力装置,

情報センターも製品としてそろえてⅥる。現在,キャづテン端末の一般

家庭ヘの普及が足踏みしている原因として,端末が高価,使い1鋳手

が悪い(検索が大変),情報の内容が貧弱など,種々議論されてい

るが,やはり清報の内容が最大の問題と思われる。最大公約数的情

報にすれば内容が薄くなり,すべてを網羅しようとすれぱ情報が膨

大となって検索が大変である。そこで全国システムではなく,もっと

小規模システ△とすれば,焦点を絞ることができ,有用なシステムが

可能と思われる。将来は社会基盤、充笑し提供ソフトゥエアの発展に

より一般家庭ヘ普及すると期待しているが,当面は,地域的な,特

定用途向け,あるいは企業内のづライベートなシステムとしての利用が

主体と思われる。

以上のような考えのもとに現在当社では,スタンドア0ン端末とダウ

ンロードシステム,パソコンレベルの1青1最センター,ミニコンレベルの情報センター

応用の中小規模システムなど,ローカルづライベートピデオテックスbステ△に重

点をおき,更に将来ヘの発展を可能にするための各種製品群を用意

すべく開発を進めてきた。

3.ビデオテックスシステム関連製品の現状

3.1 スタンドアロン端末とダウンロードシステム

当社では,最小規模のビデオテヅクスみステムとして,スタンドア0ン形ピデ

オテヅクスbステム VSI00/200 を製品化したが,その後ビデオテックスを

取り巻く環境や用途も多様化してきた。そこでより多くの用途に対

応していくため,表 1.に示す核機能とソース選択との組合せによる

パリエーションの拡大と,通信機能付加による利便さの向上をねらった

スタンドア0ン端末を開発し,づライベートピデオテックスシステ△市場に展開し

ている。

3.1.1 スタンドアロン端末

スタンドアロン端末は,ワロ,,ビディスクによるデータベースを内蔵しており,

単独で情報端末の役割を果たす。すなわち端末自体がスタンドアロンビ

ゞオテックスシステムであり,最少規模のづライベートピデオテ,,クスシステ△であ

る。とのシステムは通信料が不要であり,手軽忙設置することができ

る。システムの用途を拡大する核機能のうち主な、のの内容は次のと

おりである。

(1)動画ミ.,クス機能

ビデオテ,クス静止画像データと連動してレーザビづ,ンづレーヤなどで再生

したスチル画あるいは動画とをスーパインポーズして,モニタTV に表示

する機能であり現実感に富んだ画面構成となるため,商品説明,観

光案内などに有効である。

(2)づりント機能(づりント用紙オートカッタ機能付き)

モニタTV に表示されている静止画を,動画ミ,クス機能有りの場合

は,加えて動画を各々ナJントすることができ印字終了後自耐伯りにづ

リント用紙をカットする。

3.1.2 ダウンロードシステム

スタンドア0ンビデオテックスシステムとして展開しているスタンドアロン端末の

数が多くなると,フロッピディスク交換によるデータベース更新は大変にな

る。そとで内蔵のデータベース更新をオンライン化するため,通信用の

ダウンロード機能を開発した。ダウン0ード機ヨ對寸きスタンドア0ン端末を公

衆電話回線でダウンロードセンターに結び,データベース更新をダウンロードセ

沢康雄、・塚越康裕一

コンビュータシステム測乍所34(69の*本社**

LIN

ゼデオテッナススタソドアロソ機能

2

枝

ダウソロード楼能

3

t司

核機能とソース選択

動画ミソクス機能

4

能

プリγ卜横能

(プリソト用紙オートカプタ桟能付き)

5 モニタ TVの増設桜能

6
音声出力機能

(動画画面併り

(】)

( 2 )

ソ

ラソク2

ラソク3

( 1 )

( 2 )

ス

データ通悟速度 1,20obps

2,40o bps"

選択

( 1 )

( 2 )

レーザビジョγブレーヤ

光動画デースクプレーヤ
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ビデオテックス情報入力装置

3・三、
、、、、、

L.1k之

くミミシ

卦夕Y

35 (697)

4多
フロッビディスク

日

VS210 Cバシリース

スタンドアロン蝿末
゛

(ランク2)

タウンロードシステム

^^^^^^^^

0

臼

ンターからオンラインで行えるように構成

したシステムがダウンロードシステ△である。

各種スタンドア0ン端末を利用したシステ△

構成を図 1.忙示す。

3,2 ミニ情報センターと口ーカルビ

デオテックスシステム

情報センター VC I00 は,パソコンを中

心に構成され,上邸却均小規模で,利用方

法も限られたユーザー(例えば,企業の構

内,市町本Dを対象としたづライベートビデオ

テゞクスシステムのための情報センターである。

図 2.にシステム構成を示す。

3.2,1 特長

情報センターの特長は次のとおりであ

VS230 Cバシリース

動画ミックス機能付き

スタン Fアロン塔末

(ランク2の鋼

ビデオテックスダウンロードセンター

〔司

《ミン

臼

VS310 Cバシリース

スタンドアロン端末

(ランク3)

、、、、
、、、
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互>手,(信舌三否
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図 1.スタンドア0ン端末とシステム桜汀戍

.

、、、、

.

日

'^

.

る。

(1)パソコンくMULT116》を利用した,

維持・運坐'が容易なシステム

(2)他システ△との互換性を重視し, C

APTAIN .PLPS に基づいた画像情報

とン

フりンタ

0 臼

VS240 C/Tシリーズ

ダウンローF,動画

ノクス機能付きミ,

スタンドアロン端末

(ランク2のみ)

(3) bステ△に応じて選択可能な,3種

類の回線接続方式(直結接続,専用線接

続,公衆回線接続)

(4)接続回線数の増設が容易で,最大16回線まで接続が可能

(5)ランク 2相当画面換算で3,000~5ρ00画面のファイル容量

3.2.2 機首E概要

情報センターは小規模とはいえ,情報センターとしての基本機能を

^

留

日

CRT

ディスク

ミ二

パソユン本体

VS320 C/Tシリース

フロッヒ

テ'イスク

ダウンロー F機能付き

スタンドアロン端末

(ランク3)

キーボード

ビデオテックスシステム・手塚・村上・膝本・三沢・塚越

回紳掬」御ユニツト

ミニ情報センター

モデムユニソト

ン再オ }忠木

図 2.

網制櫛ユニソト

一通り持っている。

(1)画像データ登録機能

フロ,引ξディスクから CAPTAIN画像情報に基づく, A情報・ C情報.

E情報・B情報をデータベースに取り込む。
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直接検索

機能名称

表 2.

分岐検索姻炊検索)

自動検索(炊画面自動呼出し)

情報センターの検索機能

後退

1 端太でのキー操作 1

記憶呼出し

'^

取り消し(キー入力の取り消し)

一字取り消し

(最終入力文字の取り消し)

画面番号

停止/再開(表示の一時停止)

目獣の呼幽し(総昌淡画面の呼出し)

画画番号の入力仕

4~9けた

綿

i゛

(2)画像情報検索・提供機能

端末からのりク1ストによりデータベースを検索し,端末に画像情報を

送出する0 検索方法は,表 2.に示すようにー一般のキャづテンシステムと

ほぽ同等であり,更に自動呼出し機能,記憶禁止.後退禁止制御機

能,ビルポード送出機能をもち,埋込み表示を含めた計算加工検索機
能も持って仏る。

(3)画像情報提供管理機能

提供期間忙よる端末ヘの画面提供可否判定(表裏画面管理)機能及
び画面ビとの閉塞機能を持って込る。

(4)端末管理機能

端未づ口ファイル識別により,端末表示密度に応じた画面提供管理,

端末放置時問監視による回線切断機能,更にそれに付随する端末ヘ
のメッセージ送出機能を持ってぃる。

3・3 ミニコン応用情報センターとプライベートビデオテックス
システム

ミニコン応用情報センターは,32 ビットスーパミニコンビュータ M70 MX/

3000 を採用した高牲能,高信頼性,ハイコストパフォーマンスの情報センタ

である。との情報センターば,特定地域内や企業内で独自の本格的

なピデオテックスシステム(づライベートビデオテックス白ステ△)を村当築する際の中

核となる0 また,国内標準のキ七づテン方式の採用により,今後,普

及の拡大するキャづテン利用者端末をそのまま使用して,容易にビデ

オテ,クスシステムを構築することができる。情報センターと利用者端末

とは公衆電話網,構内電話網,専用線を介しての接続が可能であり,

この情報センターを使ったづライベートピデオテックスシステ△の構成を図 3,
に示す。

情報センターは,利用者端末接続回線数と蓄積画面枚数の大小によ

り表 3・に示す 3モデルがある。情報センターのソフトゥエアはパ,ワケージ

化されており,導入と同時に運用を開始するととができる。運用に

は専門の操作員を必要とせず,また,白動運転機能による無人運転

も可能である。情報センターの機能には次の、のがある。

(1)利用者サーEス機能

利用者が利用者端末から会話形式で情報センターの蓄積情報をアクセス

するためのサーeス機能である。これには,情報検索サービス機能や

CUG (会員椒D サービス機能などがある。

(2)情報登録・維持管理機能

画面情報を情報センターの画面ファイルに登録したり,画面ファイルの

退

*・記憶

記憶

C箔報使用

再送

A, C情報使用

(スクローノレも含む)

取消

】0画面立で

゛

5画画立で

停ノ再

* 0#

ミニコン応用情報センター

述続取り消し可能

四

.^^^

公衆電話網

構内電話網

ーーーーーーーーーー 0

^^

ιニニ_

など

利用者端末

専用線

、

三菱電機技報・ V01.釦. NO.10.1986

利用者端末

図 3・づライベートビデオテ,,クスシステ△の構成

、

情報入力裴置

^

亀

利用者端末

VTX モデル 1

表 3.ミニコン応用情報センター のモデル

VTXモデル2

ノし

VTX モデノレ3

利用者端末接統回線数(回纓)

情報を更新,削除,参照する機能及び情報の提供期日などを管理す
る情報維持管理機能がある。画面情報の登録媒体はフD,,ビディスクで

あり,これは情報入力装置で作成される。

(3)センター運用管理機能

情報センターを運用管理する機能である。とれには,情報センタ_の

起動.停止を制御する機能,情報提供者や利用者を管理する機能,
有料情報アクセスに対する課金機能,サーピスの利用状況を評価するた

めのジャーカレ収集・分析機能,障害の監視機能などがある。

更に,ユーザー固有の業務込容易に組み込むととが可能である。こ

のよう忙,ミニコンを応用した情報センターにより,個々のユ_ザ_の

ニーズにマッチした経済的で,かっ柔軟性に富んだビデオテヅクス白ステム

を容易に笑現するととができる。

3.4 情報入力装置

ビデオ〒ゞクスbステムの運用開始時には,まとまった量の画像情報作成

が必要となるため,専門業者に委託することが多いが,運用段階で

は,必要時にすぐに情報を作成できるととが重要であり,事埜者自

身が情報入力装置を所有するケースが多仏。との場合の装置は,廉

価,簡便で素人に、簡単に使える必要がある。当社の情報入力装置

(V1100, V1200, V130のは,このような用途向けに開発されたも

ので,その特長・機能を以下に示す。

3.4.1 特長

(1)色鉛筆で絵を描く感じで図形入力ができ,なじみやすぃ。ま

た創作しながらの入力が可能である。

(2)Ⅵ200, V1300 は,利用者端末相当の画像確認装置を持ち,

16

32

64
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ラγク 名

2 ハイプリソド端末

3

称

4.利用者端末の種類

高富度ハイブリッド

プ舟オ司

4

表示画両

パターソ画面

コマンド端末

ノ{4 一γ画面

壯ード画面

5 高富皮ノ、イプリプド

=やソド端末

衷示窟度(横X縦ドソト)

(楳註り248×204

'

作成画像の徴細な表現上のニュアンスもその場てΥ心認できる。

(3)フォトグラフィック画像を衷示した状態で,文字情報の入力が可能

である。

3.4.2 機能概要

(1)対応ランク. V1100 はランク 2 及び 3 の文字専用, V1200 は

ランク2, V1300 はランク 2 及び 3 の画像入力機能を持っている。

(2)原画入力機能,夕づレ,,トから図形・荊色・属性・編集コマンF

を選択し,図形を組み合わせて原画を入力する。

(3)フ才トグラフィ,,ク情報自動変換機能,濳色整合性硫認,治色づ

ロック色統合,色とパターン分際tの自動変換を行V、,画素単位のマニュ

アル色修正も可能である。

(4)文字情報入力機能.仮名漢字変換による文字入力と,夕づレ

介マウスを用いた荊色属性指定,引用・移動などの編架機能を持っ

ている。

(5) DRCS(Dynomk址ly Rod.丘nobl. d担md紅 Set)入力機能

DRCSパターンの作成・ライづラリ化と第2水準漢字の DRCS 自動変

換機能を持っている。

(6)管理情報入力機能. A・C・E各情轍の入力機能を持ってい

る。

(フ)ファイル管埋機能.画像ファイルのライづラリ化,画像情蛾のコじ

, CAPTAIN 変換フロ,,eシートへの変換寸徒み込み機能を持って

V、る。

(8) CAPTAIN センターとのオンライン接続機能.回線アダづ夕付与

により,オンライン接続が可能である。

3.5 各種端末

利用者端末は,表示能力により表4.に示すように5段階に分類さ

れて仏る。当社では,現在ランク2,ランク3の機能を持った各種端末

を製品化しており以下にその概要を示す。

3.5.1 VT220

現右ヲ晋及している端末の大半を占める最も標準的なランク2の専用

端米である。 VT200 の後継機として製品化し,表示用専用 LS1を

採用するなど大幅な部品点数の削減を図ったもので,使用する上で

の使い勝手を杉え以下のような機能を持たせている。

(1)自動発信により,ワンタ,,チで10箇所の情報センターと接続可能

(2)短縮番号により,26画面まで呼出し可能

(3)テレビとの按統は, RGB/ピデオ/RF のいずれでも可能

ノく夕ーソ画Ⅷ

コード画画

ジオメトリプク画画

248×204 (纂卸D

496 ×204 ( 2 倍)

496 × 408 ( 4 倍)

2綿X204 (標準)

(4)インタレース/ノンインタレース表示切換可能

3.5.2 VT300

旅行代理店など業務用を対象としたランク3端末である。特長とし

て, CRT表示面を分省ル,標準密度画面を4画面同時に表示する,

端末多画面機能及び多画面表示時の任意画面固定表示機能を持って

V、る。

3.5.3 VA50

《MULT116》にキャづテン機能を卞リ川するための、ので,一部を除

きランク2/ランク3としての機能を持っている。左た画像情報をフロ

ツピディスクに記憶するととができ,言酎意画像情報のオフライン利用が可

能である。

3.5.4 VT 700 シリーズ

ターミナル駅など人の集まる場所に設匙する,不特定多数のお客を対

象とした公衆形端末で,自動発信機能を持ち,テレビ,ナルタ,キーホ

ード,更にづりント用紙を自到1拘に切断するオートカッタを組み込み,更

に種々のアナJケーシ.ン K対応できるよう次のような機能を判加する

ことができる。

(1)ピルポードメモリを内戚し,利用されていない剛はメモリ内の情報

を順次表示させる。

(2)課金のためのコインアクセづ夕内蔵

(3) JIS 規格の磁気力ード用の力ードリーダ/ライタ内蔵

(4)ビデオテ"ス通信網/公衆電話網/専用線のいずれでも可能

(標t趣)248 × 204

496 × 204

496×408 (4倍)

ノ{ターγ,ノコ

ード画血のみ

ターy端末

4,1 才、ツトワークのディジタル化に対応して

INS 計画で実現しようとするネ,,トワークは,64KbpS の全二玉通伝

を単位としており,既存の確話線を利用したデータ伝送に比ベ,そ

の伝送能力は飛躍的に向上する。この伝送能力向上を利用したピチ

オ予,クスでは,情報量の多いカラー肖然画や音声をも扱V、,利用者に

より便利な機能を実現しようと,研窕開発が進められて仏る。当社

では,これらの研究開発に互"回杓に取り組み,将来に向けての技術

蓄積を図るとと、に,実用化,製品化を試みている。

4.2 メディアの複合化に対応して

ピデオ予,クスの周辺忙は,文字多重放送,パソコン問通信など複合化の

可能性を持った幾つかのメディアがあるが,国陟剣内には,テレマティーク

端末の研究が CCITT を中心にして進められて込る。この端末は,

FAX, TELETEX, VIDEOTEX を複合化しようとするもので,現

在, FAX, TELETEX を複合化したミックスモードファ四クスの研究開発

が進んでぃる。ピデオテックスに関しては, CCITT の今会期忙,国際

交信の研究とともにテレマティーク端末ヘの研究が進むと期待される。

当社でもこれらの研究開発に参画するとともに,国際標準化の検討

にも協力している。

4 今後の方向

ビデオテ,クスシステム・手塚・村'上司嫉本・三沢・塚越

ビデオテックスは期待されるニューメ手イアのーつであるが,まだその器と

中味がぴったりしていない感じがある。今後は,より安い製品,よ

り便利な機能の開発巴ともに,どんな分野に使ったらよいかという

ようむ用途開発にも一層の関心を向けて仏かなければならないと思

つている。

5 む

_ーー、、ノ^"声、.r、、"J昆^、^ー、_ーー、"一『_.^_/r、、J.^^ J十、、コJ^"J-、、ノ昆、、ノ、『ノ、ノ「、コJ、ーノ、ーノ"」

す び

37 (699)

A
1

表

.
,
、"



特集

テレビ会議システム

1,まえがき

テレE会議とは倒鞆たった地点にある会議室相互を通信回線で結び,

各種通信メディア・機器を利用し,複数の参加者によって行われる会

議力式である。近午,企業活動の広域化,出張に伴う経費の増大,

エネルギー資源断絲勺の要詰,ビジネスにおける迅速な意思決定の必要性

などを背景として,企業などでテレe会議ヘの関心が高まっている。

一方,半導体技術の飛躍的な進歩やディリタル技術・電気通信技術

の発展に支えられ,ディづタル伝送路の整備と機器の低康化が進み,

テレビ会議システム導入の環境、整ってきている。ここでは,当社で

製品化しているテレピ会議白ステムについてその概要を紹介するとと

もに,最も特徴的な64Kb郡の伝送速度に落とL込んだ高能率符号

化画像伝送装置(以下,ビデオコーデックという)使用のシステ△,及び

そのビデオコーデヅクについて紹介する。

2.テレビ会議システム

橋本

2.1 概要

テレピ会議は映像を会議に効果的に利用するものであり,人物の動

き・表情・室の雰囲気などの動画像を対象とする方式と,文書・写

真・図面・小物サンづル・黒板などの静止画像を対象とする方式に分

けられ,これらを併用する場合も多い。三菱テレビ会議システ△は,

静止画タイづ 2機種と動画タイづ2機匝の計4機種を製品化しており,

目的・用途・回線状況など忙応じて使い分けられる。

通常動画テレビ信号をブイづタル伝送する場合,10OMbpS程皮の情

報レートを必要とするが,テレビ会議システムでは,動きが少ないなど

の性質を利用して高能率符号化を行仇,伝送コストの低減を図って

勉、・鈴木秀夫、・村上篤道".伊j爆

いる。当社は高能率符号化の方式として,ベクトル量子化方式を世界

に先駆けて実用化し,64KbpS の情報レートでも,動き追従性に優

れた良質の画像が得られるビデオコーデックを製品化し,システ△を提供

してきたが,最近,情報レート切換司能な新機種の出荷を開始した。

2.2 要求条件

笑際の企業活動の中では,種々の会議があり,すべてをテレビ会議

で代替することは不可能であるが,会議形態・用途などにより,テ

レピ会議は有効である。通常,テレピ会議己ステムの要求される条件と

して次の事項が挙げられる。

(1)画質,音質などの性能の良いこと。

(2)操作,運用に制約が少なく,簡便・容易であるとと。

(3)システ△コスト(初期費用)が低いと巴。

(4)運用,維持費用(ランニングコスト)が低いこ巴。

一般に動画方式では臨場感が必要であり,画像の動き追従性巴遅

延の少な仏ことが要求され,静止画方式では解像度,色再現性,伝

送時冏などが主な要求条件となる。音声については,りアルタイ△性と

音質,特にエコーやハウリングのな込ことが必要である。初期コスト対

策としては, LS1化などによるハードゥエア規模の低減,ランニンづコスト

としては,動画では圧縮による回線コストの低減が重要課題となる。

また性能と操作性につ仇ては,室の設計、含めて老慮することが必

要である。

2'3 システム構成

三菱テレビ会議システムの4機種について,その特長・構成などを

表 1.に示す。このらち,カラー動画タイづの標準パッケージシステ△にっ

いて,その構成を説明する。ビデオ系として,動画用のカメラは,全

景用に 1台とりモコンブゾ式のズー△レンズと回転台を備えた人物カメラ

枚**

日

伝送速麿(Kbps)

タイフ

伝送路

1」i

タイプ B (W)

伝送時冏(秒/枚)

用

公

9.6

力

衆

3.4 kHZ

伝送枚数(枚/秒)

表 1.テレビ会議システム各タイづ

σ叩入確')

映像恬号符号化力式

闘速

デバジタノレ

48

人物

h3

書西

60

DDX-C

1寺

止

9.6

120

人物

B (VQ)タイフ

3.4 kHZ

11川

38(70の*本社・絲情綴確子研究所

書西

12

ウイγドウカ式

・低コス 1

・加入電盾回線の利用鳥可

能(2.4Kbps)

・画面の上/下2分割伝込

が司催

1

1五i虫

ディジタノレ

48

24

-fi

DDX-C

50

孔lj旦!'

デ'ジタノし

64

タ'プ

10

力

・ RGB 力式による高粘彩な画像

・商速伝送

ベクトル呈子化力式

64~384

C

高辿ディジタノレ

8

動 画

タイプ

5~】0 枚/秒(64Kbps)

384~】、536

D

高速デ'ジタル

・電話 ICH分て・動画伝送

(動画伝送と Lて)

・国内唯一のシステム

ベクトル量子化力式

25~30枚/秒 G.5Mbps)

・フノレモーシ.ン動画

・他方式の2倍以上の圧縮

τι」
'π」
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1台で惜成し,動画送信モニタとして 15形カラーモニタを使用して込

る。

受信モニタは 98形の CR1モニタを使用し,づ口づエクタ方式より鮮

明な画像を得ている。静止画については,1打血カメラ,10形書画台

モニタ,及び28形 CRTモニタで惜成し,高解像度の静止画コー手ツク

に接続してφる。音声系は,マイク,スビーカー,音声制御装赴により,

ハウリング防止がなされており,回線速度に応じて,画像と別回線又

ニーー、、~ー~＼___ー/
"ー、ー、~ー・'~、.~~、_1:キ;を=;ごj二 1 -

は多重化して伝送される。回線との接続は,高速ゞイリタル多重化装

睡(TDM又は MUX ともいう)経由あるいは DSU インタフェースを

用いて,直接回線の DSU ヘ接続すること、可能である。コー手ツク

は回線の情報レートの 64~384KbpS に対応可能であり,音声コー手

リクの 16Kbp.,32Kbp.又は 64K、PS と,データボート,システ△制御

などの情報レートを差し引いた残りで画像の伝送を行うようになっ

ている。

2,4 会議室構成

通常の対面会議と同じょうに,自然な雰囲気で,快遭に,臨場感あ

ふれる会議ができるよう,室及びレイアウトにつ仏て,炊の老慮を行

つている。

(1)モニタの視距敵及び角皮

(2)カメラの設置位置巴座席配隆(特忙目線のナれに配慮)

(3)映像機器(カメラ,モニタ)と照明の関係

(4)音声機器(マイク,スビーカ→と音縛(反料,遮?野,ハウリング防

止など)の関係

(5)会議机の形状及び配置

(6)機器設置場所及びケーづjレ布設,空調

(フ)家具調度及び色調

とれらの事項は,コーデックや端末の性能を生かす上でも重要であ

る。

ノノ

才プシ"γ餘く

39(70D

項

図 1. Eデオコーデックの外観

表 2.ビデオコーデックの仕様

入出

101

口

力

診

イJ 号

像

解

NTSC/PAL カラー TV 信り

'"{

モ

内

1」ミ'

3.ビデオコーデック

前記テレピ会議システムに使用するビ手オコーデックにつき紹介する。こ

の e手オコーデックは,64~384Kb郡の経済的なディジタル回線を利用

して,動画,静止画,音声及びデータを効率的に多重化伝送するテ

レビ会議用の画像伝送裴置で,従来機種より小形軽最,高機能化を

、.i

動

符号化方式

棟

ド

入 出

32 KbP5

ADPCM CODEC

' 1!

力

ビデオフ'ソ

h1

信

夕端末ボ

芥

伝

・、ヌ1!;
両系数

J;ノ

グィナミック多段ベクトル呈子化

止

ラ'γバソタフェ

送

4kHZお1音戸信号(CCITT G刀4)

田4

336

If Ⅱ丁
ライソ数

符号化方式: CCITT G721 染提,遅廷調整付き

伝送速度"KbpS以下で捻別回鞍にて伝送

J世

336

卜

X

調

160

1」i11!

低述,

240

痩

X

騨」

賓

佛

2'4~"Kb那同期式(RS"9)

1ユ0obpS 非同朔式(RS 232 C)

672

] 20

X

ス

384~64 (56) Kbps (64K、PS ビとに設定可)

作

」1

テレピ会議システム・橋本・鈴木・村上・伊祺

120

X

V 11, V 35, RS 449.× 2]

環

図っている。図 1.にこのピ手オコ

ーデヅクの外観を示す。

3.1 装置の特長

表2.に装羅の仕様諸元を示す。

仕様,機能面からみた主な特長は

以下のとおりである。

(1)動画映像モードの切換

会議・電話など用途に適したシー

ンに応じて,標準・シネスコ・ピ手オ

フォンの3通りの動画像モードをス

イ,りチにより選択できる。図 2.に

とれらのモードの述いを示,、。テレ

ビ会議を目的とする場合は,標準

又はシネスコモードを用いる。標準モ

ドでは,336 画素 X240 ラインの

画面全体を符号化,表示する。シ

ネスコモードは画面の土下それぞれ

y4 を切り捨てており,336画素

X120ラインの中央部が符号化され

る。1画面の符号化対象画素数が

標準モードのν2 に力るので,動

きの追従性が向上,ーる。前者は人

物のクローズア,,づや会議室全景を映

すとき,後者は人物2~3人を横

に並ベて映すときに適している。

480

力

AC 85~132V, 170~265 V 50/60HZ

ぢ1
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240

ライン

336画素

一方,ビジネスの分野においては,テレピ電話による個人対個人形の

通信に対する二ーズ、高い。テレビ電話では,人物1人の肩上像が小

形モニタに衷示されるので,解像度はあまり浩K とる必要はなく,表

情・情感などを正確に伝えるため,動きの追従性が要求される。と

の奘置では,冉到象度 160 画素X120 ラインのピデオフォンモードが用意さ

れており,より動きのス△ーズな画像を再現することができる。

(2)高解像度静止画伝送

更に,上記3通りの動画映像モードの憾かに,テレビ会議に不可欠な

局解像度カラー静止画伝送麟能を持って仇る。図表,文字など詳細

な画像を伝送するため,解像度は672画素X480ラインを硫保してお

リ,ボインタも伝送できる。

(3)伝送速度の切換

伝送コストの削減,回線の有効利用のため,要求される品質,伝送

設備,使用回線などに応じて,伝送速度を 64~384KbpS の問で64

KbpS ビ巴にフレキシづルに設定することができる。

(a)標準モード

120

ライン

336画素

化)

図 2.

シネスコモード

動画映像モード

(4)その他

音声信号を 16,32,64KbpS の速度に符号化する音声コーデック,電

子黒板やバソコンのデータ伝送用ポートを実装し,システム制御タイムス

ロ,"を通して動画・静止画・音声・データの多重化伝送制御ができる。

また,回線障害によるシステムダウンからの自動復掃機能やマニュアルリフ

レ,,シュ機能,故障診断機能を充実させ,装置の運用性・保守性の面

にも十分な配慮が施されている。

3.2 画像の高能率符号化方式

ビデオコーデリクの構成を図 3.に示す。との装置は構成・機能上,図に

示すように入出力信号処理部,高能率符号化復号化処理部,伝送制

御部の三つの部分に大別される。送信側の各部の方式,性能につい

て特長を次に述ベる。

(1)入出力信号処理部

入力映像信号を輝度信号と二つの色差信号に分解し,符号化処理に

適した形式のディジタルデータに変換する部分である。前述の3通りの

120

ライン

ビテ'オ

入力

160画素

( C )

Y/UV

分離

ピデオフォンモード

A/D

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

フィルタ

7レ

フィルタ

送信
フレ~ム

メモリ

ダイナミック多段ペクトル呈子・化

ビテ'オ

出力

DVQ

符号化

Y/UV

合成

DVQ

復号化

D/A

動き

適応、
フィルタ

井置

フィルタ

受信
フレーム

メモリ

AVQ

符号化

付号化

制御

40 (702)

フレーム

AVQ

復号化

ホスト

フィルタ

メモリ

可変長

符号化

Lオブノ,江

入出力信号処理部

送信

バッファ

音声

入力

テータ

端末

DVQ

復号化

音声

出力

送信
フレー

ミング

日1.ユ

コーテノク

動き

適応
フィルタ

送信

インタ

フエース

AVQ

復号化

データ

端末

フレーム

メモリ

オフノヨノ
L--J

システム

制御

図 3.ビデオコーデックの構成

受信

バノファ

ディジタル回線

高能牢符号化復号化処理部

可変長

復号化

コントロール

ユニソト"

再仟
テワレー

ミンク

受信
インタ

フエ^ス

DVQ

AVQ

Dynヨmlc vector Quantlzer

Adaptlve vector Quantlzer

ディジタル回線

伝迭制御部
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動画映像モードに対する帯域制限,サづサンづルなどの手

イジタル信号処理はすべてこの部分で行われる。また、

高仰碕象度静止画モードでは,入力画像を 4枚のサづフィ

ールドに分割し(図 4.),各サづフィールドについて同ーサ

づフィールドを数回繰扮長しながらサづフィールド問符号化

を順次実行することにより,動画と同一の手法て"号

化を行うので,符号化ルーづ内のフレームメモリ容量を入

力画素数の y4 ですませることができる。

送信フレームメモリは,映像信号速度と符号化処理速度

の速度変換パッファとして動作する。動きが激しく,符

号化情報発生量が急激に増加した場合は,符号化処理時問が長くな

リ,自動的に入力こま価め落としが行われるので,後述の遡言バ,,フ

ア容量を小さくすることができる。そのため,伝送遅延冕が小さく

なり,双方向通信の応答性が向上する。

(2)高能率符号化復号化処理部

この装置の心臓部ともいえる部分で,ダイナミ,ク多段ベクトル呈子化

方式による高度な高能率符号化技術が応用されている。同方式は,

動画像の時問的,空問的相関及び人問の視覚特性を積極的に利用し

て信号の超圧縮を実現したもので,伝送速度64KbpS にて侮秒10

枚程度のカラー動画像を符号化伝送できる。初段のダイナミ,,クベクトル

呈子化器は,過去の符号化済みフレー△内の位置シフトづロックと汎用

の平均値づ口,,クから出力ベクトルセットを逐次生成L,ベクトル量子化

を実行する。位置シフト情撮は被写休の動きに対応するパラメータで,

二次元の移動ベクトル忙より表現される。動き適応フィルタは,画而

内の静止領域の画質を維持し,動領域で生じた符号化ノイズのみを

除去するためのフィルタで,平滑化特性が移動ベクトルの長さにJ'づ

き局所的に制御されるのが特長である。

次段の適応ベクトル量子化器は,入力画像と動き適応フィルタ出力

画像との差分信号を小づ口,,クに分割し,平均値分籬正規化ベクトル量

子化を施す。同手法は,汎用性・実用性に優れたベクトル量子化手法

であることが知られており,画像信号の超圧縮を実現した基木の技

術である。正規化の段階で得られる小づ0,,ク内平均値と振幅利得を

用いたしきい値判定により,差分信号の大きさに応じて条件刊き画

素補充ある仏はベクトル量子化のどちらかが選択され実行される。実

行された結果は,次フレームの符号化のためフレームメモリに舌引意され

る。

以上のようにこの方式では,初段の出力として位置シフト情蛾(又

は平均値情報),次段の出力として条件付き画素補充情報とベクトル

量子化情報(平均値,振幅情報を含む)の3種の情報が伝送される。

送信バッファは,これらの情報を伝送速度に適した一定速度のビット

列に変換しながら送出する小容量のバッファである。また,条件付き

画素補充の判定しき込値を動き量推定を行いながら適応的にフィード

バ四ク制御することにより,情報発生量の平滑化を効果的K行ってい

る。

①④①④・
②③②③・

480

ライン

672画素

. 0 .

.

.

.

. .

(3)伝送制御部

速度平滑化を施された映像データを音声データ及び伝送制御用の各種

ブータと多重化し,フレー△長 320 ピットの冏定長パケットに変換しなが

ら伝送路に送出する部分である。音声データは,伝送速度に応じて

16,32,64K、那の符号化速度に圧縮されている。伝送制御用デー

夕は,送受信の伝送同期硫立のための同期符号,映像同期硫立のた

めのへッダ,及び符号化制御パラメータなどで枇成される。電子黒板や

パソコンのデータも多重化することができ,とれらすべての多重化デー

夕に対して誤り訂正機能を持たせるために(319,301) BCH符号

が付加される。更に, DES を用いた碕弓号化を行い,通信の機密性

を保護している。

240

ライン

・^.

図 4.高解像度静止画伝送力式

336画棄

①

②
③

4.むすび

テレビ会議システムは,咋今の企業の OA化の進展と,会議の効率化,

経済化ヘの強い関心,社会経済のスeード化ヘの対応などから,大き

な期待が寄せられており,今後更に遵入が進むもの巴考えられる。

当社の最新のシステムについて紹介したが,今後は,ハードゥエアの

より低価格化,高性能化とともに,利用面として同時多地点会議な

どのより肩効なテレピ会議システ△と,64Kb那交換網ヘの接続など

によるより広域化を目指して,開発を進めるとと、に,画像の高能

率符号化技術は,テレビ会議のみならず遠隔監視システムや災害中継

システ△などの応用分野があり,用途の拡大も図ってゆく予定である。
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実馬余データ解本斤を支援する会話升郷升究農動化システム

大学及び企業の研究室などにおける実験研究活動は,近年,扱うデ

ータ量の増大化,多様化,データ解析方法の高度化により,ますます

複雑化してきている。このため,研究岩はブータの収集.解析の準

備に多くの時問を費やし,本来の研究活動を制約するまでになって

仏る。このととは,測定器0計算機の進歩Kよっても根本的に改善

されて込なφ。各種測定器を計算機につなぎ,測定器と計算機に処

理を行わせるととにより,研究者の本来の研究活動以外の雑事に対

する負荷は確かに嵯減された。しかし,との場合でも実際忙はデータ

管理,データ解析・作図などのづログラム製作に多くの時冏を要すると

とになる。更に,専門家ではない研究者がづ口づラム製作時に犯した

誤りのため忙,研究活動が大きく阻害される可能性もある。

このため,基本的にづ口づラム製作しなくとも,データを管理,解析,

作図することのできるシステ△の提供が切望されている。このシステ

△によって,初めて,研究活動の自動化(ラボラトリオートメーシ,ン. L

A)が可能になる。

とれ忙こたえるため,このたびスーパミニコン《MELCOM70 MX/

300ので動作する会話形研究自動化システム MALITAN(M丑SU嚇SM

Automated L且boTatoly-1nteractive TO0IS Analysis)を新た忙開

発した。これは,実験データの処理を試行錯誤的に行うための,会

話形式で入力・実行される体系化されたコマンド群をもったシステ△

である。また,研究者自身がづラフィ,クディスづレイ端末を利用して,

データの検索,操作,角羣析,表示を迅速に行らことができるとと、に,

各分野の研究活動ヘの拡張性にも富んだシステ△である。以下にそ

の概要を紹介する。なお,以下では会話形研究自動化システムMAL

ITAN は MALITAN (マリー 1イェヌと呼ぶ)と略称する。

まえがき

荻野義 小巻

ている。このうち,あるシステムは機能的に会話性(使い勝手)を重

視し,あるシステムは解析機能を重視している。だが,現在まで,会

話性,多解析機能の両方を十分に満たすシステムは抵とんどなかっ

た。

2.2 新システムの必要性

スーパミニコンの新機種として開発された《MELCOM70 MX/3000》

にお仏て, CAE (computa Aidod E刀gineering)分野における多

くの研究者の作業のためには,前述の LAシステ△をもつことが必

すψ動である。しかも,ユーザーの高仏二ーズを満たすため忙は,従

来の LAシステ△を超える機能を、つシステムの開発が必要であった。

そこで,会話性と豊富な解析機能という両方の利点を備えた上に,

拡張性をより充実させたシステ△を UNⅨ判環境忙構築することに

なった。 UNⅨは《MELCOM70 MXノノ3000》のオペレーティングシステ

ム(OS60/UMX)として提供され,会話性に富んだものである。

隆、・月館字父子、・山崎明子、

2.1 既存 LA システム

現在,前述のラポラトリオートメーシ.ンを目的とした会話形の手一夕処理

システ△として,数社からりりースされているものの

多く含まれて込る機能をまとめると以下のように

なる。

(1)データ解析機能

実験データに対する統計処理,信号処理

(2)データ管理機能

データの検索,条件抽出,加工,変更

(3)データ表示機能

データのご次元的,三次元的衷示,づラフ化

(4)その他の機能

マクロコマンドの作成と実行。過去に入力したコマンド

列の再実行

全体として,会話的に入力・実行される多種0

多様なコマンド群により,研究活動の自動化を図っ

2.開発の

前述の事項をふまえ, MALITAN は次のねら込で開発された。

(1)りレーシ.ナル形データベースの採用により,データ管理を容易にす

る。

(2)データ解析のためのコマンドを多数用意する。

(3)上記コマンドでも不十分とする分野のユーザーのために,容易

に機能拡張できる手段を提供する。

(4)手一夕を簡単・迅速にグラフ表示するコマンドを用意する。

(5)独肖のコマンドインタナJ夕を作成し,簡便,柔軟なコマンド体系

による試行錯誤的処理及びその処理の再実行を可能にする。

3.開発のねらい

42(704)*コンビュータシヌテ△婁U乍所

MALITAN のハードゥエア橘成は,図 1.に示すとおりである。《M

ELCOM70 MX/300のとしては,主記憶4Mバイト以上,固定手

イスク 135 M ハ'イト以」ニ,グラフィ,,クディスづレイ端末 1台が必須である。

グラフィ,,クディスづレイ端末としては,当社製の 20inch カラー CRT の M

蓼本構成

MELCOM70

4

MX/3000

構 成

科学技術

計算

プロセソサ

CRT

タフレット

日本語
機構

XYプロソタ

図 1.ハードゥエア構成
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4381-2C のほか1て,セイコー電子製 14inch カラー C

RT の GR1104 (GR Ⅱ05)が利用できる。また,

オづションとして,夕づレリト,づりンタ, XY づ口、ワタ(当

社製M213のを利用することができる。

オづシ.ンとして,との抵か忙科学技術計算づ0セ

四サ(SP)を利用し,演算処理を高速化することが

できる。この場合には,科学技術計算づロセヅサの

ほかに,キャ,,シュメモリと高速主記憶 512K ハ'イト以

上が必須となる。

更に,スレーづづロセリサを付加し科学技術計算づ口

セッサでの処理をスレーづづ0セッサ側で行わせること

により,より一層の演算処理高速化が図れるよう

に配慮Lてある。

ソフトゥエア構成は図 2.に示すとおりである。 M

ALITAN は基本処理を行う本体部のほかに複数

のタスクから楢成されている。このほかのソフトゥ

エアとしては,オペレーティングシステム(OS)とりレーシ

ヨナル形データベースRDBASE が必要となる。

5.1 会話形処理

独自のコマンドインタづりタを UNⅨツールである SheⅡの機能にt佐じて

構築した。これ{Cより,グラフィヅクディスづレイ端末から入力されたコマ

ンドを MALITAN のコマンド文法に従って会話的忙解釈・処理する

ことを可能にした。 MALITAN標準提供コマンドの総数は,約 1?0

個であり, UNⅨコマンドに似た形式にしてユーザーになじみゃすく

した。また, CRT画面の表示は,操作性の点から画面をグラフ表示

のためのグラフィ,ク画面とコマンド入力のためのキャラクタ画而に分割

し,それぞれが独立して動作するようにした。

5.2 実験データの統一的管理

笑験によって得られたデータは,統一的に管理・運用されねぱなら

ない。このために,図 3.に示す実験データベース(Expetiment Data

Base/EDB)を構築した。このデータベースは, LASSシステムの概念

を踏襲しつつ,りレーシ.ナル形データベースを採用することにより,デー

タベースの作成とデータの検索・抽出などを容易にしてφる。また,

データベースの一元管理によって実験データの共有化を図っている。こ

の憾か,実験データ内各項目の属性管理も行って仏る。

5.3 データ解析機能の充実

実験データの解析において,統削'呈の計算,スペクトル解析,ディジタル

フィルタなどの統計処理,信号処理をそのデータに施すととは不可欠

である。 MALITAN では,このような処理のうち,多くの分野で

用仏られるアルゴリズムをコマンドとして多数用意してある絲り50個)。

このため,データが用意されていれば,即座に解析作業を行うことが

できる。解析機能の主なものを以下忙述ベる。

(1)統計処理

・基本統計量(最大・最小,平均,標準偏差),度数の計算

・平均値の差の検定,重回帰分析 etc

(2)信号処理

・高速フーリェ変換(FFT)

・相関関数,共分散関数の計算

・パワースペクトル,コヒーレンスの言十算

t一
クラフィック

5

MAUTAN

本体部

主な特長

ユーザー

help

プロセッサ

mt1Πf

プロクラム

50ftcopy

フロセッサ

I RDBASE

実験一ーーー」
データ

ペース

r ヲ

XYブロ y夕

図 2.ソフトゥエア擶成

〔コ
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She11コマント
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フログラム

」一.

本システム

必須ソフトウェア

EDB

検索項目表

Entry F11e

.テイシタルフイルタ

データベース

検索用ファイル
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EDF定義

精報ファイル

D3ta F11e(EDF)

EDF

etc

二1

EDF

(3)その他の処理

・三角関数,対数,指数,絶対値

・四則演算,一次変換,問引き,平滑化.k

5.4 グラフィック機能の充実

ヲミ験及び解析データはグラフ衷示することによって,その特性をより

明硫に表示するととができる。このため,データのグラフ表示を容易

に行うためのコマンド(約40個)を用意した。直交座標,極座標によ

EDB

EDF

二2

Experlrnent Datヨ Ba5e

Experlment D3t3 F11e

図 3.実験データベース(EDB)



る二次元グラフはもちろんのこと,三次元のパース図,断面図,等高

線図など、用意してある。更に,日本語表示ができるため効果的な

グラフを作画できる(図 4.,図 5.,図 6.)。グラフィヅク機能の主な、

のを以下に述ベる。

・座標軸(対数蝉1を含む),林子,直線表示

・データ表示,データ補問

・文字列(漢字を含む),凡例表示

・色(7 色),線種(5 種),センターシンポル(11種)の設定

・三次元曲面表示(パース図),等高線図,断面図

・矢印,寸法線表示 etc

とれらのコマンド群により,きめ細かくグラフ表示ブ丁法を指定する

ことができる。また,表示方法を細かく指定しなくとも,標準グラ

フパターンに従V、,直交座標グラフあるいはヒス"'ラムを作成できる自

動作画機能が用意されている。更に,作成したグ

ラフのイメーリをデータとしてディスクファイルに保存

しておき,後日,グラフィックディスづレイ端末あるいは

XYづ0ツタに再表示するととができる低か,グラフ

イ四クディスづレイ端末に表示されているグラフをその

まま XYづロリタに出力させるソフトコビー機能が用

意してある。

5.5 コマンド拡張機能

前述までの基本機能忙加えて, MALITANでは

多くの研究分野におけるユーザーの二ーズを満たす

ため,以下に示すコマンド'拡張機能をそなえてい

る。

(1)定型的処理の効率化(マ夘機能)

会話形処理システ△においてデータ解析を行う場合,

一連の操作は幾つかのコマンドの積み重ねによっ

:グラフ例

40

GRnpH Na。3

20

て実行されるものである。そこで,とれらの一連

のコマンド列を改めてーつのコマンドとして登録し,

以降はこの新しいコマンドを1行入力するだけで

一連の処理が実行されるマク0機能を用意した。この際,パラメータを

引数化することができるので,定型的な類似処理がパラメータの変更

だけで効率的に行える。また,コマンド列をそのままマクロ化するは

かりでなく,各コマンド問の実行制御を行うと巴ができる(H文,

While 文, unti1文, for 文 etc.)(図 7.)。

(2)コマンドの再実行化ストリ機能)

試行錯誤的に解析を行って仏るときには,過去に入力した手順を再

び繰り返し,同じ処理を行うととがよくある。このために, MALI

TAN では起動後から入力されたコマンドを覚えている。この機能忙

より,過去に入力されたコマンド列を再実行するととができる。また,

単に再実行するぱかりでなく,コマンド列をスクリーンエディタにより編

集してから実行することが可能である。更に,前述のマクロ機能に

より,記憶されているコマンド列をマクロ化することができる。なお,

記憶されるのは正常終了したコマンドのみであり,異常終了したコマ

ンドはミ引意されない。このため,誤りを二度繰り返すととがなくな

る。

(3)ユーザーづ口づラムの起動

多様化している種々の研究分野にお込ては, MALITAN標準提供

コマンドの組合せだけでは不十分な分野もあり,ユニークな解析手法を

必要とすることがあると老えられる。このため, MAUTAN では

ユーザーの作成したづBグラムを標準提供コマンドと同じょうに起動する

0

測定デー汐
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0.00

13,16

28.32

39

50.00

フ

4.0

0.00

,0

100.00

ことを可能にした。起動時には,パラメータを与えるととができる。

また,づログラムだけでなく, UNⅨの Sh.Ⅱコマンドも同様に起動で

さる。

上記のマクB及びユーザーづBグラ△の MALITANヘの登録操作は容

易である。単に,登録するマクロ及びユーザーづログラ△をシステ△ブイレク

500.00

D月T月 X

図 6,等高線図

900.00
10**-1

0
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図 4.二ご次元グラフ

図 5.三次元パース図
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S]

1"

0

f i

トリ(MALITAN インストール時に設定する)下忙移すだけである。登

金呆にお込て,煩わしい操作は一切不要である。このコマンド拡張機能

により, MALITAN のコマンドをユーザー白身の手て、助やすことが可

能となる。

]

S]

b1

S2

S2

SBUF

6.使用形態

MALITANの使用形態としては,その使用規模により三つに大別

できる。

(1)小規模使用

少数の研究者で閉じた使用をする場合である。各研究者は自由に

MALITAN の全機能を用い,単独あるいは既存システムと組み合わ

せて使用する。これにより,研究者は手軽忙実験手一夕を解析でき

るため,短時冏で結果を導き出せるようになる。

(2)大規模使用

ーつの研究を多人数で,分担・協力して行う研究に使用する場合で

ある。既存システムへの組込み,ヨマンド追加(ユーザーづログラ△の接続,

マクロ化)などのシステムの最適化は一部のシステ△管理者によって行

われる。このことにより,一般の研究者はづψ'ラム製作から解放さ

れ, MAUTAN をその研究のため忙作られた専用の解析奘置とし

て,づ口づラム(ソフトゥエア)を意誥せずに扱えるようになる。つまり,

研究者は単にキーボード,夕づレ,,トを用込て数個のコマンドを入力する

だけでゞータ匁早析を行V、,その結果をグラフとしてづラフィヅクディスづレ

イ端末, XYづロッタに表示できるのである。

どちらの場合でも,研究者は従来の煩わし゛手一夕解析のための

準備作業を俳れ,本来の研究活動忙専心できるようになる。

図 7,マクロ例
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表 1.コマンドー・覧(抜料り

デ→スク.主メモリ問データ転送

データの複写

データの結合・分離

ユーザー支援

デパソク支捉

基ホ統計量計算

重回帰分析

フーリエ変換

相関関数・共分散関数

スペクトノレ推定

デH ジタノレフールタ(nR, FIR)

冬種関数

剛引き,平滑化

色.染蒜指定

序標軸衷示

データ裟示

桃子・ハソチソグ支示

一次元曲面表刀て

等商線・断面去示

標*グラフ・ヒス 1、グラム作図

Corre, cova

P0工Verj cTOSS

Ht{1,{iTfl

S1τ】, COS,10g,

ttexo, windo

C010r, slin

axlsx, axlsy

dot, cline

Iatt, ha杜

Pet

Conto, sect

graph, m11ist

桜 立E

e工P

」】 UNIX 捻米国 AT&T 社ペル研究所が開兆Lたオペレーティングシステムである。

フ.応用分野

MALITANは研究活動における研究者の計算機に対する負荷を大

幅に韓減させるための、のであり,その適用分野は限定されない。

特忙,手一夕呈の多い分野忙おいて,その効果は大きくなる。 MAL

ITAN の利用方法としては,種々のものが吉えられる。例えぼ,

MALITAN はデータを管唖・解析するシステ△だが,データ収集シス

テ△を MALITAN にコマンド拡張機能く所包み込むことにより,データ

収集から解析・作図(レボート作成)に至るまでの・一貫したオートメーシ

.ンシステ△の拙築が可能である。

8.むすび

研究活亘のにおけるオートメーシ.ンbステ△である会話形研究冑動化システ

ムMAUTANの拙成と特長の概要を紹介した。詳細な実現方式に

つぃては省略したが,オペレーティングしステムである OS60ノノUMX の

UNⅨ環境を最大限に利用してある。また,閉じたシステ△になら

ないように,常にみステム拡張性を重視してある。このため,今後,

多くのユーザーにより,多くの研究分野で利用されることを期待する

ものである。

実験手一夕解析を支援する会話形研窕自動化システム・荻野・小巻・月館・1邱崎



LCDコントローラ内蔵ワンチップマイコン
《MELPS740シリーズ》M50930・XXXFP

1.まえがき

液晶表示装躍(以下, LCD という)は超低消費電力の表示素子であ

リ,ボータづル機器に特Kよく用いられる傾向がある。したがって,

これを駆動する LCDコントローラ内蔵マイコンも低消費電力化が要求さ

れている。現在との種のマイコンは 4ビット機が主流であるが,今後

機能の高度化が進展するにつれて 8ビット機も増えてくると考えら

れる。

当社のオリジナルCMOS8 ピ,,トワンチッづマイコン《MELPS 740 シリーズ》ω

は応用分野別に高度に専用化した周辺回路を搭載して活発な品種展

開を行っている。本縞では同シリーズの1品種として開発された

LCD コントローラ内盧こ8 ビサト CMOS ワンチ,ワづマイコン M50930-X X XFP

について紹介,、る。

2,製品概要

M50930・・X X XFP は, LCDの制御機能を備えたROM4Kパイト,

広瀬進
*

RAM 128パイトの 8 ピットワンチ,ワづマイコンである。 nウェル方式の CM・

OS シリコンゲートづロセスで製造され 80 ピンづラスチ,ワクモールドフラ.りトパ,ワケー

ジ 1て収められる。図 1.にチゞづ写真と図 2.に内部俳成を示すづ口

ヅク図を示す。 M50930-XXXFP は高速用巴低速用の 2系統の発

木

クロソク入力

X IN

務、・山口乎'史、・上原俊晃*

クロック出力/シンク出力

X。Ⅲ/SYNC

クロック発生回路

"、、;〕「

"y警ず'器・・,"'・亭毒1三;'〒淑.、,t孕_、、、;Ξ孤t・具"で.9葬茨、'ぜR

1二鄭N
、"_、、1 ヨ亘,、 L

、1亀IL I^,Jヲ盤'・

割り込み入力

INTI
ーヨ的一

_a

リセット入力

RESET

RAM 128バイト

(5V)

VCC

"A+゛,ご二ゞ1't-t-一主に'、輩'輪.1喜二之"で,宝ぜ会む威弐'畢?窒ミiヒ'支J之

CPU

LCD DATA MEMORY

(OV)

VS5

図 1. M50930-X X XFPチヅづ写真
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振回路を持って゛る。タイマは 5本あり,

タイマ TI, TB,13 は 8 ビ,コトのづ口づラマづル

カウンタて、づ0グラムにより 16 ビ,ワト.24 ビワ

トカウンタも構成可能で,そのオーバフ0一信

号は CPUヘの郵1り込み要因となってぃ

る。なお,タイマT1は LCD のフレー△周

波数発生に使用され,タイマT.はシリア

ル1/0用クロック発生忙用いられる。タ

イマ T', T0 はカスケード1芽涜されたづログ

ラマづルタイマで,16 ピ,りトカウンタやイペントカ

ウンタとして使用できる。シリアル1/0 は

8ビリト同期式を 1本,更に LCD 回路

をもって込る。仕様概略を表 1.に示

す。

基士兪令歎

兪令尖行時問

項

3.1 LCD コントローラ

LCD を駆動するためのパイアス(1P,113)

と時分割(2,3,4)を設定する制御レ

ジスタを持ち,ソフトゥエアによって選択で

きるようになっている。また実際の表示

けたが少なくセグメント端子のうち, SEGれ

~SEG肌が不要の場合は同出力端子を通

常の入カボートP↓として使用することが

できる。 LCD を駆動するためのフレーム

周波数は,づログラマづルタイマT1 と分周号号

クロック最高周波数

3

メモリ客量

製品の特色

I ROM

n

入出力Nート

M50930-X X XFP仕様概m名

RAM

P山 Pb

シリ丁ノレ1/0

永イマ

ゆ 1-1
SEG 出力

COM 出力

69

サブノしーチソネスチソグ

2 μS (最趣命令,クロック刈疲数 4入IHZ 時)

割り込み

から作られる。

M50930- X X XFPは1伎大32 × 4 =128

tづ""ト(8 。tづメ"ト]6けた分)のLCDまで!躯

動可能である。

3.2 低消費電力化

CMOS製品において低消費電力をねらう場合,貫

通電流を減らすととと,高速で動作する部分を減

らすととが原則である。応用製品を考えると,不

使用時に低消豊篭力で時計機能だけを動作させる

などと込う場合が多い。とのときは常時動作する

部分は発振回路とタイマと LCD 回路だけでよく,

CPUは1秒忙1同表示の更新などを行って他の

(VCC=5 V工10%時), 1.1 MHZ (VCC=2.フ~4.5V 時)43MHZ

クロプク禿生[叫路

入出力

4,096 バイト

碓源暹圧

入

128 ノぐ'ト

力

8 ビソト X4 (CNIOS)

池費雄泣

8 ビット X I (SEG の一都と殻用)

32 ビソト X ]

商池動」作時 VCC=5V

4ビフトX]

入川力1寺性

自,

8ビ

低迭動{乍11ン

ト 4 イマ X3(シリブル 1/0 に使用鉾捻 X2),]6 ビ"トタバ,x y8ビ ノ

STOP Eード11寺備1砧

ト X I

最大"段

ノ、出力耐冠ル

メモリ拡彊

VCC=5V

外部割り込み 2,内部夕'ヤ割り込み3 (又け夕'々X X2, SI/OXり

動作周囲遍皮

2 詞1路内朕(セラミック共"モ子,永品共振子外付き)

出力禿流

衆子構造

(クロソク停止"RA!V1保}寺電雄は 2~5.5V)2.フ~5.5 V

ノ;ツウ'ーシ,

時冏は停止していてよい。また, CPUの処理呈

も少ないので,発振周波数は低くてよい。

M5仭30-XXXFP は,このような応用に最適に対応できるよう

通常のメインクロック発生回路XⅨ一×0切のほかに,低速のクロヅク用1て

消費電流の少ない発振回路XC郡一XΦN(P訂一P部)を備えて仏る。こ

れはタイマのカウント源としてだけでなく,マイコンのカステ△ク0ツクと

しても使用できる。すなわち,通常システ△クロ四ク厨波数はj(Xぴ)沌

であるが,づ0グラムで切り換えるととにより f(X改N)12 になる。

XIN に 1~4.2MH.程度の共振子を接続し, XCⅨに 32.768kH.の

水晶を接続するなどの使用法が老えられる。 M50930-XXXFP は

発振回路をソフトゥエアでオン・オフできるほか, CPUだけが停1ヒする

WAITEード,発振回路も含めてすべて停止するSTOPEードがあり,

消費竃流を必要最低限にコントロールするととができる。これらにつ

込ては,後抵ど応用例を示す。

31nA (クロノク燭1女数 XI× 4 M{・1Z 孫4UゞD

注'8ビ,トタイ寸2段(タイヤT" TD

2. M5四30-X X XFPEードと消費冠流表

45 μA (クロ,ク周'ミ数 XCIN 32kHZ 標弓姉幻

1μA (クロソク停止時最大仙)

5V

10Ⅱ=-2mA (V0打=3V)

動作モード 1

10ι=]omA (ν0ι=2V)

プルアップ電流
力電圧 OV)

通窃動作

^ J1二

- 10~+70゜C

CNIOS シリコソゲート

80ビソブラスチソクモールド

低込動作

/(xh→=4MH.

-35μA~-150μA,ーフ0 μA Typ (VCC=5V,人

j(×1N)=1MHZ

f(X,N)=OHZ

メ(XCJ入)=32.8 kH.

工UAIT

メ(X/N)=4MH.

STOP

メ(×1N)=1MH2

北指定のなφ場合捻珂岡1註厘一10~十70'C

メ(×1N)=0 壬IZ

メ(XCJN)』訟.8kH.

件

LCD コントローラ内戯ワンチリづマイコン《MELPS 740 シリーズ》 M50930-X X XFP ・広瀬・三木・山口・上原

ブラノトパッケージ

j(XJN)=OH., f(XCIN)=ofb

VCC=5V

VCC=3V

VCC=5V

VCC=3V

標津 3mA

;生二

t巳

VCC=5V

標遂 0.4mA

VCC=3V

VCC=5V

VCC=3V

1陳

標津 45μA

ξ1{訟↓. 18 μA

匙

,冥断11

VCC=3~5V

SEC。 65

SEG噐 66

SEGコ1 67

孫津 0.2mA

ImA

流

標評

標津 4μA

20μA

洗iι、1 1 μA以下,70゜C I0μA以下

0
'又喜 M50930- X X XFP

0

1^朋
1 2 3 45 6 7 89 」0 11】? B Ⅱ 15 16 リ]8 19 和?1 ?2 お 2゛
ξ冉υlm m 010コ{ハ岳 010600 一亡一ι'=< 0 勺勺勺で勺勺

=
DCODO000〔」ヌ王Ξ二Ξ」.→]^「、、、、、、、、、、、、、、、、

闇暖NI

XXXXXX

図 3. M50930-X X XFP端子接続図
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また, M5仭30-XXXFP は電源電圧

範囲が2.フ~5.5Vなので,特に低電圧領

域では電流込更に減少すること巴相主っ

てハンディ機器ヘの搭載が容易になってぃ

る。表 2,にモードと消費電流の関係を示

す。とのように M50930-X X XFP は,

高速を要する処理から低消費電力動作ま

で対応可能である。

3.3 端子の有効利用

M50930-X X XFP のパッケージの端子数

は80本と多い部類に属するが, VU~

V13, COMO~COM3, SEG。。~SEG幻の

39本は基本的にICD制御用の端子であ

リ,残りは 41本であるから通常の入力

・出力端子は《MELPS 740シリーズ》の巾

ではむしろ少ない方である。 M50930-

XXXFPの端子接続図を図 3.に示す。

・一般にあるー・つの応用システムで, LSI

の持つすべての機能が使用されるととは

少ない。そこでLS1では複数の機能を

1本の端子で共用し,用途に応じて切り

換えて使用するととがよく行われて込る。

ダづルファンクションと呼ばれているが, M

50兜0-XXFP 忙お込てもとの方法を最

大限に用いることにより,システム設計者

に端子不足をなるべく感じさせないよう

配慮した。以下, M50兜0-XX XFP に

おける実例を述ベる。

ポート PO~P3 は各 8 ビ四卜の入・出カボ

ートであり,方向レジフ、夕と呼ばれる内部

レジスタの設計値により,1端子ビとに入

力か出力かを設定するととができる。ボ

ートP3は更に割り込み入力,タイマ入力,

シリアル入出力,低速クロ四ク用発振回路と

共用の端子になっており,必要に応じて

これらの機能を使えばよい。ただし,そ

の分だけ通常の入・出力端子は減少する。

これでは入・出力端子が若干不足してし

まうという場合でも,セグメント出力端子

端子番号

3.4 その他の特色

タイマTI, T.を使用すると,外付け部品の増加が低とんどなしにづ

ログラムの暴走を検出して,システムリセットを行う簡単なウオヅチドグタイマ

を構成することができる。

また, WAITEード,あるいは STOPEード時に,ポート P9 を割り

込み入力として使用できるキーオンウェイクァ,づ機能を設けている。キ

ーオンウェイクァ,,づ忙ついては後に触れる。

4.ソフトウェアの概要

ワンチヅづマイコンは,内蔵マスクROM に対応するソフトゥエアを変更する

ことにより,各種の応用に対応できる、のである。ここでは, M

50930-XXXFP の低消費電力という特長を生かした応用仞」として

ボータづルCD (compad D玲めをあげ,具体的にソフトゥエアがどのよ

ニ.' 子

CNTR

P"/SRDY

メJ
・1 」

21

P36/CLK

22

P35/'SOU史

23

P3ιノ'SIN

24

タイマ Td 用信号入力 2,タイー T5 用信号出入

P33/'T

表 3・ダづルファンクション端子一一覧

25

入力 2.出力 3,シリアル1J号用ハγドシ.バク出力 SRDY

P"/1NT9

26

入力 2.出力 3.シリアル信号用クロック入力 CLK 4.シリアル信号用クロッウ出力 CLK

P31/XCIN

入力 2.出力 3.シリフル信号出力SOUT

P30/XCOUI

桜

入力 2.出力 3.シリアル信号入力SIX

34

入力 2.出力 3.タイマ T3 出力 T

1<0じ史

35

入力十割り込みINT2 2.出力

Pセフ

36

入力 2.出力 3.低辿ウロック用発振器入力XCIX

PE6

37

入力 2.出力 3.低速クロソク用発振器出力 XC0で1
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メイソクロソク用発振噐出力 2. CPU SYNC信号出力

旦1

入力 2.出力 3. CPU データビントフ入力 D71× 4. CPU データビットフ出力 D70UT

PE3

入力 2.出力 3. CPU データだソト 6 入力 D61N 4. CPU データビプト 6 出力 D60UT

P?0

41

入力 2.出力 3. CPU データビソト 5 入力 D51× 4. CPU データビット 5 出力 D50UT

P?1

42

入力 2.出力 3' CPU データビット 4 入力 D.ⅡN 4. CPU データビット 4 出力 DIOUT

P?0

43

入力 2.出力 3. CPU データビット 3 入力 D31× 4. CPU データビント 3 出力 D30UT

P】フ

村E

44

入力 2.出力 3. CPU データビソト 2 入力 D?1N 4. CPU データぜソト 2 出力 DEOUT

P 16

45

3. CPU データビット 1 入力 D11N 4. CPU データビット 1 出力 DI0し1入力 2.出力

PW

46

入力 2'出力 3. CPU データビット 0 入力 DO1× 4. CPU 夕ータザつ卜 0 出力 D。OUT

P 14

47

入力

入力

P t3

48

P ] 2

2.出力 3. CPU システムウロック出力φ

49

入力 2.出力 3, CPU アドしス出力 A13

P ] 1

3. CPUシステム洗出し/霄込み出力 R/W2.出力

50

入力 2.出力 3. CPUアドレス出力 Aル

P】 0

51

入力 2.出力 3. CPU アドレス出力 AⅡ

が24本以下で済むならば, SEGO..~SEG幻をボートP'入力に設定す

ることで対応できる。

《MELPS 740シリーズ》のづロセッサモードは,応用システムで通常用い

られるシングルチヅづモード'の低かに,大規模なシステムやづ0グラム開発

のためのCPUEードである。との場合に M50930-X XXFPでは,

ボートPO~P2,×0加端子の機能が切り換わる。

表3.に複数の機能を、つ端子の一覧を示す。この表には含まれ

ないが,割り込み入力用のINT,端子は,本来の機能の低かに端子

入力のレベルが1か0か読み出すととができる。また, RESET入

力のレベルは OV, VCC,10V の 3値である(10V はづログラム開発

片D。このようにM5四30-XXXFPは端子数の制限を細か仏配慮

によって抵ぽ克服してφる。

POT

1.入力 2.出力 3. CPU アドレスιH力 AI0

52

P。。

53

入力 2.出力 3. CPU アドレス出力 A。

P05

54

入力 2.出力 3. CPUアドレス出力 A8

P04

55

入力 2'出力 3. CPU アドレス幽力 A7

P0π

56

2,出力 3. CPU アドレソ出力 AO入力

P09

57

入力 2.出力 3, CPU アドレス出力 A5

P01

58

入力 2.出力 3. CPU アドレス出力 AJ

P。0

PIT/'SEG31

59

入力

P北/SEG30

60

入力

P15/'SEGO0

2.出力 3' CPU アドレス出力 A3

61

入力 2.出力 3. CPU アドレス出力 AI

P,'/SEG28

2.1"力 3. CPU アドレス出力 AO

62

入力?,出力 3. CPU アドレス出力 A。

P13/SEGユフ

63

入力 2. LCD セグメント出力

PW/SEG?0

64

入力 2. LCD セグメント出力

P盤/SEG05

入力 2.工CD セグメソト出力

PJO/'SEGO」

入力 2. LCD セグメント出力

入力 2. LCD セグメソト出力

入力 2. LCD セグメγ卜出力

入力 2, LCD セグメソト幽力
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7すーカスコントロール

ディスクモータコントロール

Rch o

トラッキングコントロール

フィードモータコントロール

Lch o

Arrlp

ディスクデータ

Arnp

レーサダイオード0N/OFF

D-A

コンバータ

CD用

専用LSI

Mute

Dout

D{n

4MHZ

SCK

Xln xout

P泓ノS1口 COM。

P訴ノSOUI COM,

P託ノCLK

Pヨフ

P,

R/W

ローティンクモータ

WQ

RAM

コモン2

ヒックアッフ

INNERスイ

X't21

32.768kHZ

M

SEG。

SEGI」

バッテリ電圧

^

ンチ

周辺電練ON/OFF

P.,/xcln

P3。/xcout

TRACK

ノノ i

/111

リモコン入力処理
コード化

余備ホート

正逆転

モータドライハ

Stop

疋件;
処1里

セグメント32

ヌ寸1心;したモード遷移処理 4列えば Play一十ause, pause一追top)を付

う。

冬々のモードは,クロ,,ク m」1切形シリアル1/0 を用い CD 専用 1"S1に

対し,コマンド形式により送出され設定される。逆に CD 専用 LSI

からは,シリアル1/0 を介しサづコードと呼ぱれる時問情慨が出力され,

MAIN処理忙お込て,との情報の入力及び表示が行われる。また,

リモコン入力処理は,外部割り込みによって起動され,キー入力処理

と同様にコード化され,フラグにより MAIN 処理ヘの引渡しが行わ

れる。

このような制御処理とは別に,システムの消費電力を低波するため

に,ソフトゥエアの中では各種の処理が行われている。ソフトゥエアにお

けるシステム消費電力低減処理について,以下忙述ベる。

4.2.1 動作モードの選択

M50930-X X XFP には,4種類の動1乍モードが遂備されており,

ソフトゥエアにおいて命令あるいは内部レジスタのビットをセット/りセヅト

することにより,必要に応じ各々の状態を選択ナることができる。

4種類の動作モードとは,通常唖刎乍/低速動作/WAIT/STOPで

あり,以下に各動作モードの詳細忙ついて述ベる。

通常動作とは,りセヅト後選1尺される動作モードであり, XⅨ,×OUT

問忙接絖される発振子によって動作するモードである。低消費電力

よりも高速処理が要求される場合に用いられる。

低速正捌乍とは,通常動作状態にお込て内部レづスタのビ,り卜操作に

よって選択される動作モードであり, XCが, XΦ酬間に接続される
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4.1 システム構成

図 4.に M50930-X X XFP を用いたボータづルCD の描成例を示す。

この応用例はタイマ機能をもったバ,,デj駆動が可能なシステムであり,

高速処理と低消費電力という村.1反する機能がマイコンに要求されるシ

ステムである。

4.2 ソフトゥエア構成

図 5,にこのシステムのソフトゥエアモデルを示サ、。牛一入力処P1は,タイ

マ2 による 10mS 周期のタイマ割り込みによって行われ,キー入力の

検出,コート'化,フラグによる MAIN処理ヘの引渡しが行われる。

八IAIN処唖は,キー入力処理{Cよって引き波された有効牛一入力に
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時割'用水晶発振子(32.768kH勾によって動作するモード

である。高速処理よりも低消費電力が要求される場合に

用込られる。

WAITとは, WIT命令の実行忙より選択される動作 32kH珊止'、'ψ=停止

モードであり,発振回路,タイマ,シリアル 1/0, LCD コント

0ーラドライバを除く,ワンチ,づマイコンの動作が停止するモー

ドである。割り込み及びりセット入力によって解除される

ため,割り込み信号発生待ち処理において,消費電力を

低減するために用いられる。

STOP とは, STP命令の笑行により選択される動作

モードであり,発振回路を含むワンチッづマイコンのすべての

動作力斗亨止するモードである。内部RAM内容の保,寺の

みを行う場合に用いられる。

ソフトゥエアでは,上記動作モードを必要に応じて使いわ

けるととにより,システムとしての消費電力を低減してい

る。動作モードの遜移駆1を図 6.に示す。

4.2.2 キーオンウェイクァップ

この応用例忙限らず,ワンチッづマイコンの応用には,キーマト

リクスを構成し,キーを入力する場合が多い。とのような

場合,キー入力が検出されるまでは,何ら他の処理は行

わず,電力のみを浪費するととが多い。 M50930-XXX

FP の P即~P町は,内部論埋和回路の出力により内部剖

り込みを発生する機能を、つている。

具体的には,図 4.の応用例において, P⑳~P露はキ

ーマドjクスのりターン入力として用いられているが, P01=

"L"とし WIT 命令を実行することにより, power oN

/OFFキーが押されたときのみ内部割り込みが発生し,

WAITEードを角引徐することができる。このようなキー

入力による WA]TEードの解除を,キーオンウェイクァ,,づと

呼んでおり,キー入力待ちにおける電力消費を低減する

ことができる。

4.2.3時問計j則処理

との応用例では,タイマによる自動P1町遷移が可能である。このよ

うな場合,従来のワンチゞづマイコンでは通常動作モードにお仏て閥甲田計

i則処理を行っており,この処理だけを行うため{C確力を浪喪すると

とが多かった。 M50930-X X XFP は, Xが,×OUT による源発振回

路だけでなく,時副'用の発振回路を内蔵しており,との発振回路忙

よる発振を内部カウンタで分周し,1秒あるいは1分という周期で

WA11モードを解除することにより,時冏計測処理における消麦電

力を低減するととができる。

4MH2発振 WIT命令
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STP命令

害」り込み

以上,高速性と低消費電力の特長を兼ね備えたLCDコント0ーラ内蔵

ICC=20μAくtyp)

(LM。=1舌窒定日寺)

5

ICC=45μA(typ)

(LM。=1'旦定Π6)

SM、: XC/P,。, P田i睦才尺ビツト

SM6:,Lシステムクロソク゛旦」尺ヒ'ノト

しMフシステムクロノクψ゛Ξ才k ヒ'ソト

む す

8 ビヅトマイコン《MELPS 740シリーズ》 M50鯰0-X X XFP について解

説してきた。応用分野は CDづレーヤのほか, VTR などに用いる多

機能りモコン,多機能電話,血圧創'などがある。また,とのマイコンの

RAM を 512ハ'イトに拡張した、のとして M5四31-X X XFP があ

る。なお, LCD コント0ーラ内蔵の 4ビット機としては《MELPS 720

シリーズ》の M50723-X X XSP, M 50922-X X XFP がある。

今後とも市場動向を先取りした製品を開発してゆくつ、りである。

、.

図 6.動作モード遷移図
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パソコン電Ξ舌機

1.まえがき

電話回線を介してパソコンを他のコンピュータと接続し,データを交換す

る,あるいはメヅセージをやりとりするパソコン通信が話題を集めてぃ

る0 現在,パソコン通信によって利用できる各種のオンラインデータベース

サービスが開始されており,また電子掲示板システムも全国各地で広が

リ,パソコン通信を行う端末装隆ヘの需要が更に拡大するものと老え

られる。従来,パソコンを通信端末として使用する場合には,モデ△内

蔵電話機忙パソコンを接続してシステムを組むことが多く,システム全

休では場所をとる,高価格になる,操作が必ずしも簡単ではないな

どの問題点があった。そこで取り扱いやすぃ低価格の端末が期待さ

れていた。

今回パソコンと電話機を一体にして,簡単な操作でバソコン通信を

行える低価格て、小形の通信端末であるパソコン電話機を開発した。こ

の装置は従来のモデム内蔵竃話機とほぽ同程度の低価格で,パソコン.

電話機・通信端末の三っの機能を尖呪する。一般のパソコンや電話

機巴して使用できる抵か,不動産取引などの特定VAN q寸加価値

通信網)の専用端末として,あるいは各種のオンラインデータベースサーe

スや電子掲示板システ△に接続する端末奘睡として罰川Jでき,パーソナ

ルユースの通信端末として普及することが1切待される。ここではパソ

コン砥話機の特長,都釦知てつφて報告する。

2.パソコン電話機の仕様・特長

図 1・に夕柿税を,表 1.に仕様を示す。この裴置はパソコン通信を笑

現する低価格の通信端末を提供することを月的とし,開発に当たり

老慮した点は以下のとおりである。

(1)普通のパソコンや俺話機としても使用できること。

(2)小形で場所をとらないこと。

(3)操作が簡単に行えること。

(4)低価格であること。

上記の点を満足するために,家電製品として標準化されたパソコン,

MSX(MSX .米MiC如Soft 社の商標)をべースにして開発した。以

下にパソコン電話機の特長について述ベる。

2.1 電話機能付きパソコン

野村 矢口*
日

MSX パソコンをべースに,電話機,モデム及び剤瑞制御奘置(NCU)を

一体化Lてコンパクトにまとめており(夕詞杉寸法 357mmX243mmx

80mm),通信端末として,あるいは一般の電話機やパソコンとして

使用できる。

2.2 簡単な操作

通信ソフトゥエアを内蔵(ROM) Lており,通信手統などの操作を簡

単化した。アクセス相手対応にストッづピ.引、長やパリティピットなどの通

信パラメータが設定できる機能や,自到抄イヤル機能(ダイヤル先は5箇

所まで任意に設定できる),自動ψ'オン機能により操作を簡単にし

てし、る。

(1)自動ダイ卞ル機能

自到J夕'イヤル機能により,ユーザーはキーをーつ押すだけで肖動的にダ

イヤリングが行われる。

(2)自動ログォン機能

自動ログォン機能により,データベースなど忙アクセスするために行うパ

スワードやID番号の交換などの手続きが白動的に行われる。この機

能は自動ダイ卞ル機能に続いて実行される。

(3)通信手順設定機能

自動ダイヤルや自動ログォンを行うための冠話番号,0グォン手続のデ

ータ及び通信パラメータの設定ができる。との機能について,詳しく

は 3.3 節で述ベる。

2.3 自動着信機能

手ータベースなどのセンターへのアクセス機能だけでなく,ナJンタを接統

ゞ/ 1q 、ノ'玉J ι JJ^J ιι一

f、二気"誘.珍轟号J.才'、

'1梦
コ

、

、

,',ゴ 1_ム壹_藍、:茎一鑾_:」11¥こ璽,_呈ご、1

'

ノ

'書

、"^[、JN シ、り、〕ノノ、ーー^ノ'..~J '゛ー

'ー,ゞ11,讐ヲ剛ぜ玉ヅ怨みーモ,,子勇念1イ会毛、当ξt・¥t一ず.矢註冬三念ゾ・1.、.ミ諭4^41蕪盗、"キタ"膨t^,ξι黙りメ

゛^[JJ

CPU

'一

1 _」

ノ

*確j品研究所

メモリ

亨

{

表 1、パソコン電話機の仕様

図 1.パソコン確話機の外観
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すれば,不在時の自動着信ができる。セ

ンターからアクセスされると,パソコン電話

機に取り付けられているナJンタの電源を

オンして,幽耐伯りに受信データをナJントア

ウトすることができる。

2.4 低価格

本体価格は従来のモ手△内蔵電話機並の

低価格である。またシステ△価格も,通信

ソフトウェアを ROM 化して内蔵するこ巴

によりフロリピディスクドライづが不要であり,

ディスづレイには家庭用 TV を利用できる

ととから低価格となった。

3.機能・動作

パソコン電話機は,パソコン・電話機・通イ言

端末の三つの機能を持っている。通信端

末機能を中心に各機能について以下に説

明する。

3.1 パソコン機能

電源投入時に DLEキーが押されていると, MSXパソコンとして動作

する。その場合には MSX仕様のソフトゥエアを利用でき, BASIC あ

るいはスロットに接続された ROM 力ードJツづのづ口づラムがはしる0

入力なし,又は

DEL以外のキー

電源投入

自動発信

ユーザー

λ力

DELキー

若信なし

手動発信

濳信検出
若信あり

機能選択画面

手動着信

ユーザー

選択

ホストの登録

図 2.通信端末機能の動作の流れ

3.2 電話機能

パソコンの電源のオン・オワ状態にかかわらず,一般の電話機巴して使

用できる。ただし,通信端末としてゞータ通信を実行中の場合には

使用できない。

3.3 通信端末機能

通信端末としての動作の流れを図 2.に,機能選択画面を図 3・に

示す。ユーザーの選択により,以下の処理を行う。

(1)マニュアル発信

篭話機から手動でダイールグして応答音(ビー音)を確認した後,回

線接続を電話機側からモデ△側に切り換えてデータ通信を行う。

(2)マニュアル着信

通信端末として使用していないときに荊呼してユーザーがハンドセット

をとりあげ,発信音(ピー音)を確認した場合に通信端末として起

動し選択する。

(3)ホストの登録

機能選択画西でキー3が押されると図4.のホスト登録画面が表木さ

れる。自動ダイヤルを行うための確話番号や,白動 0グォンを行うた

めのログォン手続きなどの設定を行う。この口づオン手続きの設定は,

システムの

言斐jE

図 3.機能選択画面

自動若信

BASICなどの

他のソフトウエアヘ

JJI

52 (714)

図 4.ホスト登録画面 図 5.システム設定画面

三菱電機技報. V01.60. NO.10 ・ 1986

fノ七券金長夕..'、葬女む、.叉葬松、1支翁心ミ轟'鍵"1葬ly夕、,'1,^'

ノ
一
ノ

,

四
一

ミ
.
'
,
二
一
ノ

珍
多
ゞ
尋

J
 
N
,
心
+

,

ン
翻
*
、
L
j
券

-
X
姦
'
ミ
武

{
イ
ι
1
 
凱
゛
学
゛
b
 
,
ヘ
、
、
'
ノ
、
Υ
、
ー
'
Y
气
、
ー
ゞ
'
ニ
.
シ
゛
'
<
 
C
 
゛
一
一
X
/
^
、

'
ハ
点
、
一
ノ
.
一
,
、
、
,
、
,
,
.
ハ
,
、
、
ー
,
/
一
,
 
J
 
,
ゞ
,

ム
ι
女
j
 
宝
j
 
1
ず
「
急
、
;
.
;
ゞ
Ξ
、
ー
'
}
,
を
,
ご
七
ー
ヤ
,
ー
゛
ヘ
'
ゞ
゛
二
N

゛
'
、
"
く
;
、
 
0
 
、
,
,
ハ
,
、
、
,
四
,
、
,
、
、
、
 
g
ノ
ノ
毛
玉

J

劃
二
4
 
¥

.
"
畷
ず
一
"

、
,
"
,
、
゛
 
S

J
 
J
"
'

,
ス
一
発
点

'
ゞ
り
.
一

之
ゞ
゛
ι
"

,
ン
ゞ
气
弓
一
 
y
1
点
t
ぜ
二
y
 
、
1
七

'
ナ
一
ノ

.
"
 
q
 
毛
、
、
、
凡
ψ

e
毛
、
心
、
、
剣
{
一
二
く
金
ゞ
ナ
く
又
ι
ゞ

し
.
、
.
J
ニ
ゾ
0
一
ユ
一
>
二
轟
、
゛
ー
ひ
、
を
ヰ
)

、
シ
で
ミ
之
、
メ
;
'
.
"
、
弐
ミ
ゞ
之

'
,
ゞ
曝
シ

劾
太
一
弓
弓
"
'
イ
4
'
む
こ
、
一
ー
シ
、
.
寸
又
ε
ふ
ゾ
閣
兵
心
'
驫
^
ニ
ン
三
、
.
ど
゛
顎

ー
ニ
弓
痔
,
.
ゞ
゛
ご
イ
勢
三
.
心
一
弍
弓
叉
'
ン
ξ
,
ミ
f
名
.
七
;
ー
ン
.
膨

1
珍
'
W
険
'
略
泌
.
ち
み
C
女
会
々
'
y
ミ
ゾ
一
'
4
之
遵
之
多
勺
.
子
ξ
子
f
"
ξ
1
 
%
ν
、
ン

ノ
ー
{
、
1
 
ξ
¥
兆
゛
三
、
ヲ
溌
ニ
ニ
゛
.
 
j

,
毛
^
.
ψ
゛
ヘ
、
 
D
 
-
1
一
J
除
j

ジ
鞍

;
〆

ノ
ノ
、
、
'
〕
'
、
゛
'

ι
ゞ
1
 
ι
弐
、
 
J
 
を
 
y

一
轟
で
弓
〒
七
'
務
1
;
メ
露
、
ヅ
幾
、
i
恵
鐙
考
1

が
'
,
武
一
'
一
^
謬
〆
^
ヲ
.
^
t
謡
当
、
欝
勇

、
'
一
^
t
沙
^
一
7
瀞
'
一
'
二
芽
叉
訟
'
、
し
一
一
、
一
乏
y
,
1
4
イ
ニ
鯵
、
ー
ミ
X
き

ン
一
4
鄭
工
.
t
^
一
一
を
"
ご
一

き
'
"
、
.
ー

ξ
,
'
、
ー
,
,
メ

、
ノ
゛
ノ
"
゛
"
ノ
゛

゛
、
 
1
 
才
工
'
、
)
-
J
 
=

吉
毛
事
,
,
轟
一
ゴ
'
ナ
'

y
占

'

^
一
一
゛
,
多
1
 
智
一
一
ノ
.
ゞ
谷
,
;
翁
ξ
1
.
野
之
亀

,
、
、
^
^
一
.
一
、
美
、
N
、
4
製
ン
誕
一
一
巡
熊

三
メ
見
之
ミ
ゞ
1
之
3
二
だ
ー
ノ
捗
発
'
ひ
知
;
 
t
症
キ
ミ

轟
.
一
喫
^
J
 
"
'
ち
ノ
ル
N
'
契
、
ー
ー
?
ヤ
ー
才
X
,
1
一
力

.
、
N
暴
ψ
4
子
 
y
 
ゞ
4
ン
ー
一
一

ず
、
.

匙
イ

余
炎
イ
、
芋
ゞ
多
六
1
之
,
シ
隆
,
t
髪
郭
'
珍
、
,
司
゛
ノ
イ
一
'
逸
ノ
子
え
ゞ
1
M
 
ル
ー
S
,
ニ

'
 
J
 
、
/
J
 
/
ー
ニ

'
ゞ
*
心
亀1
苓
欝
裟

二
互
一
讐
一
"

プ
:
一
一
ゞ
J
,
、
才

J
"
゛
ψ
'
ゞ
、
、

'
器
二
切
ず

七
一
ニ
ニ
一
二
瓢
f
.

/
二
心
一
ノ
゛

七
島
瑞
一
'
 
1
一
、
 
0

豆
1
1
ξ
=

L
X
、
、
父
4
1
 
一

,
4
ゞ
ー
'
.

ー
,
ヨ
一
,
三
ぎ
系
去
,
1
羣
 
j
 
t
 
ゞ
'
「

、
、
ノ
、
'

.

ゞ
一
ヘ

ダ
'
ノ
弐
゛
ゞ
'

子
会
会
'

一
 
1
 
.

宝
一
,
.
ー
"
1
三
ー
ヌ
'

、
「

、
゛
冬
一
~
.

〕
「

J
 
ι

二
 
t
''
Ξ

,為
'
三
縛
寺
X
一
琴
,

、
一
ン
イ
、
 
f
 
蒸
4
'
シ
J
 
二

一
 
1
<
、
晶
'
り
÷
f
、
气
熊
、
.
 
J
コ
,
'

゛
]

1
一

'
三
翻
一
券
小

、
'
,
 
1
t
 
,
ξ
ン
ー
^
g
1
4
玉
3
,

'
夕
怠
、
メ
、
.
予
^
写
.
一
ル
.
ン
.
膨
,

,
一
ノ
 
0
 
t
o
 
;

4
yヅ.

毒

紗
モ



受信文字列,待ち時間,送信文字列からなる。自動ψ才ン実行時に

は,指定した文字列を受信するまで受信文字の監祝を行い,受信す

ると待ち時間経過後,送信文字列を送る。また,汝の画而でアクセス

するホストに合わせた通信パラメータを設定する。とれらの設定{Cよ

リ,自動発信の処理が可能忙なってぃる。

(4)システムの設定

機能選択画面でキー4が押されると図 5.のシステム設定画面が表示

される。接続されるナルタの種類(ANK/漢字)や,画面に表示

する1行の文字数,芯信時及びマニュアル捌言時の通信パラメータ(ビッ

ト数/文字,パリティ,ストリづビット長,×on/×0丘によるフ0一制御

の有無,シフトイン/シフトアウトコントロールの有無,など)などを設定す

る。

(5)自動発信

ダイヤル先をユーザーが選1尺する(千一 F I~F5)と,設定したデータ

に基づき,ダイーJンづ,通信パラメータの設定,ログォン手続を脚列川勺IC

行う。

(6)自動治信

通信端末として動作している場合に諮信を検出すると, NCU は自

動的に回線の接続を電話機側からモデム側に切り換えてオフフックし

た後,一定時問相手がデータ通信であるか音声通話であるかの監視

を行う。

データ通信である場合にはその受信処理を行込,受信したデータを

自動的にづりントアウトする。音声通話である場合,相手には保留音

を流し,同時に篭話機のフックを監視しながら呼び出し音を発生す

る。

4.3 通信部

通信部はNCU 巴モデムにより楢成される。 NCU は電話回線の電

話機/モデム接続切換,回線の極性反転検出,呼び出し信号検出,ダ

イヤル信・号発信,フ,,クスィッチ制御などの機能を持っている。極性反転

検出回路と呼び出し信号検出回路を備えることにより,自動発信/

自動着信形の NCU となっている。

モデムは CCITf (国際電信電話諮問委員会)の V.21及び V.23

をサボートしており,全二重 30obps (ビヅトノー秒),半二重 1,20o bps

の通信が可能である。通信部はモデム巴回線巴のインタフェース部や,

ヲ同司期モデ△の受信データからビヅト同期用のタイミングク0,,クを生成

する同期信号発生回路などをハイづり,,ド1C 化して小形化している。

図 6・にハードゥエアの構成を示す。パソコン電話機は MSX パソコンを

中心に電話機, NCU,モデムを一体化したもので,パソコン部,電話

部及び通信部から朧成される。以下,各構成部の説明をする。

4.1 ノぐソコン部

パソコン部は MSX パソコンをべースに構成され,キーポードやディスづレイ

などの入出力制御,メモリ管理,通信部の制御を行う。用意されてぃ

4 ノ、^

図フ.にソフトゥエアの榊成を示す。との装置は MSX のシステムソフトゥ

エアと,通信端末巴して使用するためのユーザーインタフェースづログラ△・

通イ言アづりケーションづ0グラム・ BIOS(Basic lnput oUゆUt system)エン

トリ・拡張 BIOS などの通信ソフトゥエアから1侍成される。通信ソフトゥ

エアの各朧成部の機能につ゛て以下忙述ベる。

5.1 ユーザーインタフェースプログラム

このづψ'ラムは通信ソフトゥエアの最上位に位置する。通信端末とし

て使用する場合に,竃源投入から回線が接続されるまでのすべての

ユーザーインタフェースを行ら。その機能巴して以下の、のをもっている。

(1)通信端末の機能選択画面表示

(2)システムの設定

(3)ホストの登録

(4)自動発信

(5)マニュアル発信

(6)自動着信

(フ)マニュアル着信

5.2 通信アプリケーションプログラム

回線が接続された後,手一夕の通信処理を行うづログラ△である。全二

重 30ob郡に対応する無手順通信づログラムと,半二重 1,20ob郡に

対応するべーシワククラス(BSC)の通信づログラムも用意しており,い

ずれか一方を搭城する。また,このどちらのづ0づラ△も受信データ

をナルタへ出力する機能を持ち,ナルタの状態を随時判定してレデ

イ状態であれぱ出力するスづーリングによって低速のづりンタも使用可

る外部機器とのインタフェースは以下のとおりである。

(1)ナノンタ端子

(2)づヨイスティ,,ク立嵜子

( 3 )カートリ,ワジスロ.,ト

(4)ピデオ/RF 出力端子

図 6.中の Msx system は MSX パソコン用に

開発された LS1で,ナJンタやキーボードなどの周辺

装置やメモリ, VDP の制御を行う。また, EEPR

OM(ElectTical Er且Sable pTogTammable Read

OnlyManのy)はシステ△の設定やホストの登録で

入力する通信パラメータや電話番号,ログォン手続き

の,ータを記憶するデータメモリである。

4.2 電話部

一般の電話機として使用できる。電話回線にはモ

ジュラジャック式のコネクタで接続する。ダイヤル信号

はづツシュボタン式/ダイヤルパルス式を切換スィリチに

より選択できる。操作部はづ四シュポタン式でハンド

セヅトに 0~9,*,1 のキーパ,りドとりダイ卞ルキーがあ

る。

ドウェア構成

5 ソフトウェア構成

パソコン電話機・野村'・山田一血熊・長田・塚越

キーボード

フりンタ

フョイスティyク

CPU

(Z80A)

Msx system

RF O

RFモジュレータ

アブリケーション

ソフト

16Kバイト

ヒテ'オ

CRT

コントローラ

通信ソフト・各種BIOS

32Kパイト

データメモリ

EEPROM

Vldeo RAM

16Kバイト

MSX BASIC

32K/ゞイト

同期信号

発生回路

USART

(8251)

図 6,パソコン確話機のハードゥエア朧成

漢字ROM

128Kバイト

PPI

(8255)

モテ'ム0

NCU

電話器

公衆回1泉
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(BASICを含む)

MSXシステムソフトウェア

ユーザーインタフェースプログラム

通信ア

(MSX基本引OS)

能である。

(1)無手順通信づログラム

現在,日本でパソコン通信によって利用できる電子掲示板システムや

オンラインゞータベースの多くは「全二重調歩同期式無手順,30obP田と

仏5通信仕様が多く用込られている。そとで,全二重 30ob那,無

手順方式の通信づ0グラ△を用意した。

無手順方式は伝送誤り制御がなく,ユーザーがキーインした文字を送

信し,受信した文字をディスづレイやづりンタへ出力する。

(2)ベーシ,ワククラス(BSC : Binary syncronous commU口ications)

通信づログラム

伝送誤り制御を含む要求に対しては無手順方式では問に合わない。

そのような要求を持つ特定ユーザー向けに,半二重 1,20ob郡, BSC

手順コンテンシ,ン方式に準拠した通信づ0づラ△も用意した。この通信

方式では受信勧誘や伝送終了,肯定応答や否定応答などの伝送制御

用のメリセージを交換しながら,データ伝送を行う。

表 2.にこのづ0グラムの通信仕様を示す。誤り制御は CRC-16

(cydic Redundanoy checklng)によるデータづ口,,クビとのエラーチェ

ツクと, ACKO/ACK1による交互応答監視方式によるデータづロック

の冗脱のチェヅクを行っている。また,伝送データの符号形式は透過

モードと非透過モードのいずれも選択できる。

5.3 BIOS エントリ

各 BIOSヘのジャンづテーづルであり,メモリパンクの管理を行う。

5.4 拡張 BIOS

NCU やモデム, EEPROM などの MSXパソコンから拡張したハードゥ

エア部分を制御するためのモジュール群である。ここには以下に述ベ

るものが含まれる。

(1) NCU BIOS

電話回線の制御を行う。回線接続の電話/モデムの切換,),クスィッチ

の制御,ダイヤル発信,回線状態の読出などを行う。

(2)モデム BIOS

モデ△のモード切換(CCITT V.21, V、23 など)やキャリャ検出信

号・送信可信号の読出しを行う。

(3) EEPROM 別OS

EEPROMヘのデータの譜込み,読出しを行う。システムの設定やホヌ

プリケーションプログラム

図 7.パソコン電話機のソフトゥエア構成

引OSエントリ

拡張BIOS

項

表 2.ベーシッククラス手順通信づログラ△通信仕様

通信方式

速度

適用

目

回線擶成

回線

接続制御方式

半二重通信方式

同朔方式

公衆通信回線

伝送制御コード

ポげソト.ツー.ポイント

=ンテソシ"y方式(端末側優先)

伝送符号形式

仕

1.20o bps

誤り検出方式

独立同翔方式

応答方式

EBCDIC (Extended Binary-coded-Decim且1 1ntetch且n套e
Code)

伝送ブロソク長

1D

透過モード/非透過モード

、}

CRC%方式

ACKO/ACK】による交互応答監視,絶対 NAK方式

換

可変長,最大 1.200 パ'ト

ID . ENQ/1D . ACK,1D シーケソス捻 0~6 文字

トの登録で入力する電話番号や通信パうメータ,ログォンステ,づなどの情

報を記憶したり読み出したりする場合K使用する。

(4) TTY BIOS, BSC BIOS

TTY BIOS は無手}順通信を行うために, RS-232C ポートなどのハ

ドゥエアの制御を行う。ベーシ,ククラス手順通信を行う場合には,そ

の伝送制御手順を実現するための BSC BIOS を代わりに用いる。

(5)タイマ圃OS

時間管理を行うためにタイマの起動,タイマのカウント処理を行う0

(6)電源 BIOS

電源のオン.オワ制御を行う。自動着信でナJンタの電源を立ち上げ

る場合など忙用いる。

(フ)ナJンタ BIOS

ナルタに出力する場合のスづーリング処理を行う。

(8)コンソール BIOS

漢字の表示処理や,表示画面をづりントアウトするハードコe一処理を行

う。

送信時:先行ノミ,ド=55H (H :16 進数)
後書きパソド=OFFH

受信時:先行パソド=55H 又は能H
後書きパソド=XFH (下位4 ビソトが D

ド文字

6.むすび

MSXパソコンをべースに,電話機, NCU,モデムを一体化した通信端

末であるパソコン電話機について報告した。

この装置は場所をとらず忙手軽に使える低価格の通信端末を提供

することを目的忙開発した。 1台でパソコン・電話機・通信端末と三

つの機能をもち,また自動ダイヤルや自動着信など、実現しており,

コストバフォーマンスの高φ商品である。証券取引サーピスなど,金融業や

流通業のユーザーサービス用の端末ヘの利用も可能であり,低価格な端

末として需要拡大が期待される。今後,家庭用通信端末として普及

してぃくためには,入力操作の効率化など,ハードゥエア.ソフトゥエアの

両面からユーザーインタフェースをより一層改善することが課題である。
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海外向け新形自動車電話移動局装置

1.まえがき

近午におけるニューメディアの発屡,情報通信システ△の高皮化及びメフ

イスオートメーシ.ンの展開は社会の隅々まで浸透し,我々の生活環境及

び生産活動に大きな変革を、たらして込る。この変革を支える通信

の完極帥均は,゛つでも,どこでも,そしてだれとでも情州の交換

が可能なことであり,これを達成するには移動体通伝、端末の高機能

化及び小形化が必す(須)条件となっている。この移動体通信システム

のーつとして肖動車電話システムがあり,訂本をはじめ,北米,英国

及び北欧諸国などで現在既に実用化されている。このシステムの構成

は,自動車電話用交換機,基地局装置及び本稿で紹介する移動局装

置から成っている。

当社はこれらの自動車電話システ△用として,車載専用小形移動局

装置を昭和46年に生産開始以来,北欧及び北米など,海外に約十

万台輸出してきた。これらの実績を基忙北米及び英国向けに従来機

より更忙多機能化,小形化及び低消費電力化を特長とする移動局装

置を2種類開発したので紹介する。

2.開発の経緯

これまでの笑用に供されている多くの移動局装置は技術的問題から,

小形化,低消費電力化が困難であったため,自動車のトランク内に無

線機の本体を設置し,電源を肉動車用バッテリから供給する車載専用

機が主力であった。しかしながら,用途が車載運用を中心.したピ

リネス向けから屋外,別荘,そして船舶運用などを中心としたレジャ

向けにと拡大されるにつれ,通常は車載機として使用するが,バ

リテリなどを付加することにより,携帯機としても使用可能な車携

帯電話機や,各個人がボケットやカハ'ン内忙携帯し,いつ,いかなる

場所で、通話のできる携帯電話機も理想的な移動局装羅として待望

されてきた。また,それらの電話機には,運転中の車内において、

使用できるための安全性からの要求や,最近の有線電話機に具備さ

れているものと同様な多機能性の要求も高まってきた。

一方,機器生産の面から品質の均一化,信頼性の向上及び生産の

効率化を図るために,これまでも一部採用してφたチ,づ部品など

を大幅忙採用した自動組立方式の一層の拡大も必要となってきた。

以上のような経緯により,当社従来機に比ベ容積V2以下(約1

ι)の車携帯電話機及び容積ν4以下(約0.5ι)の携帯電話機を開

発した。

松島純治、.吉田重之、・入野悦郎、・山田伸行、

3.1.1 機器設置場所の確保と携帯運用ヘの配慮

最近の自動車の運転席周辺は,カーステレオなど,標準装備機器の増

加で空きスペースが少なくなり,従来の車械専用電話機では,ハンドセ

ソ7

携帯用アンテナ

*

毛

ンドセット

3.車携帯電話機

3.1 車携帯電話機の特長

車携帯電話機は,車載用としての織造安定性,操作性,多機能性に

加え,携帯用としての携行性,ファ,,シ,ン性,操作性,多機能性を

兼ね備えた,高度な品質を要求される電話機である。図 1.に今回

朋発した車携帯電話機の外観を示し,以下に特長を述ベる。

無線機本体

項

グ'十ル示号

謹示(けた)

図 1.車携帯竃話機の外観

f今表 1.機能

口

レノくートリメ

(個)モリ

゛一

オートストブ

バノクライト付き LCD

犠

肩掛ペルト

*通信機製作所

冠話番号を記世

ラストナソノぐ

リ=^ノレ

レパートリメモリの空き霜地を自動的に捜L,

電話番号を"憶

スクラソチノく

ノド

通話タイマ

能

最後にかけた番号を単純投作で発儒可能

不在倍呼表示

麺高小に電話番号を入力できる

デ'レードタ

一γオフ

通話時間の表示

Ⅲ携帯
磁話機

不在中壯着呼があ0たことを表示

確子ロソク

16

携帯
電語機

通話中に誤って電源スイソチを断としても通

話終了立で電源が保持される

100

ノ、ソドフリー

遡話

10

発呼操作を受け付けたいようにLて不必要に

使用させた仏

0

30

VOX 通話

ハソドセフトを手に持たナ通話が可能,立た,

とのとき使用ナるスビーカー捻ハソドセ"ト

に内歳され設殴場所の制約を受けない

0

0

夕端末

通話中,送話時のみ送信機を起動して携帯用

パプテリ使用時問を廷長させる

0

0

自己診断犠能

0

0

フプソクスなどのデータ端太に接銑可能

0

メモリエラ】,シソセサイザエラー,及び送

U犠エラーの検出

0

0

0

0

(標染装伽)

0

0

0

0

0

0

0
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,,トのみを運転席周辺に設置し,容積の大きい無線機本体はトランク

に設置して,延長ケーづルで結ぶ分雛形設置力斗票準的であった。しか

し,車載携帯兼用を実現するためには運転席周辺忙ハンドセット及び

無線機本体を設置し,容易忙着脱できる構造とする必要がある。

そのため今回開発した車携帯電話機は,無線機本体が従来のハン

ドセヅト置台程度の設置面積であるように,コンパクトに設計してあり,

車内にハンドセット取付場所が確保できれぱ無線機本体も設置可能と

なっている。それで、なお取付スペースの苦しい自動車を想定して,

ハンドセ,,トだけを車内に取り付け,無線機本体をトランク内に設置で

きるようにオづシ,ンとして延長ケーづルを用意し,エンジン点ゾくづラグ

などから発生するノイズで、誤動作することのないインタフェース回路

を装備した。また,両者問の信号線数をわずか8本で榊成したため,

車体に穴などをあける必要がなく,短時問て叫剣寸工町が完了する。

車載から携帯,携帯から車鐵ヘのj剖悦が簡単に行えるように,無

線機本体は,車載用取付台にづラグィンコネクタで接続され,更忙盗朔

防止のためにかぎ(鍵)で口,,クされる朧造を採用した。また,携帯

運用のために付加するパッテリは,ユーザーの運用時間に応じて2種類

(1.7A・h/'4,4A・h)を用意し,これらは図 1.忙示すように,無

線機本体の底面にづラグィンコネクタで接続される。更にバリテリ Kは,

車のパッデJ から充電できるよう,充電回路が内蔵されており,車載

用取付台に車携帯電話機とバ,,テリを重ねて取り付けることにより,

パッテリを充電しながらの運用も可能となるようにした。

携帯としての運用を容易にするため,90度回転させるだけで着

脱できる携帯用アンテナや,持ち運びの便のためのハンドル,肩掛ベル

トなど,豊富なアクセサリも今回併せて開発した。

3,1.2 多機能化

運転中も電話機を使用できるためには,安全性の確保が第一忙優先

される。このため,ハンドセットを持たず忙通話可能なハンドフリー機能

を標準装備し,また簡単な操作で相手を呼び出す機能など,安全性

を重視しながら,更にユーザーの要求忙こたえる多機能化を図ってい

る。表 1.に機能一覧を示す。なお,後で紹介する携帯電話機の機

能も本表に併記した。

3.1.3 生産性,保守性の向上

一般に機器の小形化は,生産性,保守性を阻害することが予想され

るが,車携帯電話機開発に当たり,生産性と保守性の向上を大きな

柱として取り組んだ。チ,づ部品の採用を大幅に行い,組立ての自

動化を拡大するとともに,部品点数の削減と高密度実装を行うこと

により,づりント基板枚数が従来機の半分となり,生産性を向生させ

た。

また万一の故障時,短時問で故障発見,修理を行い,ユーザーに不

便をかけることがないよら,表1.忙示すような自己診断機能によ

り故障発生時忙内容がハンドセットの表示器に出力されるように設計

した。

3.2 性能及び性能実現手段

3.2.1 性首毛

この車携帯電話機の性能を表 2.に,また,づ0ツクダイヤグラ△を図 2

忙示す。

3.2.2 性能実現手段

(1)専用 IC の開発

部品数削減による小形化,汎用IC の全CMOS化による低消費電

力化に加え,今回,図 3.に示すフラ,,トパヅケージの専用 IC を開発,
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丁CXO

シンセサイザ部

90MHZ

変調器

^^^^^^^^^^^

90OMHZ

シンセサイザ

オーディオ

インタフェース

X

音声信号処理部

送信部

VOX

回路

オーディオ

プロセッサ

^^^^^^^ーー^

出力増幅

エキスパンダ

コンバンタ'

モテ'ム

出力制御

/ー＼

8ビソト
マイクロ

コンビュータ

制御部

一「

ハンドフリーマイクロホン

(車携帯電話機専用)

採用した。以下に述ベるとれらのICは携帯電話機にも採用して仏る。

(0)多機能音声信号処理用LSI

受信及び送信音声の波形整形,音量制御,可聴トーン発生,そし

て通話制御用監視信号(SUP剖Vis0ず Audio Tono)の再生など,

白動車電話システム特有の複雑な音声処理は,スィ四チドキャパシタフィル

夕などを用いて構成された音声帯域信号処理専用 IC (オーディオづ0

セッサ)により行い,機器の高集積化,低消賣電力化を実現した。

図 4・にオーディオづロセッサのづロックダイヤグラ△を示す。

化) モテ△

無線回線接続制御に用いる8Kbps(キロビット/秒)又は 10Kb那の

シリアルデータの送受信を行うため,ワンチッづモデ△をセミカスタムゲートア

レーにより開発した。これは内部K ディジタルPLL を採用すること

により,回線で発生するノイズを含んだシリアルデータから所望の信

号を抽出し,確実な接続制御を可能として込る。

(2)機能のソフトゥエア化

機能のハードゥエア,ソフトゥエア分担を見直し,表 3.に示すようにソフ

トゥエアの比重を上げ,ハードゥエアの削減を行った。また,このソワト

ウェア負荷の増加を高速処理するため,当社製 8ビットワンチ,づマイコン

(M50747)を採用した。

受信部

受話器

携帯電話機はハンドセット部が制御部内忙一体化されている。更に,アンテナ出
力はアンテナ切換器を通して内蔵アンテナか外部アンテナに接続されて仏る。

アンテナ出力

音声増幅釖換

ハンドセット部

「

4ヒット

マイクロ

コンヒュータ

図 2.移動局装置のづロリクダイヤグラム

57(719)

送話器

」^"

スビーカ

4.1

( 1 )

0

表示

携帯電話機の特長

携帯運用性

キーボード
スイッチ

海外向け新形自動車電話移動局装羅・松島・吉田・入野・山田.竹安

翻翻

4 携帯電話機

携帯電話機は,カバン若しくはボケ.,トに入れて挑行できる寸法,形

状,重量,そして長時間パッテリを交換することなく動作できること

が要求される。図 5.に示すように,充電可能な高密度パ,,テリ(700

mA・h)を一体化した薄形タイづの構造の採用により,携帯運用性を

高めた。

(2)アンテナ

携帯電話機忙は内蔵及び外部の2種類のアンテナを装備した。内蔵ア

ンテナは,突起物がないため,カハ'ンやボケ,,トに入れた状態での使用

が可能である。外部アンテナは内蔵アンテナより人体の影縛を受けに

くく,基地局から遠ざかった弱電界地域での運用時及び携帯電話機

からの発呼時,回線接続を硫実に行うのに有効である。また,内蔵

アンテナはトヅづ口ーディングタイづで本体上部内倒Ⅱて装備されている。外

部アンテナは,本休収容を可能としたホイッづタイづで,使用時は本体

上部から引き出すことにより,内蔵アンテナから外部アンテナに白動

左から 8 ビリトワンチッづマイコン,
モデ△及びオーディオづ0セッサ

図 3.専用 LS1の外観
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音声入力
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移相調整

トーン入力
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バスライン
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振幅制限
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データ入力

加算
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フィルタ

加算
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表 3.ソフトゥエア,ハードゥエア分担

クロック

ロジック

項

データ

フィルタ

1 、.

目

0

ローバス

フィルタ

処

AD変換

ビット同翔確立

ソフトウェア処理

理

回

再

フレ

変調データ出力

0-ー・1コ
変調音声出力

1泉

図 4.オーディオづロセッサのづBツクダイヤグラ△

ノ_

多数

(外部)

0

ム同捌

電子
ボリウム

ハードウェア処理

決判

信デ
り検出

B/1

宇

定

変調DTMF出力

一夕

訂正

イ言 7
リティ

0

判

帯域外ト
周波

定電圧

的に切り換わる。図 6.に両アンテナの垂直放射パターンの比較を示,、。

(3)而環境性

携帯電話機は使用環境が広範に及び,特に悪天候時などの使用が想

定されるため,耐防雨性として, MΠオSTD-810C, RAIN,耐落

下衝撃性として, EIA-STDの仕様を満足する設計となっている。

特に送受話器の音響特性と防雨構造を両立させるため,表面張力及

び孔径の均一性が高い四ふつ化1チレン樹脂製ワイルタを使用し,こ

れを達成した。

(4)多機能化

車携帯電話機と同様,携帯電話器も表1.に示すような多機能性を

58(72の

プリアソプル検出

0

0

定

受信出力

夕

作成

0

0

ソ(SAT)
数測定

もって仏る。

4.2 性能及び性能実現手段

携帯電話機の性能を表2.に,づ口,,クダイヤグラ△を図 2.忙示す。こ

れらの性能を実現する手段として以下の開発を行った。

4.2.1 高効率・小形パワーモジュール

携帯電話機の実現には送信出力増幅回路の効率化が重要な鍵である。

とのために,出力効率50%以上を得る高周波増1幅用パワーモジュールを

開発した。このパワーモづユールは井艸高器3段で構成し,増幅用素子巴

して高利得かルムひ素電界効果トランジスタ(GOA. FET)を採用し,

高効率化を達成した。図 7.にとのパワーモジュールの外観及び出力特

性を示す。

4.2.2 小形新部品の開発

車携帯電話機と同じ LS1化オーディオづロセ、,サ,モデ△及び当社製8ビッ

トワンチ,づマイコンを使用し,回路の小形化を実現するとと、に,庁艦己

パワーモづユール以外にも次のような部品を小形化した。

(1)シンセサイザ部,受信部用K高密度実装した 13種類のハイづりヅド

IC を開発した。

(2)高周波部品としてアンテナ共用器,誘電体ワイルタ,アイソレータ,

温度補償水晶発振器を小形化した。一仮ルしてアンテナ共用器は従来

容積比40%(当社車載専用電話機用と比較)である。このアンテナ共

用器の特性を図 8. k示す。

(3)機構部品として薄形メンづレン牛ーポード, EMI(Electro・Mognetic

Interf.r釦oe)対策を施した小形コネクタを開発した。

4.2.3 低消費電力化

車携帯竈話機で採用した LS1忙加え,ソフトゥエアにより制御される

パワーセーづ機能を各部の電源回路に採用し,非送信時には,不要な

回路ヘの電流供給を停止し,低消費電力化を実現した。
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5.むすび

以上,今回開発した,車携帯,携帯電話機の紹介を行った。これら

は,現在米国,英国のシステムに投入され,ユーザーの多様化する要求

を満たしている。

特に,携帯電話機は,通常の車載機1て比ベ,その送信出力電力が

小さいため,サービスエリアが狭くなるととが懸念されて仇たが,米国,

英国忙おける実運用試験の結果,米国の一部の都市において,基地

局配置などの都合で,サービスエリアに若干の問題があることを除き,

所期の性能を十分満足するととが確認できた。

電源電圧 72V

周波数 840MH2

0^θ(de創

出力電力

0

150

120

- 15

240

30

^^^^^^^^^^^^^^

-10 一5 0 +5

入力電力(dBm)

送信パワーモジュールの外観及び出力特性図7
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海外向け新形自動車電話移動局装置・松島・吉田・入野・山田・竹安

60

+10
0

受信

現在既に運用中の英国自動車電話システムや,今後実用化が計画さ

れて仏る北欧の新しいシステムでは,基地局の配置が始めから携帯電

話を考慮した設計がなされているなど,車携帯電話機,携帯電話機

が移動局装置のこれからの主流となることは明らかである。今回開

発した機器をぺースに,更に小形軽量化かつ低消費電力化した移動

局装置の開発を進めるとともに,ゞータ通信用端末機能や,音声認

識機能を付加するなど,より一層の高機能移動局装置の実現に向け,

開発を行ってゆく所存である。

最後に,米国,英国での実運用試験時,多大なる御指導,御協力

をいただいた米国三菱商事,米国三菱電機販売そして英国三菱電機

の各位に厚く感謝の意を表する次第である。

800

周波数(MHZ)

図 8.アンテナ共用器の周波数特性
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1且度調節機首を付き除j昆機RFHシリーズ

1.まえがき

食品,薬占,,工業製品などの製造づロセスには,製品の品質や生産効

率向上のため,乾燥工程,低湿度雰囲気の工程が必要とされるもの

が多い。現在,とのよらな除湿,乾燥の方法忙は電気ヒータやポイラ

による加熱乾燥,吸湿剤による水分吸着乾燥などが行われてぃるが,

省1ネルギー,安全性,取扱性,再使用の手問などの面で十分満足し

得るものではない。それらの方式忙代わるものとして,冷凍サイクル

を応用した除湿機が種々の用途で注目を集めてぃる。更に最近では,

製品の高品質化,歩留りの向上,年問稼鋤化のため温度調節機能も

要求されている。

このたび,とのような市場二ーズ k対応するため,冷却から除湿

まで自動運転可能で,使用温度範囲が広く,かつコンパクトなパッケー

ジタイづの温度調節機能付き除湿機RFHシリーズを開発した。

2.温度調節機能付き除湿機の概要

2,1 仕様

温度調節機能付き除湿機の外観を図 1.,概略仕様を表 1.忙示す。

RFH形除湿機はりモート空冷式で,室内機は産業用途忙マ,,チする

よう据付け性,取扱性を老慮して,コンパクトなパッケージタイづ忙まと

めた。圧縮機は 1.5kw,2.2kw,3.75kW の 3容量とした。また,

風量は一般のパッケージェアコン忙比ベて大風量とし,かつ,ダク"施工

が可能なよう許容機外静圧を 10mmAqとした。使用温度範囲を

図 2.に示す。室内温度は除湿運転時3~40゜C,冷却運転時15~

40゜C の範囲であり,表2.に示す各種産業における室内温湿度条件

の大半をカパーて・きる。

2.2 構成

室内機の内部構造図を図 3.,室外機の外形図を図4.に示す。室内

機は空気吸込側忙フィルタを設け,その後方に熱交換器を配設した。

熱交換器は蒸発器と再熱器(凝縮器)を一体構造忙したもので,か

つ,吸込空気の・→那が蒸発器をバイパスするようにした。これは,大

風量としながらも蒸ぢ器暑でのコンタクトファクターを大きくし,また,高

負荷運転でも十分な凝縮容量を硫保するためである。熱交換器の後

方には,圧縮機,液だめ(溜),サクションアキュムレータなどを配設した。

根来耕
*
木村画枝ザ

項 目

形

表 1.温度調節機能付き除湿機の仕様

外形寸法

内

形名

名

除湿能力

消費電力
二1

RFH-2A

冷却能力

冷却運転(の除湿能力

n11n

Innl

ノ

RF-2A

'」、

n11n

卜

1,237

RFH-3A

圧縮機称呼出力

ιh

kW

kca1Ⅱ1

1h

k訊r

kW

m31min

640

風

RF-3A

1范費電力

500

除

゛

ず珍、亘'
'だち窃、0 1""゛

1,440

製

5.0/"5.5

1.8/,'2.3

RFH-5A

県"

三相 20OV 50/60Π乞

外

:ユ.^ツト

640

5ユ00/6,200

RF-5A

方

金

500

よ'

形

5.0/'5.5

式

】,440

6.5/"フ.0

2.フノ'3.4

':

使用外気況皮

之

】.8/"2.3

量

(1)除湿運転の除湿能力・置気特性は,室内吸込空気乾球温度25゜C,

度80%,室外吸込空気乾球温凌32゜C,で運転Lた場合の値を示す。

(2)冷却運転の冷却能力・電気特性壮,室内吸込空気乾球温度25゜C,

皮80%,室外吸込空気乾球温度 32゜C,で運転Lた場合の値を示す。

960

'」

6,フ70/8,070

製

23/、27115,/22

名

500

品

1.5

駕

kg

60(722)*和歌山製作所

6.5/'、フ,0

重旦

]0.0/'10.フ

5.6/,'6.9

図 1.温度調節機能付き除湿機の外観

1

2,フノ,、3,4

100

^

12,700/'14,900

^

25/'29118,/25

85

^

RM-22G

2.2

10.0/、'】0.フ

オフサ'クノレ式

RM-30G

40

5.6/、6,9

24

58/63147,/54

3.75

RM-45 G

5~40

30

32

20

45

:冷却運転

:除湿運転

室外ユニ

相対湿

相対湿

10

ト使用温度範囲

5~40'C

0 6040

吸込空気相対湿度四引

図 2.使用温湿度範囲
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託業都門

表 2.各種産業における室内温湿度

製 :児,1

粉砕室

錠剤の製巡

錠剤の糟衣

ゼラチソのカプセノレ

アソフルの製造

目的及び工程

食
{コ

口口

海苔の乾燥

粉末謁味斜

干朽の製造

製
.^1

温皮(゜C)

ノ、

基礎ポルト穴

27

24~27

27

22~27

27

チョコレート誠殿

包装削

ハードキ十ソデ4 製逃

包装"

湿度(%)

倉邱保拡

^^^

35

40

35

40~50

35

40以下

30~40

30~40

45~50

50

45~50

45~50

60以下

40~50

40~50

30以下

50~60

55土5

50~55

50

30~'0

壗安尿素ばら禎み

鐙気製品

霄画の骨とう品

野菜,花の郡子

火藁,花火,弾等

毛皮=ート

20

25

30

18~22

18~22

20~24

20~24

成行

20~25

24

15

成行

13士3

21

23

23

21~24

21~27

21~27

24~26.5

24~26.5

24

20~24

20~25

35

30

20~30

5~35

メ、

計黙組立と試験

ヒニーズと認閉需組立

セレγ整流器の製造

写 i工

フ'ルムの現像

"の乾媛

b の切断

粘富蟻械

スペウトル分析

肯東組立

精富部品加土

耕富ゲージ調艷

鉄
.、1・

フィルタ

キュー司{ラ送風

圧延板の冷即

熱倉塗装

貨物船倉の除湿

その他

空気吹出し口

現境試験宅

50~55

61 (723)

圧綻機

介

^^^

0000

35~40

45~50

45~50

50~60

50

40~60

50以下

10~80

篶

＼

茎発器

再款器

^

、

00

゛

空気

吸込口

0

「1

'

々/

く>

0
吹出し口は,ダクト接続が容易とな

るよう円形フランジとし,更に少く山

し力向を前方,上方K選択可能と

した。

室外機は,凝縮器,送風機及び

電子ファンコント0ーラから惜成され、

凝縮器には図 5.に示す特殊高効

率フィンを採用した。このフィンは

ルーバ部とステア部をもち,温度境

界層の発達を防止するとともに,

通風抵抗の増加を軽減した、ので

ある。送風機は当社が開発した高

効率低騒音ファンを採用し,凝縮

温度を検知するセンサの信号によ

リ,ファンモータの回転数を無段階

制御する方式とした。

2.3 冷凍サイクルと制御

図 3.室内機の内部織造図

＼＼1 11

送風機

0

L゜

サクション

アキュムレータ

図 5.特殊高効率フィン

冷媒入口

RFH形除湿機の冷凍サイクルを図 6.,制御のフ0ーチャートを図 7.に

示す。室温の変動を小さくするため,加温除湿,弱冷却除湿(弱加

図 4.室外機の外形図

温除湿),冷却除湿の三通りの運転モードをもち,ステ,づサーモ及び湿

度調節器により,運転モードの切換及び圧縮機の発停制御を自動的

に行う。室外機の凝縮器忙は,上述Lたいずれの運転モードにおい

ても冷媒が流通するようにしている。これは,冬期の力Π温除湿時に

室外機K冷媒がたまり込み,適正な運転ができなくなるのを防止す

るためである。また,運転モードにより適正冷媒量が異なるため,

高圧側液回路中に液溜を設け,余剰冷媒を制御している。

次に各運転モードにおける作用について述ベる。

(1)冷却除湿運転

冷却除湿運転時の冷媒の流れを図6.に実線で示す。圧縮機から吐

出された高温高圧ガス冷媒は,室外機の凝縮器で凝縮し室内機に至

リ,再熱器をバイパスして液溜,膨張弁,蒸発器を通り圧縮機に戻る。

一方,室内空気は蒸発器にて冷却除湿された後,再熱器で熱交換せ

ずに冷風として吹き出される。なお,逆止弁1は冷匝Uてより冷却さ

れている再熱器ヘ冷媒がたまり込むのを防止するためのものである。

また,逆止弁2は,圧縮機停止時,室外機の凝縮器内圧力が外気温

度に相当する圧力まで低下し,冷媒が電磁弁2を逆流して電磁弁か

ら異常音が発生するのを防止する。

室外機の送風機は,凝縮温度に応じて電子ファンコントローラにより

液溜

温度調節機能付き除湿機RFHシJーズ・根来・木村
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回転数を制御されており,低外気温時の冷却除湿運転を

可能巴し,更に夏期の夜間や中間期における騒音低減を

図っている。

(2)弱冷却除湿(弱加温除湿)運転

冷却除湿運転忙より室温が低下し,ステ,づサーモの高温側

が作動すると弱冷却除湿(又は弱加温除湿)運転に切り

換わる。弱冷却と弱加温のどちらの運転になるかは,後

述するように室内外空気温度差により決まる。冷媒の流

れを図6.の破線で示す。三つの熱交換器は直列状態に

なり,冷媒は室外機の凝縮器と室内機の再起惜号の両方で

放熱する。したがって,蒸発器にて冷却除湿された空気

は,再熱器忙て若干加熱される。この加熱量は,冬期の

ように室外空気温度が室内空気温度より極端に低い場合

は小さくなる。このため例えば室温が高い場合,冬期は

冷却気味,夏期は加温気味の運転となる。な治,この運

転モードにおいて,湿度が設定値に達すると圧縮機は停

止する。

(3)加温除湿運転

(2)項で述ベた運転モードにおいて,湿度

が設定値k低下せず,かつ温度が低下して,

ステ,づサーモの低温側が作動すると加温除湿

r-ー^

チエックジョイント

運転モードに切り換わる。このモードにおい

ては,冷媒の流れは(2)項と同一であるが

室外機の送風機は停止する。このため,冷

媒の放熱はほとんど再熱器で行われるので,

蒸発器にて冷却除湿された空気は再熱器で

加熱され,乾燥した温風が吹き出される。

なお,このモードでは,室外機を高温高圧

ガスが流通するため,ここにおける冷媒圧

力損失が過大とならないよう,凝縮器の冷

媒流路パス数を決定した。

(4 )デフロスト

室内空気温度が12~13゜C以下では蒸発器

に着霜が生じる。このため,蒸発器入口冷

媒温度を検知し,所定温度に達すると圧縮

機を停止し,オフサイクル手フロストを行う。デフ

ロスト時問は通常5~10分である。

2.4 運転特性

室内空気の温湿度変化傾向の一例を図 8.,

図 9. k 示す。図8.は室温が目標値より

高い状態から運転開始した場合,図9,は

室温が目標値より低い状態から運転開始し

た場合を示す。

室温が目標値より高い場合,すなわち,

ス〒ワづサーモの高温側設定値より高い場合は

冷却除湿運転からスタートする。冷却除湿運

転は高温側設定値に達するまで続行し,こ

の問忙所定湿度まで低下したときは運転を

停止する。停止中に湿度が上昇,すると弱冷

却除湿運転を開始し,以後弱冷,停止を繰

り返しながら所定の温湿度範囲忙制御する。

ただし,除湿負荷と冷却負荷の程度によっ

茎発器

二1 「'

高圧圧力開閉器

アキュムレータ

膨張弁

HP

^

圧縮機

ストレーナ

冷却運転時

除湿運転時

操作弁

ι一^^

^^「

ー_コ

逆止弁1
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再熱器

^

量旦の二卓を入れ各える

^

逆止弁2 電磁弁2

屯長開閉器→OFF

L_

図 6.冷凍サイクル図
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回転
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a熱
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器作動
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記号説明
言己号
NV
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52Fι
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260
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保讓塁譽は正常か
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電確;套触邪(型内点風機)

23RL

名称

竜鞄揺触暑Ξ(生外送風概)

レーカ

MFI

N0

盆度開閉器(除霜帋」御)

?3RL .ON 状駐.,

52F

PL-U

MFユ

虚度開閉暑1 霊

MC

;豊度間閉噐(室内)

庄鰯機

X1

送風椴用電動機(室内)

X2

送風媛用電動機(空外)

23H5-.ON 1豊,;"、,

SVI

庄掘榎用電動機

62(724)

MF1正

N0

SV2

YES

電瑳難量器

N0

N0

,製中凡,司J靈奉三
52C

52Fコ→
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H
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貞止丁

占,灯

電確避電邪

ユニット停止

TMI

電磁弁

PL-U

常置!車Ξ

電磁弁

スィッチRS→「除是」

PL-R

'畏度孟辱筋器

PPD

PL-R

タイマ(段霜時間)

ユニット停止

YES
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H 一→ヲE力口勲

クランクケースピ・ータ

PL-R

路復帰

^ON

23RH .ON 1上雌力,

ミ中問運転とは.冷凍サイクルは除湿サイクル

で、かつ室外ユニソトの送風機が運転されて

いる運車Ξパターンのことである。

YES

→消灯

YES

、令生Ⅱ'五中五

52C

52F

SVI

X2
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TMI
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^^^
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占上]

保種棲器に

異常{二七L、カ、,

保護

停電

運転

スイッチR

器復帰

すべて停止

YES

芋1手

N0

スイノチR

S→「送風」

冒^

52C

52F I
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着キ自
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復帰
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湿度

、且度

冷房

高段サーモ

/
停止

図 8,

6

湿度

弱冷停止

運転特性A

4

＼

弱冷

30 40

__。C、409右(RH)
_仭職吸込学

Rい入

〆風

屯.f匁・、・ノ
惨.

温度

^^^^ーー0N

OFF

除祉除湿

図 9.運転特性B

ては,湿度が目標値よりも低下するケースもあり得るが,乾燥を主

とする用途のため,特に問題とならな込。

次忙室温が目標値より低い場合,すなわち,ステ,づサーモの低温側

設定値より低い場合について述ベる。とのときは加温除湿運転から

スタートする。湿度よりも温度が先忙低温側設定値のON点に達する

と弱冷却除湿運転となり,その後低温側設定値の OFF点に達する

と再び加温除湿運転を行う。このようにして加温除湿,弱冷却除湿,

停止を繰り返しながら所定の温湿度範囲に制御する。

図 10.は弱冷却除湿(弱加温除湿)運転モードにおける室内空気

の冷却,加熱特性と外気温度との関係の一例を示す。前述したよう

に,冷却気味となるか加温気味となるかは,室内外空気の温度差に

より決まる。例えぱ,室内吸込空気温湿度が40゜C,50%の場合,

外気温度25゜C以上では加温気味,外気温度25゜C以下では冷却気味

となるが,外気温度18゜Cから35゜Cの範囲では,吸込空気温度と叺

出し空気温度の差は1゜C以内である。また,室内吸込空気温湿度が

15゜C,40%の場合,外気温度3~40゜Cの範囲では,若干の加温気

味運転となるが,除湿運転モードでの加熱量の V2~V4となってお

湿度調節機能付創徐湿機RFHシリーズ・根来・木村

0N

OFF

20100

室外機吸込空気温度('C)

図 10,外気温度と加熱特性の関係

り定温除湿に近い。

2.5 特長

との製品の仕様,構成,制御及び特性は以上の巴おりであり,特長

としては,次のとおりである。

(1)冷却から除湿まで自動運転が可能である。

(2)冷却,弱冷却(弱力所別,除湿の三通りの運転モードをもって

おり,室温変動が緩やかである。

(3)室外側送風機は凝縮温度に応じて無段階制御されるため,冬

期でも安定した運転が可能であり,また,夏期の夜問や中問期忙は

低騒音運転が行える。

(4)使用温度範囲は除湿運転3~40゜C,冷却運転 15~40゜C と広

範囲である。

(5)コンパクトなパッケーづタイづであり,据付け性,工司〒性が良い0

3.用途

乾燥及ぴ低湿度を必要とする分野は多種多様であり,表2.K示す

ように広範囲にわたっている。食品工業では製造工程における市乞燥

や保管,電気工業では作業室の温湿度調整,写真土業における乾燥,

書籍や絵画の保管など除湿機の応用範囲は極めて広い。

4,使用例

次K示す据付け例は,甘酒とうじ(麹)乾燥に温度調節機能付き除湿

機RFH-3A形を使用し,東京電力(株)と当社が共同で実証試験を

実施したものである。現在,甘酒麹の乾燥には,石油た(焚)き温風

乾燥機を使用しているが,高温多湿期においては,乾燥温度が高く

なり過ぎたり,十分な乾燥度が得られないため,年問稼働ができな

い。そこで,年間稼働が可能で,かっ安全性,経済性など忙おいて

も優位である除湿機に着目したのである。

図 11.に設備の概要,図 12.に遍湿度変化を示す。試験は多湿

期である昭和60年6月に実施した。試験室の面積は約 11m',との

中に台車を入れ,247kg の甘酒麹を乾燥するものである。図 12・

に示すように,約1時問で室温31゜C,湿度62%に達し,その後,

室温は31~33゜Cの範囲で一定に維持されながら,湿度は徐々に低

下してぃる。この結果,約16時問で乾燥が終了し,従来,冬期忙

63 (725)
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ビニールシート

台車

除湿機

3HP

圧力扇X3台

400φXO.2kvv

外壁スチロフォーム厚さ100ベニャ板仕上け

ーーー^

サフライチャンバ

100OVVX90OM X90OD

ー"る吟一

石油焚き温風乾燥機忙て要した乾

燥時問と同程度で可能であるとと

力那征豆忍できた。また,ランニングコス

トは従来方式の74%となった。

更に,従来方式では高温による黄

ばみが生じたが,この方式では黄

ぱみがなく白さが維持される巴い

う品質上の効果もあった。これら

のことから,除湿機を採用するこ

とにより,年問稼働が可能で,か

つランニングコストが軽減でき,更に

商品の品質向上も可能であること

が実証できた。

5.むすび

以上,温度調節機能付き除湿機R

FHジJーズの概要,用途及び使用

例につφて述ベたが,冷凍サイクル

を応用した除湿機の、つ省エネルギ

性,省工事性,安全・衛生性,

取扱性,乾燥特性などの特長は他

にないものであり,今後,その用

途は更K拡大するものと期待する

とと、に,更忙機能の充実を図り,

市場の二ーズに合った製品開発に

努めていきた込。

最後に実証試験の実施並びk貴

重なデータの提供をいただいた東

京電力(株)殿(本店・茨城支店・

水戸営業所)の営業開発部各位,

及びシロコメ味喰(株)木村仁郎殿抵

か関係者各位忙厚く感謝する次第

である。

(台車)

1840VV X 180OM

X 180OD

f

1X

室外機

5200

3600

図 11.使用例

レターンチャンハ

180OWX 180OM X90OD

24

200

0

23

室外 対湿度

22

単位

21

mm

相対湿

20

64(72の

18 1719

時問(時)

図 12.温湿度変化データ
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このたび三菱電機は、三菱自動中工業株式会社と共同で、 三

菱自動車工業咽京都製作所向V6エンジンエ場生産管理システ

ムを完成させました。このエンジンエ場tは、いま生産フレ

キシブル化が大きなテーマとなっています。孝様化する市場

ニーズにキメ細かく対応するための拡張、変更が容易に行え

る柔軟なシステムを構築すべく MELIACを中問コントローラ

として情*及伝達の中核にすえ、ミニコンビュータとライン制

佃川IPC(シーケンサ)を高速才、ツトワークて、結合。このことに

より、情報の一元化及びオンラインリアルタイムの設備管理、
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特長

.作業者に対するタイムリーかつ正確な作業指示。

.自動機械の自動段取替による省力化及びFMS化。

.ライン管理用データベース構築とこれを応用することによる岡

接工数、管理工数の減少。

.管理精度の向上による迅速かつ適格な意志決定。
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イメージスキャナ機能付ビデオテックス

情報入力装置
,、,.X

,ミ

イ+゛

ノ゛ごノノノ J、ノ
^

女

才三1ヲゞ'琴契'之二二三f・心シ

¥1ノニ血J

4多亀1会、含参

嬬ヨ

ビデオテックス情報入力装置MELTEX Ⅵ200/V1300に、

イメージスキャナによるパターン画面用の画像入力機能が付

加されました。いままて手描き入力て、は時問がかかっていた

複雑な画像が簡単に入力てき、従来のタブレットによるカラ

一手描き入力も合せて利用することがて'きます。

'聯"加^

」イ

^^

上J-

特長

.CAPTAIN特有のブロック着色や白黒パターンを意識する必要

はありません。カラー手描き入力の画像と合せて従来のV1シリ

ズ同様、自動的に適合化を行ないます。

.スキャナから入力した画像データは、ライブラリとして、フロッ

ピーディスクに登録します。一度入力し九データは、大きさ位置

などを変えて何度ても使うことがてきます。

.一枚の画面には、ライブラリーから取出した画像をいくつて'も

重ね合わせることがてきます。

.タプレットを使って作成したカラー手描き入力の画像と、ライ

ブラリから取出した画像とを重ねることもて、きます。

.位置決め・着色なビは、タブレットを用いるため、初心者ても

容易てす。

.スキャナ入力時のノイズ(小さなゴミ、カスレ)を自動的に修正

する為、手・修正の煩らわしさがありません。

.ビデオテックス情報入力装置V1シリーズとは、100%の互換性

を有します。既に作成済の画像データに、スキャナからのデータ

を付与することなどが可能tす。

追加ハードウェア仕様

Ⅵ200/V1300に次のハードゥエアを下ν川することにより、イメー

ジスキャナ入力が可能となります。

(1)イメージスキャナ(RA-408)

.外形寸法 335(W)×335(D)×140(H)

6kg.重量

必

.躯力総

J'

＼

ノ.

"む1

製1座急く毛卦

区X途

' J

4

苓・

、シ募11奪ゞ
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卜^

.消費電力 80W(ACI0OV 50/60H力

.原稿サイズ最大 A4

.読取線密度 4本/mm 8本/mm

(2爪S-232C接続ケーブル(MP-0IRSK)

.マルチ16標準仕様

.2m

が'

"壱、N

,

緩
4'

'"・宇'証ヨ

メ゛¥

専用ソフトウェア

イメージスキャナによる画像入力を行なうために、次のソフトウェ

アが必要てす。

.V18-004-3 または、 V18-005-3

機能仕様

(1)ライプラリー作成

.読取原稿サイズ

.読取密度

.ノイズフィルタ

.切り出し

.盲売込速度

.格納枚数

-1 j〆'ーー'N

瓢

妻
三

.'

66(728)

A4、 A5、 B5、 B6 選択可

4本/mm、8本/mm 選択可

無、弱、強、選択可

任意矩形領域指定による登録

最大120秒

フロッピーディスク1枚当り

20~100枚程度の格納が可能

②画面編集

.ライプラリーデータの重ね合せ枚数無制限

.カラー手描き画像との重ね合せ枚数 1枚

切替可能.重ね合せ順序

任意の矩形領域(スタイラスペンによる).重ね合せ位置

2、 4、 8/去、 1、去選択可.重ね合せ倍率

左右90度選択可.回転

閉領域着色、矩形領域着色、ドット着色.署色

.フラッシング指定正相/逆相とも可

任意位置ヘの移動・コピー可能.移動

(スタイラスペンによる)
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スプリット式産業用パッケージエアコン

一一
゛,゛

室内機

この力び三菱電機ては、多様化する産業用空調市場の要求に

応え、広範囲な室内温度範囲をカバーし、年問冷却運転が可

能なスフ゜りツト式産業用パッケージエアコンを開発しました。

このシリーズは、温度帯、容量、制御方式、室内機のタイプ

によって42機種の標準機種を取り揃えており、また室内機の

組合せを変えることが可能て、食品加工場などの低温空調設

備用から電子機器関連製造設備などの恒温恒湿用まてさミざ

まな用途に対応可能です。

特長

.温度帯の異なる 3 シリーズを用意しており、10゜CDB (8でWB)

から32゜CDB(24゜CWB)まての広範囲な室内温度に対応可能tす。

.各室に設置するりモコンスイッチイ最大4室まての個別迎転が

可能な個別制御タイフ゜と複数台の室内機を同時に発停させる伺

時噛11御タイプの2 シリーズを用意しており、用途に応じた選定

^T"゛^

^LJ、イ."゛

^

"^'^^^^^^^

r鑒謡

^^^^

標準機種構成(天吊直吹きタイプ形名)

が可能てす。

.室内機はスマートなデザインて'スペースを有効に利用できる天

吊薄形プレナムタイプ(3機種)と、高静圧ダクトタイプ(5

機チ動の2 タイプを用意しており、室内の使用目的に応じた選

定が可能てす。

.冷媒回路には蒸発圧力調整弁とホットガスパ'イハ゜ス回路を採用

し、また室外機に電子ファンコントロールを採用しました。こ

れらによって、年問を通じ安定した運転が可能て'、低室内温度

条件ても高性能を発揮します。

.室内機が複数台ても、室内外の連結配管は一対て済み、配管施行

が容易て、す。

.室外機は集中設置が可能な空気前吸込み・上叺出しのトップフ

ロー構造を採用しており、大幅な省スペースが図れます。

.室外機は高性能エクストラファンを採用し低騒音化を図りまし

た。さらに電子ファンコントロールが夜問等における軽負荷時

の低騒音化に威力を発揮します。

.室外機には高性能フぢルタ、電気ヒータ、加湿機(共に別光)

が耳又付可能て恒温恒湿用に最適てす。

^.^^^
^

制御方式

=祉塁Ξ三三妄1立
「、 J^

個別制御

言

一,

温度帯

同時制御

高温用(H)

室外機

中温用(M)

低温用(L)

標準機種構成(天吊ダクトタイプ形名)

高温用(H)

中温用(M)

制御方式

低温用(L)

PCTF-5PHA

PCTF-5PMA

5

個別佑1」御

PCTF-5PLA

PCTS-5PHA

P TS-5PMA

温度帯

PCTS-5PLA

薊N羽制御

高温用(H)

中温用(M)

低温用(L)

PCTF-8PHA

高温用(H)

PCTF-8PMA

8

中温用(M)

PCTF-8PLA

室外機

低器JⅡ(L)

PCTS-8PHA

PCTS8PMA

PETF-5DMA

5

PCTS-8PLA

PETS-5DLA

PETS-5DHA

PCTF-10PHA

PETS-5DMA

PCTF-10PMA

10

PETS-5DLA

(馬力)

PCTS-10PHA

PETF-8DHA

PCTS-10PMA

PETF・8DMA

8

PCTS-10PLA

PETF-8DLA

室外機

PETS-8DHA

PCTF-15PHA

PETS-8DMA

15

PETS-8DLA

容

PETF-10DHA

PETF-10DMA

」ヨ'

」1!.

10

PETF-10DLA

(.馬力)

PETS-10DHA

PETS-10DMA

PCTF-20PHA

PETS-10DLA

20

PETF-15DHA

PETF-15DMA

15

PETF-15DLA

PETF-20DHA

PETF-20DMA

20

PETF-20DLA

67(729)
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特許と新案困匝亜西榔棚脚胤N同削W脚脚棚

この発明は,冷却器の内面K予め酸化皮膜を形成した後,外而忙メ

ヅキ処理を施すようにした冷却器の製造プj法に関する、のである。

変圧器用全鉄製づレートフィン形冷却器は,図1,に示す冷却エレメン

ト部(1)を組立後,全体を溶融亜鉛浴槽に浸波し,開訂部(フ)のみ

空気1や忙突出させておくととにより,高温のために冷却器内部で膨

張した気体を火女い・ヤに放山し,冷却器外面全体に溶融亜鉛メ四キを

施すが,冷却管(2)の内而忙は予め耐酸性,耐油性の強固な酸化皮

膜例えぱF、0'(四酸酸化鉄)などの処理を施すとと忙より,高温

による鉄素地表面の酸化皮膜の生成を防止することが可能となる。

また,冷却器を溶融亜鉛浴槽忙浸漬する前に,冷却器内部に窒索

ガスなどの不活性ガスを封入したり,冷却器内部を真空忙するなど

の方法を併用すると高温による酸化皮膜の生成防止忙更に大きな効

果を得るととができる。

更にへ,,ダ(4)の内面など冷却器の全内面に同様の処理を施して

おけば効果はより大きくなる。

なお予め施した酸化皮膜は耐油性に富んだ、のであり,長期忙わ

たる運転中に、脱落する恐れは全くなく信頼性、高い。

したがってとの発明忙よれぱ,溶融亜鉛メッキ作業時忙軟弱な組

織の酸化皮膜は生成せず,内面を非常に清浄な状態に仕上げること

'^

ノ「コ 却器

有償開放にっいてのお問合せ先三菱電機株式会社特許部 TEL (03)218-2136

の 製造方法 (特許第 1076070号)

発明者川中進・谷中頼朝

ができるので,内而清掃作業は著しく簡単になり,品質及び生産性

の高い変圧器用冷却器を得ることができる。

<次号予定>Ξ菱電機技報 V01.60 NO.Ⅱ AV機器特集
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.AV製品の展望

.フレームメモリを1占用した多機能ディジタルカラーテレビ

田ハイビジ,ン受信機

.VHS方式VTRのディジタル化

.ハイビジ,ンVTRの広帯域記録技術

.小形カラービデオカメラ

.コンノくクトディスクプレーヤー DP-209R形

.回戦へッドi北ディジタノレオーディオテープレコーダー
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.ビジュアノレサウンドスピーカーシステム

儒公衆情報表示システム《DIAMOND NET》

ーマノレチメディア情報サービスへのアプローチー
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パッケージエアコン糸且入み用

空気清浄器

菱電機ては、このたび「空調の本質」をさらに追求するた

め、ロータリーカセット内蔵タイプの空気清浄器を新発売し

ました。この機種は、温度、湿度コントロール十最適温度分

布を実現したつの吹出口が、 360度回転するミスタースリ

ムロータリーカセット方式て「空調の質」に対する高い市ナ昜

,平価をいただいています。

空気清浄器の効果・メリット

1 清潔感のあるお部屋づくり、お店づくりのために。

目に見えない微細なホコリや細菌から室内を守ります。室内の

空気はいつまて、もクリーンなまま、内装の汚れも防止てきます。

のタパ'コの煙・臭いを取り去るために。
.

室内の空気汚染の最大原因はタバコ。すわない方がいても安心

て'す。空気清浄器によりタバコの煙をシャット・アウト。

@冷暖房費用を軽減てきます。

空気清浄器により空気の汚れを少なくし換気の回数を減らして、

冷暖房費用を軽減てきます。

内蔵空気清浄器集じ人ユニツト

.空気清浄器の取付けに必要な天井フトコロ高さ5Cmという薄形

高効率を実現しました。

特長

.ロータリーカセットの性能に影響を与えない低圧損二段荷電方

式を採用。

.集塵側高電圧電極にはエボキシコーティングによる絶縁極板を

使用していますのt、パチパチという不快な放電音が発生しません。

.安全のために、異常時発振停止機構や残留電荷放電機構などの

保護装置を備えています。

140m'(1"平相当、高さ3m)
タバコの煙

マイルドセブン20本

ムP 634形ディジタル粉じん計

仕様

4

1000

i 、電

集じん方式

処理風景

風量ダウン牢

集じん効牢

保護装置

* 18.51n, rn1Π

式 消費電力PAC 290AC 14W

単相 20OV 50 60H= 集じん部電圧

段荷電方式 集じん部電流

集じん部外形寸法12、20m, min

製品重量50。以内 10kg

480。UIS 14種粉ビん相当)集じんユニウト重量 8k宮

発振停止回路・残留電荷放電機桶・過負荷保護

200

〔空気清浄器の効果〕

会議室(14坪相当)でタバコを20本一斉に吸った場合
10分で約70%、 30分でほぽすぺて取去ります

自然放置

空気清浄器を使った場合

30(分)
時問

粉じ人濃度

3000

CPM

DC 7kv_0.3kv

69 731

DC I.1mA

測定室

粉じん

測定機

2000

87×460×350mm

、

0

.
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石油カス化ファ/ヒーター

鳩惇^

石油ガス化ファンヒーターは、昭和53年に菱電機がネ刀めて

開発し、世に送り出して以来今年て9年目を迎えました。

菱石油ファンヒーターは、開発当初から安全性を最重点テー

マとして商品開発を行ってきており、昭和53年度より全機種

に不完全燃焼防止装置、及びその他の安全装置を搭載してき

ました。今年の石油ファンヒーターは、よりいっそう安全性

を高めるためにそれらの安全対策に加え、室内の酸素濃度が

ひと目て確認てきる「換気モニター」を採用しました。また、

使う人の感覚にこたえて、スイッチひとつて自動的に室温を

を調節する「温感コントロール」を搭載して、快適性を段

向上させました。さらに、急速インバーター・ダブル温風・

デジタルタイマーなど、ますます機能を充実させ、信ま頁性を

高めた商品てす。

特長

.換ハモニ

アナログメーターて、室内の酸素濃度がひと目て確認てきます。

.1血感コントロール

暑い・寒い・,快適の感覚に合bせてスイッチを押すだけて、室

温を自動コントロールします。

.,」、速インバーター

燃焼スタート時に、最大火力の約UO%の急速燃焼て、部屋をー

気に暖めます。

.消し忘れ防止タイマー

子供部屋て使用する時など、子供の消し忘れや換気のし忘れを

防く、九めに「消し忘れ防止タイマー」をセットしておけぱ、 2時

問て、自動消火します。

.エクストラファン

耳ざわりな風切り音を大幅に低下させ、低騒音化を実現しました。

.1舌風コントロール

強燃焼・弱燃焼に合わせて、送風量を2段階にコントロールします。

.セーブ連転

Hi~LO・ OFFの燃焼て、室温を設定温度に保ちます

仕様

70(732)

種類

点火方式

使用燃料

発熱量(入力)

形 名

燃料消費量

油タンク容量

燃焼持続時問

外形寸法

(置台を含む)

KD-321D

気化式(石油ガス化燃焼方式)強制対流形

高圧放電点火・自動点火

白灯油(J玲号灯油)

320okca1 ト

最大 0.388ι h

最小約0.218ι h

4.9ι

(連続強燃焼時)約12.6時問 4.9ι

重量

電源電圧及び周波数

定格消費電力

点火時消費電力

安全装置

高さ450mm幅568mm奥行317mm

13.8kg

10OV ・ 50/60HZ

強燃焼時50/60HZ 5146W

弱燃焼時50/60HZ 40W

(初期最大) 510W

対震自動消火装置・不完全燃焼防止装置・

過熱防止装置・室温異常過熱防止装置・停

電時安全装置・点火安全装置

水検知装置・セープ運転装置・室温表示装

置・給油検知装置・換気検知装置・換気モ

ニター・ 2時問自消化タイマー・24時問

おはようタイマー

スボイト・ロシフィノレター

その他の装置

付属品

三菱電機技報・ V01.60 ・ NO.10 ・ 1986
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菱セキュリティホームテレホン
BL-570

ク

Z

4
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ず
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7

昨年4月、本電話機の販売が自由化がされた後、家庭内情報シ

ステムは、インターホン系から電話機能付インターホン、更

に、セキュリティ付ヘと変化しつつあります。

当社ては多機能電話機の普及にあわせて、現在お持ちの黒電

話はもちろんファッショナブルな多機能電話も接続てき、ま

た、ホームオートメーション(HA)時代の二ーズの高いセ

キュリティ機能を備えたセキュリティホームテレホンBL-570、

セキュリティユニットBL-570SMを発売いたしました。

特長

.いま、お使いの電話やファッショナブルな多機能電話を、子機

として使えるホームテレホンて、す。

①ドアホン2台、子機2 台迄接続てきます。

②外線からの電話も自由に転送てき、部屋どうしの内線通話も

自由にて、きます。

③その他、電話としての機能に再ダイヤル機能、トーン記号切

替機能、外線使用中一時的に内線通話を可能にする話中応答

機能等の便利な機能を備えたホームテレホンてす。

.家庭の安全をしっかりと見守るセキュリティ機能を備えてぃます。

①セキュリティ機能は、セキュリテ'ユニットが火災、ガス漏

6

8

美

9

0 #

6E(λ勲

ガ

紡犯

^

日L 57^V

れ、侵入、そして、非常等万一発生した場合てもランプと警

報音て異常を知らせます。

②風呂の水位モニター機能、電気錠のコントロール機能も備え

ています。

.ホームテレホンとセキュリティユニットは壁かけ組合せ方式の

コンバクト設言十てす。ホームテレホンのみとして使用する場合

は、卓上式て、も壁かけ式て、自由に設置tることがてきます。

様

使用回線

ダイヤル方式

電源電圧

消費電力

電話機数

ドアホン

取付方式

外形寸法

重量

BL・570形

単独加入回線

回転ダイヤル回線

ACI0OV

待期時9.65W

最大3台(親機1・子機2)

最大2台

卓上、壁かけ

儁)蜘X塙玲IX喚行}215如

1.8k客(梱包)

BL-570SM形

電源電圧 DC12V

消費電力 0.35W

セキ.!1ティ棲能火災、ガス、非常、防犯

モニター棲能風呂水位、電気錠開閉

取付方法壁かけ

外形寸法幅)70X塙)能X喚行)215叩

重量 0.45k宮(梱包)

刀(733)
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菱パーソナルコ/ヒュータ

MULT116 1V

菱パーソナルコンヒュータMULT116 Ⅳは、孝斤世代マイク

ロプロセッサを搭載しMULT116一Ⅲの上位機として、ますます

多機能・高性能化を図り、活用分野も段と拡大しています。

特長

.高機能・高生'

.CPUにi80286 8(8MHZ)を採用。

.メモリは標準t512KB、最大832KBまて拡張が可能。

.大幅なLS1化により、信ま頁性が向上し、かつコンパクトな設計

となっています。

.多様な用途を強力にサ卞ートする2種類のOS

.日本,吾CP M 86

.日本語MS DOS

.日本語コンカレントCP M-86の3種を提供しています。

じて多様な用途に対応することがて'きます。

.多様化tる万ノ1 7ーク能ヘの対応

.POS ECRを接続した小売店経営情報管理システムのホストコ

ンピュータとして利用。

.企業内コンピュータシステムの夕ーミナルとして、ホストコン

ヒュータへのデータ入力、データ照会が可能。(端末エミュレー

夕 M4374、5370JS 他)。

.企業間情報伝送夕ーミナルとして、流通業間受発注システム(J

CA)、ファームバンキング(全銀)、パソコン間通信(郵政省JUST-

PC)等に利用可能。

.VAN夕ーミナルとして、 JCA、全銀手順等を利用してVANに接

続可能。

.MULT116 Π、Ⅲのノフトウェア資1 〒佳7兵

MULT116・Ⅳは、 MULT116・Ⅲの上位機として高い上位互換性

を保有してぃるのて、過去数年にわたって蓄えられているMU

LT116シリーズの膨大なソフトウェア資産を、そのまま継承し

使用することがて"きます。

.ノステムの拡張性

MULT116一Ⅳは、コンバ'クトな設言十tありながらマウスインタ

フェースの標準装備、拡張スロット数の増大等を実現し、応用

システムを容易に拡大することがtきます。またフロッピーデ

イスク装置2台と固定ディスク装置1台を標準装備したことによ

リ、従来のフロッピーディスク装置2台ベースのアフ゜りケーショ

ンの操イ乍性を維持するとともに、 20MBの固定デd スク装置に

よりシステムの拡張性を可能にしています。

※CP M-86、コンカレントCP/M 86はデジタルリサーチ社、 MS-

DOSはマイクロソフト社の登録商標て、す。

MULT116一Ⅳハードウェア仕様

1、1、、

い Xい

メ

P

システムROM

日本語ROM

R A M

ビデオRAM

モ

リ

MP 1652 A20 MP 1652 A22 MP 1655 A20 MP 1655 A22

16ビットマイクロフ'ロセッ"180286 8、高連濱算プロセッサ180287 8(今プション)

8KB

JIS第1フk準、JIS第2水凖用256KB

512KB標準実装(最大832KB)パリティビット付

384KB128KB

MP 425CMMP 205GM

モノクロ(グリーン)12インチ.ノングレアカラー{3色Ⅱ4インチ・超高解像度・ノングレア

寸怯御田血{幅}×330血.{臭行}X御面血1高さ}寸泌幼mm(棚X4帖皿血1臭行)X詑ユ血血1高さ1

重量14捻消費電力70W(ワツト)重量6k宮消費電力30W(ワツト)

亥字英数カナ使用時80宇X25行

日本語使用時40字X25行又は40字X20行

交字種英数カナ及び図形記号8×16ドツト、256種

日本語及び全角亥字16×16ドゥト、棚水靴965字、非漠字453宇、第2水凖3謁4字

640×450ド外X2ページ又は640×400ドットX2ページ

JISキー司ξード(分離形) JIS配列に準拠

ロープロフプ'ル.セ,(レート.カールケープル付、94キーa0フプ0,クション・ハードコビー等)

寸法405mm(幅)×20omm(奥行)X'8mm(高さ)

ワープロ.キー寸(ード(分畦形) JIS配列に凖拠

ロープロファイル.セ,゛レート・カールケープノレ付、114キー

寸法460mm(暢)×20omm(奥行)×48mm(高き)

ヨξタン数2、光学式読み取り式、キー寸{ードに専用インタワエース内蔵

増設標準フロッピ*デ'スク.ユニウトMP-43FDUC(オプション)

別ンチ1MBX2(電源内蔵、ケープル付)

寸法215血m(')×3印血(奥行)×258mm(高さ)重量10.5、g 消費電力40W(ワソト)

5インチ1MB ミニ・フロッビ中デ'スク・ユニットX2台本体に内蔵

増設ミニ.フロッ甘'.デースク・ユニットMP 33FDUB(オプシヨン)

5.25インチ1MBX2(電源内蔵、ケープル付)

寸法180m血(幅)×260mm(奧h)×1闘mm(高さ)重量6.5捻消費電力25W(ηツ"

5インチ20MB5インチ20MB

(フォーマット時)(フォーマット時)

ハードディスク・ユニウトハード・ディスグ・ユニウト

本体に内蔵本体ι二内蔵

5インチリ、ードディスク.ユニット MP・42FXU(オプション)フォーマッ畔 20MBXI

寸法2mmm(幅)×360mm(奥行)×1闘血m(高さ)重量6kE、消費電力35W(ワツト)

5インチ.ハードディスク.ユニット MP-44FXUけプション)フォーマッ時20MBX2

寸法2伽mm(棚X360mm(奥行)×1闘mm(高さ)重量7.5、'、消費電力50W(ワウト)
ハート・ディスク・'ンハート.デイスク.イン
タプエース本1、に内タワエース本体じ内蔵

フロッピイ.デ'スク・インタフェース RS-232C.ーンタフェース

セントロ.インタフェースマウス・インタフエース

4545

年月日時分秒し(ツテリーバツクァツプ付)

ACI0OV土10% 5060Hネ士1%電源ケープル2m(2極接地)

170W(ワット)150W(ワッ"170W(ワット)150W(ワッ"

+5×)~+35'C +10'C~+35×)+5'C~+35'C +10'C~+35'C

20%~80%

380mm(幅)×380mm(奥行)×155mm(高さ)

約Ⅱ.0捻約11.okE 約9.6kg

CRTディスプレイ

テキスト表木

グラフ寸ツク表小

入

キ

^ ウ

標準フロッピイ

72(734)

ス

ミニ・フロッビ'

ハード・ディスク

ーンタフェース

拡張スロット

カレンダークロック

1 、

重 量 約9.6k宮
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リニアモータ電車システム

府

^

m

近年、都市内の中量輸送システムとして、りニアモータ駆動

の車両システムが注目を集めており、日本地下鉄協会や日本

モノレール協会を中心にその実用化のための研究が進められ

ています

このりニアモータ電車システムは、鉄レール上を鉄車輪が非

粘着て走行するもので、従来のモニタの回転子に相当するり

アクションフレート住失とアルミの板)を 2本のレールの問

に設け、これに対向して従来の固定子に相当するコイルて'て

きたりニア誘導モータ(次倒D をりアクシ"ンフレートと

定の空隙を持たせて車両に設置し、両者の間に直接作用す

る推進力を利用するものてす。

速度制御はVVVFインバータによってりニア誘導モータに供

給する電圧と周波数を変化させて1丁いまt。

当社も実用化のための上。己研究フロジェクトに積極的に参画

し、りニアモータ電車システムの実現に貢献すべく開発を進

めています

この度、その環として、伊丹製作所構内にりアクションフ

レートを敷設した線路とりニア誘導モータを搭載した貳験電

車から構成されるりニアモータ電車総合試験設備が完成し、

リニアモータの1寺性やVVVFインバータとの組み合せによる

制征畊寺性、りアクシ"ンフレートの形状、寸法等が車両性能

に及ぱす影響や機械的1寺性など、実際の走行状態ての総合的

検,正ならびに試験が行われています。

圏冒
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,^
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リニアモータ試験車両要目表
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仕様

DC750V 架空電車線方式

1067mm

3.okm h s

3.5km h s

鋼製溶接構造

寸法:9288mmLX2450mmW 3050mmH

床面高さ:レーノレ面士.70omm

自重:15t

ボルスタ付台車

セルフステアリング構造

距:1680mm軸

車輪径:50omm

台車高さ:580mm

70kw、 3相、 550V、 255A

20HZ、 8極

所要推力:1350地台

1台両

さ:33mm(アルミ 5 mm、鉄28mm)厚

幅:鉄、アルミ共30omm(爆着式)

鉄30omm、アルミ370mm(キャッフ式)

350kvA PWM方式

入力:DC750V

出力:AC郭OV、 20HZ、 3相

制御周波数 2 ~45HZ

゛...客工
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(車上
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リアクションフレート

仕也上次側)

二ア 夕

VVVFインバータ装置
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